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序

　前橋市は、北に赤城山、西に榛名山、南西に妙義山の上毛三山がそびえ、赤城山と榛名山の

裾野の間を南北に利根川が流れる水と緑にあふれた地であります。

　前橋市は古代より豊かな文化あふれる地であり、東日本でも優れた内容を示しています。今

から2万8千年前の旧石器を始めとして、8基を数える国史跡の古墳、関東の華とうたわれた

前橋城に関するもの、近代化遺産など多くめ文化財が残されています。

　自然環境に恵まれたこの地では、古代の人々が生活した跡が市内ほぼ全域に残されています。

古代の人々が暮らした家の跡、使った石器や土器などの道具や、水田跡なども多く、毎年の埋

蔵文化財発掘調査により多くの新しい発見があります。

　現在、中内町周辺は広く水田が広がっていますが、北関東自動車道の建設などに伴い多くの

新しい遺跡が発見され、地域の歴史解明に重要な資料となっています。

　本年度の調査の前田V遺跡では、現在の水田下から平安時代の住居跡や貴重な遺物などが多

数検出されました。

　発掘調査にあたりまして、ご協力いただきました市工業課、前橋工業団地造成組合、地元関

係者、酷暑の中調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上げます。

平成12年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長　渡　辺　勝　利
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1．本報告書は、東善住宅団地拡張造成事業に伴う前田V遺跡発掘調査報告書である。

2．本遺跡の遺跡コードは11G41である。

3．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

4．発掘調査の要項は次のとおりである。

　　調査場所群馬県前橋市中内町155番1他
　　発掘調査期間　平成11年9月22日～平成11年12月10日
　　整理・報告書作成期間　　平成12年12月13日～平成12年3月24日

　　発掘・整理担当者　　齊木一敏・山口宗男・吉沢　・貴

　本書の原稿執筆・編集は齊木・山口・吉沢が行った。

　発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

　　石山日出男・大島きく江・品川　成夫・須田　隆治・鈴木　民江・北爪　雄作・高橋　公代

　　多田　啓子・中林美智子・細野進太郎・堀込とよ江・松本美咲子・森田　純子・山口　純子

　　吉田　淑子・渡辺　永造・桜井　　弘・高橋　　孜・中村新太郎・奈良　岩雄・原田　要三

　　古沢　実
7．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育

　委員会文化財保護課で保管されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は、座標北である。

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／25，000、1／20，000地形図と前橋市現形図72　1／2，500を使用

　した。

3．本発掘調査の略称は、11G41である。

4．本遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

　H…住居跡　W…溝跡　D…土坑　P…柱穴　1…井戸跡　O…落ち込み　X…土器溜まり

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　遺構　　住居跡・土坑・柱穴・井戸跡・溝跡…1／60　　竈断面図…1／30

　遺物　　土器…1／3・1／4　　石器・石製品1／3・1／4　　鉄器・鉄製品…1／3・1／4

6．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

遺構平面図　　焼土範囲…

遺構断面図　　構築面…

遺物実測図　　施粕範囲…

炭化物…
　（スス付着など）

7．セクション注記の記号（○　○）は粘性、締まりの順である。
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1　調査に至る経緯

　平成11年9月9日、前橋工業団地造成組合（管理者　萩　原　弥惣治）より、東善住宅団地拡張

造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査依頼が前橋市教育委員会に提出された。これを受け同教育委員

会で検討したところ、これまでの周辺遺跡の調査結果（前田遺跡、前田H・皿・IV遺跡）を踏まえ

て本調査が必要であるとの結論が出された。9月16日、前橋市教育長より前橋工業団地造成組合に

本調査実施の回答がなされた。また、同日、前橋市教育長より前橋市教育委員会が組織する前橋市

埋蔵文化財発掘調査団に本調査を実施するように通知された。これに基づき、前橋工業団地造成組

合と前橋市埋蔵文化財発掘調査団が協議をおこなった。9月22日、両者の間で埋蔵文化財発掘調査

委託契約が締結され、10月5日に現地での発掘調査を開始するに至った。また、10月25日、前橋工

業団地造成組合より調査面積の増加（4，021㎡→8，246㎡）の協議の申し入れがあり、両者協議の結

果、11月15日、変更契約（委託契約料金の増額）を締結した。なお、遺跡名称「前田V遺跡」（遺跡

コード：11G41）の「前田」は旧地籍の小字名を採用した。

1［　遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

　前田V遺跡は前橋市の中心市街地から東南の方向約8kmの中内町地内の東善住宅団地拡張造成予

定地の道路部分である。前橋市の地形は北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地（洪積台地）、

両者に挟まれ地溝状になった広瀬川低地帯（沖積低地）の3地域に分類でき、こ の辺りは広瀬低地

帯と接する平坦な前橋台地の東端に位置する。そして、利根川、その支流の藤川や端気川、広瀬川

の支流の韮川らが流れ、水が豊富である。よって、以前は前橋市の穀倉地帯であった。現在も田畑

が多く残っている。

　現在の様子は、主要地方道高崎・駒形線が東西に走り、主要地方道藤岡・大胡線が南北に走って

おり、それらの交差する交通の要所である。また、すぐ南には現在建設中の北関東自動車道の工事

が急ピッチで進められている。高崎・駒形線沿いには運送会社、倉庫、レストラン、食堂、自動車

販売店、ガソリンスタンド等が並び、一歩道から中に入ると田畑が残っているものの住宅が建ち始

めている。以前の田園地帯の開発、市街化が急速に進んできている。

2　歴史的環境

　本遺跡が所在する前橋市の南部は、近年北関東自動車道やその関連事業、その他の開発に伴う埋

蔵文化財発掘調査によりその歴史が明らかにされてきている。

　弥生時代以前のものとしては、縄文時代の石器製作跡の検出された西善尺司遺跡、溝跡、土坑等

の検出された徳丸仲田皿遺跡がある。この時期の歴史については、遺構が検出された遺跡が少なく、

今後の発掘調査が待たれるところである。

　古墳時代に目を転じてみると、本遺跡のある前橋市南部はこの時期、前橋市の歴史の中心の一つ

であり、古くから広瀬川低地帯と接する前橋台地の縁にある旧市域から旧上陽村にわたり帯状に連
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なる広瀬古墳群がある。昭和10年の調査では、169基の古墳が確認されている。しかし、戦前、戦

中、戦後の開墾や宅地造成などにより、多くは調査せず平夷されてしまった。現在残されている古

墳の中で代表的なものとしては、東日本最大の前方後方墳とされる八幡山古墳〈国指定史跡・4世

紀後半＞、三角縁神獣鏡を始め出土遺物の多くが重要文化財に指定された東日本最古の前方後円墳

とされる天神山古墳〈県指定史跡・4世紀後半＞、金銅製冠が出土した前方後円墳の金冠塚古墳

〈市指定史跡・6世紀後半＞、亀の形を思わせる帆立貝式古墳の亀塚古墳〈市指定史跡・6世紀前

半＞、円墳の経塚古墳〈市指定史跡・7世紀〉などがある。また、中内村前遺跡からは住居跡、水

田跡、西善尺司・H遺跡からは方形周溝墓、住居跡、水田跡、徳丸仲田・H遺跡からは住居跡、後

閑団地遺跡からは住居跡が検出されている。このようにみてみると、この辺りは周辺を治める権力

者を中心に人々は水田を耕しながら生活していた様子が窺える。

　次に奈良・平安時代についてであるが、この辺りでは、この時期の遺跡は住居跡と水田跡が主な

ものである。まず、住居跡の検出された遺跡としては、前田遺跡（前埋文）、前田遺跡（事業団）、

前田II遺跡、前田皿遺跡、前田IV遺跡、前田VI遺跡、中内村前遺跡、中内村前n遺跡、西善尺司遺

跡、西善尺司1遺跡、徳丸仲田遺跡、徳丸仲田II遺跡、後閑団地遺跡、後閑H遺跡等がある。例え

ば、前田遺跡（事業団）と中内村前遺跡では約162軒と、多くの遺跡で集落跡が検出されている。

また、水田跡としては、前田遺跡（前埋文）、前田遺跡（事業団）、中内村前遺跡、中内村前H遺跡、

徳丸仲田遺跡、徳丸仲田皿遺跡、後閑II遺跡、宮地中田遺跡等がある。As－B軽石によって埋没し

た水田跡では、条里地割りに基づいた水田跡や可能性のある水田跡が確認されている。よって、平

安時代、人々が稲作をし、集団をなして生活していた様子が窺える。

　中・近世の遺跡としては、環壕屋敷跡、環壕堀等が検出された前田遺跡（前埋文）、前田遺跡

（事業団）、前田IV遺跡、西善尺司・皿・皿遺跡、徳丸仲田・皿遺跡等がある。これ以外にも西善環

壕遺構群や徳丸環壕遺構群、山王環壕集落跡、後閑大屋敷等、この遺跡の周辺には環壕屋敷跡があ

り、それが生かされている堀が現在も残されている。これらは、中世末頃頻発した戦乱に対応して、

有力な農民が自衛のため屋敷の周囲に壕と土塁をめぐらす環壕屋敷を作ったようである。その後、

上層の武士の館邸等に多く用いられるようになり、戦国末期になり数が多くなってきたようである。

武士がそれらを発展させたのが城砦であり、力丸城趾、阿内古城趾等が残されている。

参考文献

　前橋市

　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　前橋市教育委員会

　群馬県埋蔵文化財調査事業団

新井房夫編

『前橋市史　第1巻』前橋市史編さん委員会

『前田遺跡』

『前田H遺跡』

『前田皿遺跡』

『平成10年度事業概要北関東自動車道（高崎～伊勢崎）

埋蔵文化財発掘調査事業』

『火山灰考古学』古今書院

1971

1990

1990

1994

1993

一2一



垂

毒
禽‘

Fig．2　周辺遺跡図
500m 　1　：25，000

0　　　　　　500　　　　　　1000　　　　　1500

一3一



Tab．1　周辺遺跡マ覧表

番号 遺　　跡　　名 調査年度 主な時代　　　　　　　　　主　　　な　　　遺　　　構

1 前田V遺跡 H11 本遺跡

2 前田遺跡（前埋文） H3 平安時代 竪穴住居跡、溝跡、水田跡、土坑、柱穴等

3 前田遺跡（事業団） H10・11・

平安時代 住居跡、水田跡等

中　　　　世 環壕屋敷跡、掘、溝跡、井戸跡、柱穴等

近　・現代 農業用水路等

4 前田H遺跡 H3 平安時代 竪穴住居跡、土坑、柱穴等

5 前田皿遺跡 H7 平安時代 竪穴住居跡、土坑等

6 前田IV遺跡 H10 平安時代 竪穴住居跡、溝跡、水田跡、土坑、柱穴等

中　　　　世 環濠等

7 前田VI遺跡 H11 平安時代 竪穴住居跡、溝跡、水田跡、土坑、柱穴等

8 中内村前遺跡 HIO
古墳時代 竪穴住居跡、掘立柱建物、水田跡、井戸跡等

奈良・平安 住居跡、溝跡、水田跡等

中　・近世 環壕屋敷跡、掘立柱建物、溝跡、土坑等

9 中内村前H遺跡 H10 平安時代 水田跡、溝跡、土坑、柱穴等

10 西善尺司遺跡 H10・11

縄文時代 石器製作跡等

古墳時代 方形周溝墓、竪穴住居跡、水田跡、溝跡、井戸跡、土坑等

奈良・平安 竪穴住居、掘立柱建物、水田跡、溝跡等

中　・近世 館跡、掘立柱建物、井戸跡、火葬墓、溝跡、土坑等

11 西善尺司豆遺跡 H9
古墳時代 方形周溝墓、木道遺構等

平安時代 竪穴住居跡、土坑、溝跡等

中　・近世 土坑墓等

、12 西善尺司皿遺跡 HlO
弥生時代以前 溝跡、土坑、柱穴等

中　　　　世 環壕屋敷堀等

13 徳丸仲田遺跡 H10
古墳時代 竪穴住居跡、掘立柱建物跡、灌概水路、井戸跡等

平安時代 住居跡、水田跡等

中　・近世 薬研掘方形溝等

14 徳丸仲田H遺跡 H9 古墳時代 掘立柱建物跡、土坑、溝跡等

奈良・平安 竪穴住居跡、土坑、溝跡等

15 徳丸仲田皿遺跡 H10

弥生時代以前 溝跡、土坑、柱穴等

平安時代 水田跡、土坑、柱穴等

中　　　　世 館跡等

16 後閑団地遺跡 S57 古墳時代 竪穴住居跡、石榔墓、土坑、溝跡等

奈良時代 竪穴住居、井戸跡、溝跡等

17 後閑　∬遺跡 S58 平安時代 竪穴住居跡、水田跡、溝跡、土坑、井戸跡等

18 宮地中田遺跡 H7 平安時代 水田跡等

19木ノ宮遺跡

24金冠塚古墳

29後閑遺跡

34　上陽10号墳

39今井白山遺跡　40　今村城肚

20　東田遺跡　　21経塚古墳　　　　22　阿弥陀山古墳　23　文珠山古墳

25　亀塚山古墳　26　天神山古墳　　　27　坊山遺跡　　　28　八幡山古墳

30後閑大屋敷　31飯玉ノ神社古墳　32後閑環壕集落　33　山王環壕集落

35　西田II遺跡　36　西田遺跡　　　　37　野中天神遺跡　38　筑井八日市遺跡

　　　　41今村環壕遺構群
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皿　調査の経過

1　方　　法

　委託された調査箇所は、東善住宅団地の拡張造成が計画されている地域の6m道路になる部分の

約1，500㎡である。グリッドについては、4mピッチで西から東へX　O、X1、X2…と、北から南

へY　O、Y1、Y2…と付番し、グリッドの呼称は北西杭の名称を使用した。

　前田V遺跡のX20・Y33の公共座標は次のとおりである。

　第IX系　　　　　＋37718．000（X）　　　　　一62920．000（Y）

　緯度　　　　　　36020’16”5552　　　　経度　　　139。07！56”．4260

　子午線収差角　　24／55”．4　　　　　　　増大率　　0．999949

　調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で

行った。

　図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竈は1／10の

縮尺で作成した。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含

層の遺物はグリッド単位で収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2　調査経過

　本遺跡の発掘調査は、委託契約締結後10月5日より調査を開始した。まず、調査区全体にトレン

チを入れ、遺構の把握をした。その結果、住居跡、溝跡等が検出され、6日～8日にかけて重機

（バックフォー0．4㎡）を使い、全調査区の表土掘削を行った。8日から杭打ちを行い、鋤簾による

遺構確認を行った。As－B純層、As－B混土層を剥がしたところで、As－C混黒色土の平安時代の遺構

面が現れた。As－B混土層が厚く、遺構の確認に苦労をするところもあったが、住居跡約40軒、溝

跡約30条、土坑・柱穴等が約60基あることが掴めた。

　まず、As－B純層で埋まる大きいW－11号溝跡の東側から精査に取り掛かることにした。多いと

ころでは4軒の住居跡の重複があったりし、遺構の新旧関係がはっきりせず精査を始めるのに何度

も鋤簾による遺構確認を行ったり、トレンチを入れ確認しながらの精査になったりと調査の状況を

難しくしたが、効率よく調査を進めるように心がけた。また、天候にも恵まれ調査がはかどった。

11月16日にW－11号溝跡の東側の調査を終了した。

　次に、その西側の調査に取り掛かった。東側に比べると遺物の数量は少な目だったが、やはり住

居跡の重複が多く、調査期間が当初の予定より延びそうなので、作業員を6名増員した。18日には

地元の山王小学校の6年生が現場見学と発掘体験にやってきた。現場見学では出土遺物の説明をし

たり、体験では作業員と一緒に住居跡を精査したりした。特に、遺物が出土するとより興味を持っ

て取り組めていたようである。また、26日には春日中学校の2年生が職場体験学習に訪れ、発掘調

査の現場を体験した。』発掘調査の話、出土遺物の説明、住居跡の精査、溝跡の精査、図面作成を体

験した。発掘の楽しさ、たいへんさ等多くのことを吸収して帰校した。12月3日、西側の調査が終

了した。最終的に、住居跡47軒、土坑73基、柱穴3基、溝跡36条等の検出ができた。7日、ハイラ

イザーによる全体撮影をした。

　その後、20日まで現地プレハブで土器洗い、図面整理等を行った。12日には東善町・中内町自治
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会の遺跡見学及び学習会が開かれ、お年寄りからこどもまでの約35名の地元の人たちが訪れた。自

分たちの住んでいる土地の下から出た遺跡ということで興味を持って来た人が多かったようである。

15日に重機（ブルトーザー：D6）、16日に重機（バックフォー0．4㎡）を使用し、調査区の埋め戻

しを行った。21日より文化財保護課に戻り、整理作業に取り組み、3月24日までに完成させる運び

となった。

調査区 10月 11月 12月

W－11号溝跡東側 園
．● ●．● ●．●

聾露鱒．

W－11号溝跡西側 醐 1團ン蹴壊

圃表土掘削團写真撮影図面作成

㎜遺構確認圏遺構全体撮影

國遺構掘下

Fig．4　調査経過図

lV基本層序
本遺跡地内の地層の堆積は、Fig．5のとおりである。

1

3

5

6

7

8

9
10

12

13

Om

1　灰黄褐色土（10YR5／2）耕作土

2　明赤褐色土（5YR5／8）粘性無し、締まり有り。

　　φ0．5～1mmのAs－B軽石を5％含む。鉄分沈殿（班鉄）層。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m3　にぶい黄褐色土（10YR5／3）粘性無し、締まり有り。

　　φ0．5～1mmのAs－B軽石を15％含む。

4　明褐色土（7．5YR5／6）粘性無し、締まり有り。

　　φ0．5～1mmのAs－B軽石を10％含む。

5　暗褐色土（10YR3／3）粘性・締まりをやや有する。　　　1　　　　　　　　　　　　　セ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿
　　φ0．5～1mmのAs－B軽石を10％含む。As－B混土層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．5　標準土層図6　黒色土（10YR2／1）粘性・締まりをやや有する。

　　φ1～5mmのAs－C軽石を10％含む。As－C混土層

7　黒色土（10YR2／1）粘性・締まりをやや有する。φ1～5mmのAs－C軽石を2～3％含む。

8　黒褐色土（10YR3／1）粘性有り、締まりをやや有する。ロームヘの漸移層。

9　にぶい黄褐色土（10YR5／3）粘性有り、締まりをやや有する。細砂を10％含む。

10灰黄褐色粗砂（10YR6／2）粘性無し、締まりをやや有する。φ10～20mmの円礫を5％、φ10～

　20mmの浅黄榿色（10YR8／4）軽石を10％含む。褐色（7．5YR4／6）斑点がみられる。

11にぶい黄榿色細砂（10YR7／2）粘性無し、締まりをやや有する。褐色（7．5YR4／6）斑点がみ

　　られる。

12にぶい黄榿色粗砂（10YR7／2）粘性無し、締まり有り。φ5mmの円礫を30％含み、極暗赤褐

　色（5YR2／4）斑点が多くみられ硬化している。

13浅黄色シルト（5YR7／4）粘性やや有り、締まり無し。
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V　遺跡の概要

※計測値については、（　　）は現存値、［ ］は復元値を表わす。

1　竪穴住居跡
H－1号住居跡（Fig．6、PL．1）

位置　X29・30、Y41・42グリッド　主軸方向　N－86。一E　形状等　長方形と推定される。東

西3．27m、南北3．98m、壁現高22cmを測る。　面積（12．58）㎡　床面　平坦で、竈周辺が部分的に

堅緻な床面　竈　東壁より検出され、主軸方向がN－860－Wであり、全長75cm、最大幅64cm、焚

口部幅27cmを測る。石が袖と支脚の構築材として使用されている。　重複　H－2と重複し、新旧

関係はH－2→本遺構の順である。　時期　埋土や出土遺物から11世紀代と考えられる。　備考

本遺跡で唯一11世紀代と断定できる住居跡。土釜が出土した。　出土遺物　総数1，526点。そのうち

土器1点を図示した。

H－2号住居跡（Fig．6、PL．1）

位置　X29～31、Y41・42グリッド　主軸方向（N－920－E）　形状等　方形と推定される。東

西5．66m、南北3．35m、壁現高45cmを測る。　面積（16．79）㎡　床面　平坦な床面　竈　調査区外

にあると推定される。　重複　H－1とW－2と重複し、新旧関係はW－2→本遺構→H－1の順

である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀代と考えられる。　備考　輪花椀か輪花皿と考えられ

る土器を出土した。　出土遺物　総数1，382点。そのうち土器12点を図示した。

H－3号住居跡（Fig．7、PL2）

位置　X27、Y39・40グリッド　主軸方向　N－870－E　形状等　方形と推定される。東西0．50

m、南北3．13m、壁現高23cmを測る。讐面積（L73）㎡　床面　平坦で堅緻な床面　竈　東壁中央

部より検出され、主軸方向がN－940－Eであり、全長80cm、最大幅115cm、焚口部幅45cmを測る。

重複　H－22、W－5と重複し、新旧関係はH－22→本遺構、W－5→本遺構の順である。　時期

埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。　出土遺物　総数104点。そのうち土器1点を図示

した。

H－4号住居跡（Fig．8、PL2）

位置　X29・30、Y42グリッド　主軸方向　N－870－E　形状等　ゆがんだ方形と推定される。

東西3．42m、南北1．82m、壁現高20cmを測る。　面積（5．23）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な床面　竈

調査区外にあると推定される。　重複　H－2、W－1、W－3、W－4と重複し、新旧関係はW－

1→H－2→本遺構→W－4→W－3の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀後半と考え

られる。　出土遺物　総数590点。そのうち土器2点を図示した。

H－5号住居跡（Fig、7、PL3）

位置　X27・28、Y39～41グリッド　主軸方向　N－92。一E　形状等　長方形と推定される。東

西（3．82）m、南北5．19m、壁現高54cmを測る。　面積（17．03）㎡　床面　平坦な床面。貯蔵穴

（円形、規模115×55cm、深さ44cm、出土遺物15点）を検出する。　竈調査区外にあると推定され

る。　重複　H－8、D－28と重複しており、新旧関係はH－8→本遺構、D－28→本遺構の順で

ある。　時期　埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。　出土遺物　総数2，943点。そのうち
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土器17点を図示した。

H－6号住居跡（Fig．8、PL3）

位置　X27、Y41・42グリッド　主軸方向　N－91。一E　形状等　方形と推測される。東西（2．21）m、

南北3．42m、壁現高4cmを測る。　面積（5．04）㎡　床面　平坦で、部分的に堅緻な床面　竈　東

壁南寄りより検出され、主軸方向がN－94。一Eであり、全長105cm、最大幅74cm、焚口部幅50cm

を測る。　重複．H－7、D－3、D－4、W－7と重複し、新旧関係は本遺構→H－7→W－7、

本遺構→D－3・D－4の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀中頃と考えられる。　出

土遺物　総数48点。そのうち土器3点を図示した。

H－7号住居跡（Fig．8、PL．3）

位置　X26・27、Y41・42グリッド　主軸方向　N－84。一E　形状等　方形と推定される。東西

（2．08）m、南北3．80m、壁現高6cmを測る。　面積（5．04）㎡　床面　ほぼ平坦で、部分的に竈周

辺が堅緻な床面　竈　東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－92。一Eであり、全長（77）cm、

最大幅110cm、焚口部幅88cmを測る。石が支脚の構築材として使用されている。　重複　H－6、

W－7と重複し、新旧関係はH－6→本遺構→W－7の順である。　時期　埋土や出土遺物から10

世紀終末から11世紀初頭と考えられる。　出土遺物　総数19点。そのうち土器1点を図示した。

H－8号住居跡（Fig．7、PL3）

位置　X28、Y39グリッド　主軸方向　［N－780－E］　形状等　方形と推定される。東西（2。75）m、

南北（1．34）m、壁現高45cmを測る。　面積（2．69）㎡　床面　平坦な床面　竈　調査区外にある

と推定される。　重複　H－5と重複し、新旧関係は本遺構→H：一5の順である。　時期　埋土や

．出土遺物から10世紀中頃と考えられる。　出土遺物　総数161点。そのうち土器1点を図示した。

H－9号住居跡（Fig．8、PL3）

位置　X28、Y37・38グリッド　主軸方向　N－92。一E　形状等　方形と推定される。東西（2．08）m、

南北3．80m、壁現高33cmを測る。　面積（7．47）㎡　床面　平坦で堅緻な床面。D－1（楕円形と

推測される。規模100×82cm、深さ15cm、出土遺物4点）を検出する。　竈　調査区外にあると推

定される。　重複　H－44と重複し、新旧関係はH－44→本遺構の順である。　時期　埋土や出土

遺物から10世紀中頃と考えられる。　出土遺物　総数440点。そのうち土器1点を図示した。

H－10号住居跡（Fig．9、PL、3）

位置　X27・28、Y36・37グリッド　主軸方向　：N－970－E　形状等　長方形と推定される。

東西（3．06）m、南北5．23m、壁現高50cmを測る。　面積（15．58）㎡　床面　ほぼ平坦で、竈周辺

に堅緻な面が検出できる床面　竈　東壁南寄りに一部が検出され、主軸方向がN－96。一Eであり、

全長（35）cm、最大幅（94）cm、焚口部幅37cmを測る。　重複　H：一9、H－11、H－13、H：一44

と重複し、新旧関係はH－44一・H－9→本遺構→H－11、本遺構→H－13→H－11の順である。

時期　埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。　備考　竈を含めその周辺の床、壁に粘土を

層状に貼り補強している様子が窺える。　出土遺物　総数2，082点。そのうち土器15点を図示した。

H－11号住居跡（Fig．9、PL4）

位置　X27・28、Y36・37グリッド　主軸方向　N－690－E　形状等　正方形。東西3．43m、南

北3．12m、壁現高28cmを測る。　面積　9．77㎡　床面　平坦で、竈周辺に粘土が貼ってあり堅緻な
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床面。D－1（円形、規模70×67cm、深さ21cm）を検出する。　竈　東壁南隅より検出され、主軸

方向がN－103。一Eであり、全長93cm、最大幅88cm、焚口部幅40cmを測る。石が袖や支脚の構築

材として使用されている。　重複H－10、H－12、H－13と重複し、新旧関係はH－10→H－13

→本遺構、H－12→本遺構の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。

備考　住居内全面より多数の石が検出された。使われなくなった住居に石が投げ込まれたものでは

ないかと考えられる。　出土遺物　総数1，330点。そのうち土器6点を図示した。

H－12号住居跡（Fig．10、PL4）

位置　X27・28、Y35・36グリッド　主軸方向　N－88。一E　形状等　ゆがんだ方形と推定され

る。東西（1．58）m、南北4．72m、壁現高10cmを測る。　面積（6，00）㎡　床面　平坦で、竈周辺に

粘土が貼ってあり堅緻な床面　竈　東壁中央部より検出され、主軸方向がN－870－Eであり、全

長92cm、最大幅82cm、焚口部幅60cmを測る。粘土が構築材として使用されている。　重複　H－11

と重複し、新旧関係は本遺構→H－11の順である。　時期　埋土や出土遺物から9世紀前半から中

頃と考えられる。　出土遺物　総数115点。そのうち土器1点を図示した。

H－13号住居跡（Fig．10、PL．5）

位置　X28、Y35・36グリッド　主軸方向　：N－83。一E　形状等　方形と推定される。東西（1．67）m、

南北3．95m、壁現高40cmを測る。　面積（5．80）㎡　床面　平坦な床面　竈　調査区外にあると推

定される。　重複　H－10、H－15と重複し、新旧関係はH－10→本遺構、H－15→本遺構の順で

ある。　時期　埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。　出土遺物　総数273点。そのうち

土器2点を図示した。

H－14号住居跡（Fig．11、PL5）

位置　X25～27、Y32・33グリッド　主軸方向　N－88。一E　形状等　長方形と推定される。東

西（1．67）m、南北3．85m、壁現高9cmを測る。　面積（10．94）㎡　床面　平坦な床面。D－1

（円形と推定される。規模60×（48）cm、深さ23cm）を検出する。　竃　東壁南寄りより検出され、

主軸方向が：N－760－Eであり、全長100cm、最大幅70cm、焚口部幅50cmを測る。石が支脚と袖の

構築材として使用されている。　重複　W－8と重複しており、新旧関係は本遺構→W－8の順で

ある。　時期　埋土や出土遺物から10世紀終末と考えられる。　備考　床面の直上の広い範囲に焼

土、炭化物があり、焼失住居跡と思われる。付け替えられる前の古い竈が東壁中央部より検出され

た。，出土遺物　総数191点。そのうち土器8点を図示した。

H－15号住居跡（Fig．10、PL5）

位置　X28、Y35グリッド　主軸方向　［N－86。一E］　形状等　方形と推定される。東西（0。85）m、

南北（1．85）m、壁現高42cmを測る。　面積（1．26）㎡　床面　平坦な床面　竈　調査区外にある

と推定される。　重複　H－13、H－16と重複し、新旧関係は本遺構→H：一13、H－16→本遺構の

順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。　出土遺物　総数58点。そのう

ち土器2点を図示した。

H－16号住居跡（Fig．10、PL5）

位置　X28、Y34・35グリッド　主軸方向　N－940－E　形状等　方形と推定される。東西（1．18）m、

南北3．28m、壁現高35cmを測る。　面積（3．25）㎡　床面　平坦な床面　竈　調査区外にある’と推
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定される。　重複　Hl－15、D－33と重複し、本遺構→H－15、本遺構→D－33の順である。　時

期　重複関係から10世紀前半からAs－B降下の間の遺構と考えられる。　出土遺物　総数193点。

H－17号住居跡（Fig．12、PL5）

位置　X27・28、Y33～35グリッド　主軸方向　N－94。一E　形状等　ゆがんだ方形と推定され

る。東西（1．88）m、南北3．25m、壁現高16cmを測る。　面積（3．82）㎡　床面　平坦で、部分的に

堅緻な床面　竈　東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－840－Eであり、全長80cm、最大幅95

cm、焚口部幅48cmを測る。粘土が構築材として使用されている。　重複　D－42と重複し、新旧関

係は本遺構→D－42の順である。　時期　重複関係からAs－B降下以前の遺構と考えられる。　出

土遺物　総数296点。

H－18号住居跡（Fig．12、PL6）

位置　X27・28、Y32・33グリッド　主軸方向　：N’一910－E　形状等　正方形。東西2．85m、南

北2．83m、壁現高20cmを測る。　面積　7．50㎡　床面　平坦で堅緻な床面。床下土坑（楕円形、規

模130×50cm、深さ13cm）を検出する。　竈　東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－1010－E

であり、全長82cm、最大幅75cm、焚口部幅36cmを測る。石が袖と支脚の構築材として使用されてい

る。粘土も使用されている。　重複　W－9と重複し、新旧関係は本遺構→W－9の順である。時

期　埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。　出土遺物　総数643点。そのうち土器11点を

図示した。

H－19号住居跡（Fig．13、PL6）

位置　X28、Y32・33グリッド　主軸方向　：N’一94。一E　形状等　方形と推定される。東西

（227）m、南北3．28m、壁現高40cmを測る。　面積（6．11）㎡　床面　平坦で堅緻な床面。D－1

（楕円形と推定される。規模82×（45）cm、深さ33cm）を検出する。　竈　調査区外にあると推定

される。　重複　H－20と重複し、新旧関係はH－20→本遺構の順である。　時期　埋土や出土遺

物から10世紀中頃と考えられる。　出土遺物　総数483点。そのうち土器4点を図示した。

H－20号住居跡（Fig．13）

位置　X28、Y33グリッド　主軸方向　［N－870－E］　形状等　一部分の検出のため平面形状

は不明　東西（0．75）m、南北（0．57）m、壁現高28cmを測る。　面積（0．55）㎡　床面　ほぼ平坦

な床面　竈　調査区外と推定される。　重複　H－19と重複し、本遺構→H－19の順である。　時

期　重複関係から10世紀中頃以前の遺構と考えられる。　出土遺物　総数0点

H－21号住居跡（Fig．11、PL5）

位置　X26・27、Y33グリッド　主軸方向　：N’一65。一E　形状等　方形と推定される。東西

（0．90）m、南北（1．23）m、壁現高14cmを測る。　面積（0．66）㎡　床面　平坦な床面　竈　一部

分の検出であるが東壁より検出され、主軸方向がN－520－Eであり、全長（30）cm、最大幅

（50）cm、焚口部幅（22）cmを測る。　重複　なし　時期　埋土や出土遺物から10世紀前半と考え

られる。　出土遺物　総数24点。

H－22号住居跡（Fig．7、PL2）

位置　X27、Y40グリッド　主軸方向 N－90。一E　形状等　一部分の検出のため平面形状は不
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明。東西（0．19）m、南北（1．95）m、壁現高10cmを測る。　面積（0．86）㎡　床面　平坦で堅緻な

床面。竈　東壁より検出。主軸方向はN－920－Eであり、全長90cm、最大幅80cm、焚口部幅50cm

を測る。　重複　H－3、D－46と重複し、新旧関係は本遺構→H－3、本遺構→D－46の順であ

る。　時期　埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。　出土遺物　総数117点。そのうち土

器5点を図示した。

H－23号住居跡（Flg．13、PL7）

位置　X19・20、Y42グリッド　主軸方向　N－78。一E　形状等　一部分の検出のため平面形状

は不明　東西3．48m、南北（0．98）m、壁現高18cmを測る。　面積（1．87）㎡　床面　平坦な地山の

床面。P－1（円形、規模56×50cm、深さ13cm）を検出する。　竈　H－45に切られたと考えられ

る。　重複　H－45と重複し、新旧関係は本遺構→H－45の順である。　時期　埋土や出土遺物か

ら9世紀後半から終末と考えられる。　出土遺物　総数75点。そのうち土器1点を図示した。

H－24号住居跡（Fig．13、PL7）

位置　X18・19、’Y41・42グリッド　主軸方向　N－580－E　形状等　方形と推定される。東西

3．45m、南北（3．01）m、壁現高4cmを測る。　面積（5．96）㎡　床面　平坦な地山の床面　竈　調

査区外にあると推定される。　重複　なし　時期　不明　出土遺物　総数11点。

H－25号住居跡（Fig．14、PL7）

位置　X14・15、Y41・42グリッド　主軸方向　N－600－E　形状等　方形と推定される。東西

3．45m、南北（2．35）m、壁現高6cmを測る。　面積（4．59）㎡　床面　平坦で堅緻な床面　竈　東

壁南寄りより検出され、主軸方向がN－83。一Eであり、全長70cm、最大幅（68）cm、焚口部幅

（57）叩を測る。　重複　なし　時期　埋土や出土遺物から9世紀後半以降と考えられる。　出土

遺物　総数32点。そのうち土器2点を図示した。

H－26号住居跡（Fig．14、PL．7）

位置　X13・14、Y41・42グリッド　主軸方向　N－88。一E　形状等　方形と推定される。東西

2．88m、南北（1．67）m、壁現高40cmを測る。　面積（4．50）㎡　床面　平坦で堅緻な床面　竈　東

壁より検出され、主軸方向がN－810－Eであり｛全長66cm、最大幅73cm、焚口部幅47cmを測る。

重複　W－25と重複し、新旧関係は本遺構→W－25の順である。　時期　埋土や出土遺物から9世

紀代と考えられる。　出土遺物　総数55点。そのうち土器2点を図示した。

H－27号住居跡（Fig．14、PL8）

位置　X12、Y40・41グリッド　主軸方向　N－86。一E　形状等　正方形。東西3．00m、南北

3．50m、壁現高32cmを測る。　面積　9．75㎡　床面　平坦で堅緻な床面。D－1（不整形、規模101

×90cm、深さ12cm）を検出する。　竈東壁中央部から検出され、主軸方向が：N－82。一Eであり、

全長110cm、最大幅112cm、焚口部幅57cmを測る。　重複　なし　時期　埋土や出土遺物から9世紀

終末から11世紀初頭と考えられる。　備考　竈の両脇に棚があり。　出土遺物　総数116点。その

うち土器6点を図示した。

H－28号住居跡（Fig．15、PL．9）

位置　X11、Y42グリッド　主軸方向 N－88。一E　形状等　方形と推定される。東西（1．13）m、
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南北3．72m、壁現高25cmを測る。　面積（4．24）㎡　床面平坦な床面　竈東壁より検出され、

主軸方向がN－670－Eであり、全長100cm、最大幅78cm、焚口部幅48cmを測る。石が支脚の構築

材として使用されている。　重複W－27と重複し、新旧関係は本遺構→H－28の順である。　時

期　埋土や出土遺物から9世紀中頃と考えられる。　出土遺物　総数106点。そのうち土器3点を

図示した。

H－29号住居跡（Fig．15、PL7）

位置　X11・12、Y40・41グリッド　主軸方向　N－810－E　形状等　方形と推定される。東西

（2．55）m、南北3．28m、壁現高25cmを測る。　面積（7．41）㎡　床面　平坦で、部分的に堅緻な床面。

P－1（楕円形と推定される。規模50cm×（30）cm、深さ23cm）を検出する。　竈　東壁南隅より

検出され、主軸方向がN－88。一Eであり、全長110cm、最大幅112cm、焚口部幅57cmを測る。石が

袖の構築材として使用されている。　重複　なし　時期　埋土や出土遺物から10世紀後半と考えら

れる。　出土遺物　総数118点。そのうち土器3点を図示した。

H－30号住居跡（Fig．15）

位置　X11・12、Y39・40グリッド　主軸方向　N－920－E　形状等　方形と推定される。東西

（1．21）m、南北3．19m、壁現高28cmを測る。　面積（3．46）㎡　床面　平坦で部分的に堅緻な床面

竈　調査区外にあると推定される。　重複　H－47と重複し、新旧関係はH－47→本遺構の順であ

る。　時期　埋土や出土遺物から10世紀終末と考えられる。　出土遺物　総数60点。そのうち土器

1点を図示した。

H－31号住居跡（Fig．16、PL．9）

位置　X11、Y39グリッド　主軸方向　［N’一96。一E］　形状等　一部分の検出のため平面形状

は不明。東西（0．62）m、南北（2．56）m、壁現高14cmを測る。　面積（1．01）㎡　床面　平坦で堅

緻な床面　竈　東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－86。一Eであり、全長55cm、最大幅52cm、

焚口部幅30cmを測る。　重複　H－32、H－33、H：一47と重複し、新旧関係はH－47→H－32→本

遺構→｝1－33の順である。　時期　重複関係から10世紀終末の遺構と考えられる。　出土遺物　総

数0点。

H－32号住居跡（Fig．16、PL．9）

位置　X11、Y39・40グリッド　主軸方向　N－850－E　形状等　方形と推定される。東西（1．33）

m、南北3．12m、壁現高19cmを測る。　面積（2．86）㎡　床面　ほぼ平坦で堅緻な床面　竈　東壁

南寄りより検出され、主軸方向が：N’一890－Eであり、全長77cm、最大幅7cm、焚口部幅44cmを

測る。　重複　H－31、Hl－33、H－47と重複し、新旧関係はH－47→本遺構→H－31→H－33の

順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀終末と考えられる。　出土遺物　総数96点。そのう

ち土器3点を図示した。

H－33号住居跡（Fig．16、PL　lo）

位置　X11、Y38・39グリッド　主軸方向　N－820－E　形状等　ゆがんだ方形と推定される。

東西（L66）m、南北4．32m、壁現高30cmを測る。　面積（5．16）㎡　床面　平坦で堅緻な床面。貯

蔵穴（楕円形、規模（113）×100cm、深さ15cm）を検出する。　竈　東壁南寄りより検出され、主

軸方向がN－830－Eであり、全長68卿、最大幅73cm、焚口部幅45cmを測る。粘土が構築材とし

一13一



て使用されている。　重複　H－31、H－32、H－47と重複し、新旧関係はH－47→H－32→H－

31→本遺構の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀終末と考えられる。　出土遺物　総数

74点。そのうち土器1点を図示した。

H－34号住居跡（Fig．16、PL．10）

位置　X11・12、Y38・39グリッド　主軸方向　N－88。一E　形状等　方形と推定される。東西

（2．71）m、南北3．46m、壁現高13cmを測る。　面積（8．07）㎡　床面　平坦で堅緻な床面　竈　調

査区外にあると推定される。　重複　H－33と重複し、新旧関係はH－33→本遺構の順である。

時期　埋土や出土遺物から10世紀終末から11世紀初頭と考えられる。　出土遺物　総数200点。そ

のうち土器3点を図示した。

H－35号住居跡（Fig．17、PL10）

位置　X11・12、Y37・38グリッド　主軸方向　N－900－E　形状等　少しゆがんだ正方形。東

西（3．08）m、南北3．48m、壁現高12cmを測る。　面積（9．78）㎡　床面　平坦で堅緻な床面　竈

東壁南寄りより検出され、主軸方向が：N’一110。一Eであり、全長56cm、最大幅56cm、焚口部幅30

cmを測る。石が支脚の構築材として使用されている。　重複　H－36、D－66と重複し、新旧関係

はH－36→本遺構→D－66の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀終末と考えられる。

出土遺物　総数306点。そのうち土器3点を図示した。

H－36号住居跡（Fig．17、PL11）

位置　X11・12、Y36・37グリッド　主軸方向　N－79。一E　形状等　方形と推定される。東西

（1．60）m、南北（3．45）m、壁現高8cmを測る。　面積（4．15）㎡　床面　平坦で堅緻な床面　D－

1（方形と推定される。規模100cm×（95cm）、深さ8cm）を検出する。　竈　調査区外にあると推

定される。　重複　H－35と重複し、新旧関係は本遺構→H－35の順である。　時期　埋土や出土

遺物から9世紀後半と考えられる。　出土遺物　総数18点。そのうち土器2点を図示した。

H－37号住居跡（Fig．17、PL11）

位置　X11、’Y35グリッド　主軸方向　N－93。一Eと推定される。　形状　方形と推定される。

東西（1．18）m、南北（2．16）m、壁現高15cmを測る。　面積（2．38）㎡　床面　平坦で堅緻な床面

竈東壁より検出され、主軸方向がN’一950－Eであり、全長67cm、最大幅65cm、焚口部幅52cmを

測る。　重複　H－38、H－39と重複し、新旧関係は本遺構→H－38→H－39の順である。　時期

埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。　出土遺物　総数67点。そのうち土器2点を図示し

た。

H－38号住居跡（Fig．17、PL11）

位置　X11・12、Y34・35グリッド　主軸方向　N－87Q－Eと推定される。　形状等　方形と推

定される。東西（1．75）m、南北（2．33）m、壁現高6cmを測る。　面積（3．43）㎡　床面　平坦で

堅緻な床面　竈　調査区外にあると推定される。　重複　H－37、H－39と重複し、新旧関係はH－

37→本遺構→H－39の順である。　時期　重複関係から10世紀後半から終末の遺構と考えられる。

出土遺物　総数20点

H－39号住居跡（Fig．18、PL．11）
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位置　X11・12、Y34・35グリッド　主軸方向　N－88。一E　形状等　方形と推定される。東西

（3．20）m、南北3．97m、壁現高24cmを測る。　面積（12．79）㎡　床面　平坦で堅緻な床面。貯蔵穴

（円形、規模56cm×50cm、深さ31cm）とD－1（円形と推定される。規模63cm×（53）cm、深さ37cm）

を検出する。　竈東壁南隅より検出され、主軸方向が：N－93。一Eであり、全長（50）cm、最大

幅62cm、焚口部幅35cmを測る。石が支脚の構築材として使用されている。　重複新旧関係はH－

37、H－38、H－40、Hl－41、H－47と重複し、Hl－37→H－38→本遺構、H－41→本遺構、H－4

0→本遺構→H－46の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀終末と考えられる。　出土遺

物　総数728点。そのうち土器3点を図示した。

H－40号住居跡（Fig．18、PL12）

位置　X11、Y33・34グリッド　主軸方向　N－860－E　形状等　方形と推定される。東西（1．85）

m、南北［2．23］m、壁現高20cmを測る。　面積（3．82）㎡　床面　平坦で堅緻な床面　竈　東壁

より検出され、主軸方向がN－86。一Eであり、全長70cm、最大幅75cm、焚口部幅60cmを測る。石

が支脚の構築材として使用されている。　重複　H－39と重複し、新旧関係は本遺構→H－39→H－

46の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀終末と考えられる。　出土遺物　総数186点。

そのうち土器4点を図示した。

H－41号住居跡（Fig．19、PL12）

位置　X11・12、Y’33・34グリッド　主軸方向　N－82。一Eと推定される。　形状等　方形と推

定される。東西（2．78）m、南北（2．83）m、壁現高15cmを測る。　面積（4．13）㎡　床面　平坦な

堅緻な床面　竈　調査区外にあると推定される。　重複　H－39、W－29と重複し、新旧関係は本

遺構→H－39→W－29の順である。　時期　重複関係から10世紀終末以前の遺構と考えられる。

出土遺物　総数4点。

H－42号住居跡（Fig．18、PL12）

位置　X11、Y32・33グリッド　主軸方向　N－890－E　形状等　方形と推定される。東西（2．09）

m、南北2．98m、壁現高23cmを測る。　面積（6．15）㎡　床面　平坦で堅緻な床面　竈　東壁南寄

りより検出され、主軸方向がN－90。一Eであり、全長70cm、最大幅85cm、焚口部幅68cmを測る。

重複　W－29と重複し、新旧関係は本遺構→W－29の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世

紀中頃と考えられる。　出土遺物　総数155点。そのうち土器4点を図示した。

H－43号住居跡（Fig．19、PL12）

位置　X14・15、Y32・33グリッド　主軸方向　N－89。一E　形状等　方形と推定できる。東西

2．99m、南北（2．72〉m、壁現高10cmを測る。　面積（7．83）㎡　床面　平坦で堅緻な床面。貯蔵穴

（楕円形、規模48cm×40cm、深さ15cm）とD－1（円形、規模45cm×43cm、深さ26cm）を検出する。

竈　東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－920－Eであり．、全長58cm、最大幅75cm、焚口部幅

52cmを測る。　重複　なし　時期　埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。　出土遺物　総

数53点。そのうち土器2点を図示した。

H－44号住居跡（Fig．9、PL3）

位置　X28、Y37グリッド主軸方向　：N－80。一Eと推定される。　形状等一部分の検出のた

め平面形状は不明。東西（0．8与）m、南北（1．54）m、壁現高23cmを測る。　面積（1．20）㎡　床面
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平坦な床面　竈　H－9とH－10に切られ欠損　重複　H－9、H－10と重複し、新旧関係は本遺

構→H－10→H－9の順ある。　時期　埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。　出土遺物

総数54点。そのうち土器3点を図示した。

H－45号住居跡（Fig．13、PL7）

位置　X19～21、Y42グリッド　主軸方向　N－730－E　形状等　ゆがんだ方形と推定できる。

東西3．90m、南北（2．47）m、壁現高40cmを測る。　面積（6．31）㎡　床面　平坦な地山の床面　竈

東壁より検出され、主軸方向がN－79。一Eであり、全長（82）cm、最大幅（74）cm、焚口部幅

（55）cmを測る。　重複　H－23と重複し、新旧関係はH－23→本遺構の順である。　時期　埋土

や出土遺物から9世紀終末と考えられる。　出土遺物　総数96点。そのうち土器9点を図示した。

H－46号住居跡（Fig．18）

位置　X11、Y34グリッド　面積（0．17）㎡　竈　主軸方向がN－82。一Eであり、全長（40）cm、

最大幅（50）cm、焚口部幅（25）cmを測る。　重複　H－39、H－40と重複し、新旧関係はH－40

→H－39→本遺構の順である。　時期　埋土や出土遺物から10世紀中頃以降と考えられる。　備考

本遺構は竈の一部分だけの検出である。　出土遺物　総数37点。そのうち土器3点を図示した。

H－47号住居跡（Fig．19、PL．13）

位置　X11、Y39・40グリッド　主軸方向　N－90。一E　形状等　長方形と推定される。東西2．67

m、南北4．14m、壁現高34cmを測る。　面積［9．70］㎡　床面　平坦で堅緻な床面。貯蔵穴（不整

形、規模52cm×46cm、深さ46cm）とD－1（正方形、規模55cm×53cm、深さ32cm）を検出する。

竈東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－950－Eであり、全長102cm、最大幅80cm、焚口部

幅30cmを測る。石が支脚と袖の構築材として使用されている。　重複　H－30、H：一31、H－32、

D－69と重複し、新旧関係はH－30→本遺構→H－32→H－31、本遺構→D－69の順である。　時

期　埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。　出土遺物　総数502点。そのうち土器18点を

図示した。

2　溝　　跡

W－1号溝跡（Fig．20、PL14）

位置　X28～35、Y41・42グリッド　方位　東壁よりN－770－Eの方向で西へ9．72m進み、そこ

から西へ：N－900の方向で18．68m進む。　形状等　断面はU字形を呈し、上幅62～50cm、深さ28cm、

長さ（28．46）mを測る。　出土遺物　なし　時期　H－2に切られていることから、10世紀より前

に存在していた溝と推定される。

w－2号溝跡（Fig．20、PL．14）

位置　X32～35、Y41・42グリッド　方位　東壁よりIN－89。一Eの方向で西へ7．76m進み、そこ

から湾曲しながら西へN－570－Eの方向で4．79m進。　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅261

～96cm、深さ28cm、長さ（12．50）mを測る。　出土遺物　なし　時期　Hr－FP軽石が埋土のことか

ら、6世紀中頃以前に存在していた溝と推定される。

W－3号溝跡
位置　X27～29、Y37～42グリッド　方位　N－21。一W　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅84
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～34cm、深さ6cm、長さ（2L50〉mを測る。　出土遺物　総数27点　時期　土層等から土地改良前

まで存在していた新しい溝だと推定される。　備考　出土遺物については流れ込んだものと推定さ

れる。

W－4号溝跡
位置　X27～29、Y38～42グリッド　方位　：N’一280－W形状等　断面はU字形を呈し、上幅100

～24、深さ7cm、長さ（19．40）mを測る。　出土遺物　総数57点　時期　土層等から土地改良前ま

で存在していた新しい溝だと推定される。　備考　出土遺物については流れ込んだものと推定され

る。

w－5号溝跡（Fig．20、PL14）

位置　X27・28、Y39グリッド　方位　N－880－W　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅73～66

cm、深さ30cm、長さ（2．52）mを測る。　出土遺物　総数2点　時期　H－3、H－8に切られて

いることから、10世紀中頃より前に存在していた溝と推定される。

w－6号溝跡（Fig．20）

位置　X27・28、Y38グリッド　方位　N－77。一W　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅121

～95cm、深さ42cm、長さ（4．98）mを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出さ

れたことから、As－B降下以前に存在していた溝と推定される，。

W－7号溝跡（Fig．20、PL．14）

位置　X26・27、Y41・42グリッド　方位　N－25。一W　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅

121～95cm、深さ42cm、長さ（4．98）mを測る。　出土遺物　なし　時期　溝の中にAs－B混土が流

れ込んでいることから、As－B降下以前に存在していた溝と推定される。

w－8号溝跡（Fig．21、PL．14）

位置　X25・26、Y32・33グリッド　方位　N－430－E　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅

160～129cm、深さ48cm、長さ（5．65）mを測る。　出土遺物　総数372点。そのうち土器1点を図示

した。　時期　図示した須恵器の甕の破片が溝底部より出土したことから、8世紀後半から9世紀

の間に存在していた溝と推定される。

W－9号溝跡（Fig、21）

位置　X26～28、Y32・33グリッド　方位　：N’一620－E　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅

39～21cm、深さ16cm、長さ（9．22）mを測る。　出土遺物　総数101点　時期　埋土がAs－B混土で

あることから、As－B降下以前に存在していた溝と推定される。

W－10号溝跡（Fig．20、PL．14）

位置　X25・26、Y41・42グリッド　方位　N－33。一W形状等　断面は楕円形を呈し、上幅152

～127cm、深さ40cm、．長さ（4．98）mを測る。倉出土遺物　総数104点　時期　埋土がAs－B混土であ

ることから、As－B降下以前に存在していた溝と推定される。

w－11号溝跡北（Fig、20）
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位置　X15～19、Y32・33グリッド　方位　：N’一140－W　形状等

1330～1310cm、深さ88cm、長さ（4．40）mを測る。　出土遺物　なし

ていた溝と推定できる。

断面は楕円形を呈し、上幅

時期　土地改良前に存在し

w－11号溝跡南（Fig．20）

位置　X20～25、Y41・42グリッド　方位　N－40。一W　形状等

なし　時期　埋土から土地改良前に存在していた溝と推定できる。

長さ5．50mを測る。出土遺物

w－12号溝跡（Fig．12）

位置　X25・26、Y32・33グリッド　方位　N－39。、一E　形状等　断面は逆台形を呈し、上幅26

～21cm、深さ8cm、長さ（5．86）mを測る。　出土遺物　なし　時期　埋土がAs－B混土であること

から、As－B降下以前に存在していた溝と推定できる。

w－13号溝跡（Fig．21、PL．14）

位置　X24・25、Y32・33グリッド　方位　：N’一260－E

51～28cln、深さ18cm、長さ（5．01）mを測る。　出土遺物

とから、As－B降下以前に存在していた溝と推定できる。

形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅

なし　時期　埋土がAs－B混土であるこ

W－14号溝跡（Fig．21、PL．14）

位置　X24・25、Y32・33グリッド　方位　：N－50。一W　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅48

～19cm、深さ6cm、長さ（3．83）mを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出さ

れたので、As－B降下以前に存在していた溝と推定できる。

W－15号溝跡（Fig．21）　　　　　｝

位置　X22・23、Y32・33グリッド　方位　N－8。一W　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅83

～31cm、深さ17cm、長さ（4．51）mを測る。　出土遺物総数38点時期As－B混土層の下より検

出されたので、As－B降下以前に存在していた溝と推定できる。

w－16号溝跡（Fig．21）

位置　X22・23、Y32・33グリッド　方位　N－250－W　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅

85～51cm、深さ39cm、長さ（4．89）mを測る。　出土遺物　総数11点　時期　As－B混土層の下より

検出されたことから、As－B降下以前に存在していた溝と推定できる。

W－17号溝跡北

位置　X21・22、Y32・33グリッド　方位　N－17。一W　形状等　上幅377～368cm、深さ（18）

cm、長さ（4．48）mを測る。　出土遺物　なし　時期　埋土から土地改良前まで存在していた新し

い溝と考えられる。

W－17号溝跡南

位置　X25・26、Y41・42グリッド

mを測る。　出土遺物　なし　時期

方位　N－18。一W　形状等　上幅280～150cm、長さ（4．58）

埋土から土地改良前まで存在した新しい溝跡と考えられる。
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W－18号溝跡（Fig．21、PL．14）

位置　X20・21、Y32・33グリッド　方位　N－47。一W　形状等　断面は逆台形を呈し、上幅45

～24cm、深さ20cm、長さ（5．15）mを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出さ

れたため、As－B降下以前に存在した溝と推定できる。

W－19号溝跡（Fig．21）

位置　X27・28、Y35グリッド　方位　N－470－W　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅35～28

cm、深さ9cm、長さ（3．76）mを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出された

ため、As－B降下以前に存在した溝と推定できる。

W－20号溝跡（Fig．21）

位置　X25、Y42グリッド　方位　N－740－E　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅82～67cm、

深さ16cm、長さ（2．62）mを測る。　出土遺物　なし　時期　埋土がHr－FA軽石であることから、

6世紀初頭以前に存在していた溝と推定できる。

w－21号溝跡（Fig．22）

位置　X17・18、Y41・42グリッド　方位　N－370－W　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅70

～50cm、深さ20cm、長さ（5．78）mを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出さ

れたため、As－B降下以前の溝と推定できる。

w－22号溝跡（Fig．22）

位置　X17・18、Y41・42グリッド　方位　N－35。一W　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅

70～54cm、深さ26cm、長さ（5．56）mを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出

されたため、As－B降下以前の溝と推定できる。

w－23号溝跡北（Fig．23）

位置　X16～18、Y41・42グリッド　方位　N－37。一W　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅

216～186cm、深さ82cm、長さ（6．35）mを測る。　出土遺物　総数10点　時期　土地改良前まで存

在していた新しい溝と推定できる。

w－24号溝跡（Fig．22）

位置　X15・16、Y41グリッド　方位　N－63。一E　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅39～19

cm、深さ7cm、長さ（2．51）mを測る。　出土遺物　なし　時期　不明

W－25号溝跡（Fig．21）

位置　X14・15、Y41・42グリッド　方位　北壁より南へN－260－Eの方向で約3．4m進み、そこ

から東へN－690－Eの方向で約4．8m進む。　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅55～26cm、深さ

13cm、長さ（8．17）mを測る。　出土遺物　なし　時期　土地改良前まで存在していた新しい溝と

推定できる。

W－26号溝跡　欠番
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w－27号溝跡（Fig．22）

位置　X11、Y42グリッド　方位　N－21。一W　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅24～18cm、

深さ29cm、長さ（2．70）mを測る「。　出土遺物　なし　時期　土地改良前まで存在していた新しい

溝と推定できる。

w－28号溝跡（Fig．22）

位置　X11・12、Y41グリッド　方位　N－79。一E　形状等　断面はU字形を呈し、上幅38～27

cm、深さ20cm、長さ（5．30）mを測る。　出土遺物総数5点時期As－B混土層の下より検出さ

れたため、As－B降下以前の溝と推定できる。

W－29号溝跡（Fig．22）

位置　X11・12、Y32から34グリッド　方位　N－13。一W　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅

35～18cm、深さ6cm、長さ（820）mを測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下より検出

されたため、As－B降下以前の溝と推定できる。

W－30号溝跡

位置　X11・12、Y36グリッド　方位　N－850－W　形状等　断面は（U字形）を呈し、上幅50

～35cm、深さ34cm、長さ（3．43）mを測る。　出土遺物　なし　時期　土地改良前に存在していた

新しい溝と推定できる。

w－31号溝跡（Fig．22）

位置　X11・12、Y35・36グリッド　方位　N－800－W　形状等　断面は逆台形を呈し、上幅111

～95cm、深さ50cm、長さ（3．45）mを測る。　出土遺物　なし　時期　土地改良前に存在していた

新しい溝と推定できる。　　　　　｝

w－32号溝跡（Fig．22）

位置　X11・12、Y35グリッド　方位　N－84。一W　形状等　断面はU字形を呈し、上幅24～18

cm、深さ7cm、長さ（3．41）mを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出された

ため、As－B降下以前の溝と推定できる。

w－33号溝跡（Fig．33）

位置　X12、Y32・33グリッド　方位　N－21。一E　形状等　上幅41～23cm、長さ（5．96）mを

測る。　出土遺物　なし　時期　不明

Wr34号溝跡（Fig、23）

位置　X12・13、Y32・33グリッド　方位　：N－21。一E　形状等　断面は楕円形を呈し、上幅118

～76cm、深さ23cm、長さ（5．20）mを測る。　出土遺物　総数11点　時期　不明

w－35号溝跡（Fig．23）

位置　X18、Y41・42グリッド　方位　N－330－W　形状等　断面はすり鉢形を呈し、上幅30～

12cm、深さ19cm、長さ（3．42）mを測る。　出土遺物　総数8点　時期　埋土にHr－FP軽石が含ま

れることから6世紀中頃より前に存在していた溝と推定できる。　備考　埋土等からW－36とつな
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がる可能性があると考えられる。

w－36号溝跡（Fig．36）

位置　X13・14、Y33グリッド　方位　：N’一370－W　形状等　断面は逆台形を呈し、上幅54～48

cm、深さ27cm、長さ（3．10）mを測る。　出土遺物　なし　時期　埋土にHr－FP軽石が含まれるこ

とから6世紀中頃より前に存在した溝と推定できる。　備考　埋土等からW－35とつながる可能性

があると考えられる。

3　土　　坑

D－1号土坑（Fig、24）

位置　X29・30、Y41グリッド　形状等

cmを測る。　出土遺物　総数27点　時期

平面形状は楕円形を呈し、長軸45cm、短軸35cm、深さ5

出土遺物から10世紀前半と考えられる。

D－2号土坑（Fig．24）

位置　X29、Y41グリッド

る。　出土遺物　総数12点

形状等　平面形状は円形を呈し、長軸56cm、短軸56cm、深さ16cmを測

時期　出土遺物から10世紀前半と考えられる。

D－3号土坑

位置　X27、Y42グリッド　形状等

る。　出土遺物　なし　時期　不明

平面形状は菱形を呈し、長軸33cm、短軸32cm、深さ6cmを測

D－4号土坑

位置　X30・31、Y41グリッド

を測る。　出土遺物　総数7点

の土坑と考えられる。

形状等　平面形状は円形を呈し、長軸57cm、短軸50cm、深さ34cm

時期　As－B混土層の下から検出されたことから、As－B降下以前

D－5号土坑（Fig．24）

位置　X30・31、Y41グリッド　形状等　平面形状は（楕円形）を呈し、長軸69cm、短軸（29）cm、

深さ10cmを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下から検出されたことから、As－B降下

以前の土坑と考えられる。

D－6号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y42グリッド　形状等

測る。　出土遺物　総数22点　時期

平面形状は楕円形を呈し、長軸81cm、短軸55cm、深さ8cmを

不明

b－7号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y42グリッド　形状等　平面形状は（円形）を呈し、長軸27cm、短軸（21）cm、深さ

5cmを測る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－8号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y42グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸18cm、短軸14cm、深さ3cmを

測る。　出土遺物　なし　時期　不明
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D－9号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y42グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸14cm、短軸14c皿、深さ3cmを測

る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－10号土坑（Fig．24）

位置　X2魯、Y42グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸15。m、短軸10。m、深さ3。mを

測る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－11号土坑

位置　X28、Y42グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸10cm、短軸10cm、深さ4cmを測

る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－12号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y41・42グリッド　形状等　平面形状は不整形を呈し、長軸79cm、短軸44cm、深さ9

cmを測る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－13号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y41グリッド　形状等一平面形状は円形を呈し、長軸17cm、短軸15cm、深さ8cmを測

る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－14号土坑（Fig，24）

位置　X28、Y41グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸18cm、短軸17cm、深さ5cmを測

る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－15号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y41グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸18cm、短軸12cm、深さ3cmを

測る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－16号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y41グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸12cm、短軸10cm、深さ3cmを測

る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－17号土坑（Fig．24）

位置　X28、’Y41グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸12cm、短軸14cm、深さ2cmを測

る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－18号土坑（Fig．24〉

位置　X27・28、Y41グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸95cm、短軸85cm、深さ6

cmを測る。　出土遺物　総数11点　時期　不明

D－19号土坑（Fig．24）

位置　X27、Y41グリッド　形状等　平面形状は隅丸方形を呈し、長軸33cm、短軸21cm、深さ5cm
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を測る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－20号土坑（Fig．24）

位置　X27、Y41グリッド　形状等

る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－21号土坑（Fig．24）

位置　X27、Y40グリッド　形状等

る。　出土遺物　なし　時期　不明

平面形状は円形を呈し、長軸13cm、短軸13cm、深さ2cmを測

平面形状は円形を呈し、長軸13cm、短軸11cm、深さ3cmを測

D－22号土坑（Fig．24）

位置　X28・29、Y41グリッド　形状等

c血を測る。　出土遺物　総数47点　時期

前の土坑と考えられる。

D－23号土坑（Fig．24）

位置　X28、Y42グリッド　形状等

14cmを測る。　出土遺物　総数7点

以前の土坑と考えられる。

D－24号土坑

位置　X28、Y42グリッド　形状等

る。　出土遺物　なし　時期　不明

平面形状は楕円形を呈し、長軸125cm、短軸98cm、深さ26

As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以

平面形状は隅丸方形を呈し、長軸174cm、短軸（54）cm、深さ

時期　As－B混土層の下から検出されたことから、As－B降下

平面形状は円形を呈し、長軸9cm、短軸8cm、深さ4cmを測

D－25号土琉　　欠番

D－26号土坑（Fig．24）

位置　X34、Y41グリッド　形状等

16cmを測る。　出土遺物　総数18点

以前の土坑と考えられる。

平面形状は（円形）を呈し、長軸150cm、短軸（72）cm、深さ

時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下

D－27号土坑（Fig．24）

位置　X27・28、Y39グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸70cm、短軸51cm、深さ8

cmを測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下から検出されたことから、As－B降下以前の

土坑と考えられる。

D－28号土坑（Fig．24）

位置　X27、Y40グリッド　形状等　平面形状は隅丸正方形を呈し、長軸79cm、短軸（52）cm、深

さ（20）cmを測る。．出土遺物　総数98点　時期　As－B混土層の下から検出されたことから、As－

B降下以前の土坑と考えられる。

D－29号土坑（Fig．25）
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位置　X28、Y39グリッド　形状等

測る。　出土遺物　総数23点　時期

平面形状は楕円形を呈し、長軸86cm、短軸73cm、深さ15cmを

不明

D－30号土坑　　欠番

D－31号土坑（Fig．20）

位置　X28、Y38グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸114cm、短軸110cm、深さ44cmを

測る。，出土遺物　なし　時期　不明

D－32号土坑（Fig．25）

位置　X27、Y34・35グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸55cm、短軸47cm、深さ4cm

を測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土

坑と考えられる。

D－33号土坑（Fig．10）

位置　X28、Y34グリッド

る。　出土遺物　総数21点

坑と考えられる。

形状等　平面形状は菱形を呈し、長軸79cm、短軸66cm、深さ56cmを測

時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土

D－34号土坑（Fig．25）

位置　X28、Y34グリッド

る。　出土遺物　総数10点

坑と考えられる。一

形状等　平面形状は円形を呈し、長軸40cm、短軸40cm、深さ6cmを測

時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土

D－35号土坑（Fig．25）

位置　X28、Y34グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸27cm、短軸21cm、深さ7cmを

測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土坑

と考えられる。

D－36号土坑（Fig．25）

位置　X27、Y34グリッド　形状等

測る。　出土遺物　総数3点　時期

土坑と考えられる。

平面形状は楕円形を呈し、長軸39cm、短軸33cm、深さ20cmを

As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の

D－37号土坑（Fig．25）

位置　X28、Y33グリッド

る。　出土遺物　総数54点

坑と考えられる。

形状等　平面形状は円形を呈し、長軸69cm、短軸64cm、深さ68cmを測

時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土

D－38号土坑（Fig．25〉

位置　X28、Y34グリッド

る。　出土遺物　総数17点

形状等　平面形状は円形を呈し、長軸72cm、短軸65cm、深さ14cmを測

時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土
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坑と考えられる。

D－39号土坑（Fig．25）

位置　X27・28、Y33グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸87cm、短軸64cm、深さ8

cmを測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下から検出されたことから、As－B降下以前の

土坑と考えられる。

D－40号土坑　　欠番

D－41号土坑（Fig．25）

位置　X28、Y34グリッド　形状等　平面形状は不整形を呈し、長軸51cm、短軸39cm、深さ38cmを

測る。　出土遺物　総数16点　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の

土坑と考えられる。

D－42号土坑（Fig．25）

位置　X27、Y33～33グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸87cm、短軸85cm、深さ6cm

を測る。　出土遺物　総数26点　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前

の土坑と考えられる。

D－43号土坑（Fig．25）

位置　X27、Y33グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸47cm、短軸44cm、深さ8cmを測

る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土坑と

考えられる。

D－44号土坑（Fig．25）

位置　X28、Y33グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸71cm、短軸62cm、深さ18cmを測

る。　出土遺物　総数5点　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土

坑と考えられる。

D－45号土坑（Fig．25）

位置　X27、Y33グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸30cm、短軸27cm、深さ15cmを測

る。　出土遺物　総数1点　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土

坑と考えられる。

D－46号土坑（Fig．7）

位置　X27、Y40グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸109cm、短軸71cm、深さ！8cm

を測る。　出土遺物　総数5点　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前

の土坑と考えられる。

D－47号土坑（Fig．25）

位置　X27、Y32グリッド　形状等　平面形状は（楕円形）を呈し、長軸126cm、短軸90cm、深さ11

cmを測る。　出土遺物　総数2点　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以
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前の土坑と考えられる。

D－48号土坑（Rg．25）

位置　X27・28、Y32グリッド　形状等

cmを測る。　出土遺物　総数3点　時期

前の土坑と考えられる。

D－49号土坑（Fig．25）

位置　X28、Y33・34グリッド　形状等

cmを測る。　出土遺物　総数16点　時期

前の土坑と考えられる。

D－50号土坑（Fig．25）

位置　X28、Y34グリッド　形状等

測る。　出土遺物　総数4点　時期

土坑と考えられる。

D－51号土坑（Fig．25）

位置　X28、Y34グリッド　形状等

6cmを測る。　出土遺物　総数1点

以前の土坑と考えられる。

平面形状は不整形を呈し、長軸89cm、短軸82cm、深さ16

As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以

平面形状は不整形を呈し、長軸133cm、短軸58cm、深さ48

As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以

平面形状は不整形を呈し、長軸49cm、短軸40cm、深さ36cmを

As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の

平面形状は（円形）を呈し、長軸120cm、短軸・（98）cm、深さ

時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下

D－52号土坑（Fig．25）

位置　X19、Y41・42グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸95cm、短軸78cm、深さ6cm

を測る。　出土遺物　なし　時期　埋土がAs－B混土であることから、As－B降下以前の土坑と考え

られる。

D－53号土坑（Fig．25）

位置　X18、’Y41・42グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸35cm、短軸35cm、深さ4cm

を測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土

坑と考えられる。

D－54号土坑（Fig．25）

位置　X18、Y41グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸52cm、短軸38cm、深さ6cmを

測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土坑

と考えられる。

D－55号土坑

位置　X18、Y41グリッド

を測る。　出土遺物　なし

坑と考えられる。

形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸143cm、短軸76cm、深さ24cm

時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土
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D－56号土坑（Fig．25）

位置　X16・17、Y42グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸91cm、短軸76cm、深さ3

cmを測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の

土坑と考えられる。

D－57号土坑（Fig．25）

位置　X16、Y42グリッド　形状等　平面形状は不整形を呈し、長軸（68）cm、短軸60cm、P深さ8

cmを測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の

土坑と考えられる。

D－58号土坑（Fig．25）

位置　X16・17、Y42グリッド　形状等　平面形状は不整形を呈し、長軸82cm、短軸47cm、深さ9

cmを測る。　出土遺物　総数1点　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以

前の土坑と考えられる。

D－59号土坑（Fig．25）

位置　X15、Y42グリッド　形状等　平面形状は正方形を呈し、長軸71cm、短軸66cm、深さ3cmを

測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土坑

と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

D－60号土坑（Fig．21）

位置　X15、Y42グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸136cm、短軸140cm、深さ52cmを

測る。　出土遺物　総数9点　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の

土坑と考えられる。

D－61号土坑　　欠番

D－62号土坑（Fig．25）

位置　X13、Y42グリッド　形状等　平面形状は（円形）を呈し、長軸96cm、短軸（50）cm、深さ

12cmを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前

の土坑と考えられる。

D－63号土坑（Fig．26）

位置　X12、Y42グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸92cm、短軸65cm、深さ14cmを

測る。　出土遺物　総数2点　時期As－B混層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土

坑と考えられる。

D－64号土坑（Fig．26）

位置　X12・13、Y41・42グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸57cm、短軸78cm、深さ

17cmを測る。　出土遺物　総数3点　時期　As－B混層の下より検出されたことから、As－B降下以

前の土坑と考えられる。
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D－65号土坑

位置　X12、Y41グリッド　形状等

測る。　出土遺物　総数6点　時期

えられる。

平面形状は楕円形を呈し、長軸50cm、短軸21cm、深さ24cmを

埋土がAs－B混土であることから、As－B降下以前の土坑と考

D－66号土坑（Fig．17）

位置　X11、マ37グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸110cm、短軸108cm、深さ19cmを

測る。　出土遺物　なし　時期　不明

D－67号土坑（Fig．26）

位置　X11、Y33グリッド　形状等　平面形状は円形を呈し、長軸95cm、短軸93cm、深さ15cmを測

る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土坑と

考えられる。

D－68号土坑（Fig．26）

位置　X15、Y42グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸51cm、短軸44cm、深さ4cmを

測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の土坑

と考えられる。

D－69号土坑（Fig．26）

位置　X11・12、Y39グリッド　形状等

深さ17cmを測る。　出土遺物　総数2点

降下以前の土坑と考えられる。

D－70号土坑（Fig．26）

位置　X19・20、Y41グリッド　形状等

30cmを測る。　出土遺物　総数28点　時期

以前の土坑と考えられる。

平面形状は隅丸長方形を呈し、長軸145cm、短軸76cm、

時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B

平面形状は正方形を呈し、長軸142cm、短軸133cm、深さ

　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下

D－71号土坑（Fig．26、PL．15）

位置　X11・12、Y33グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸210cm、短軸（130）cm、

深さ15cmを測る。　出土遺物総数80点時期As－B混土層の下より検出されたことや出土遺物

から、As－B降下以前の土坑と考えられる。

D－72号土坑（Fig．26）

位置　X12、Y40・41グリッド　形状等

深さ42cmを測る。　出土遺物　総数6点

降下以前に存在した土坑と考えられる。

平面形状は（円形）を呈し、長軸83cm、短軸（44）cm、

時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B

D－73号土坑

位置　X16、Y32グリッド　形状等

cmを測る。　出土遺物　なし　時期

平面形状は楕円形を呈し、長軸（54）cm、短軸49cm、深さ13

As－B混土の遺構面となる土坑なので、As－B降下以降の土坑
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と考えられる。　備考　馬の骨（歯骨）が検出された。’

4　柱　　穴

P－1号柱穴（Fig．26）

位置　X32、Y41グリッド　形状等　平面形状は（円形）を呈し、長軸46cm、短軸（39〉cm、深さ

18cmを測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前

の柱穴と推定できる。　備考　1－1号井戸跡に伴うものである可能性が考えられる。

P－2号柱穴（Fig．26）

位置　X32、Y41グリッド　形状等　平面形状は楕円形を呈し、長軸48cm、短軸42cm、深さ31cmを

測る。　出土遺物　なし　時期As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の柱穴

と推定できる。　備考　1－1号井戸跡に伴うものである可能性が考えられる。

P－3号柱穴（Fig．26）

位置　X32、Y41グリッド　形状等　平面形状は長方形を呈し、長軸51cm、短軸44cm、深さ62cmを

測る。　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の下より検出されたことから、As－B降下以前の柱穴

と推定できる。　備考　1－1号井戸跡に伴うものである可能性が考えられる。

5　井戸跡
1－1号井戸跡（Fig．27、PL15）

位置　X32・33、Y41グリッド　形状等　平面形状は（方形）を呈し、長軸（155）cm、短軸（49）

cm、深さ（200）cmを測る。　出土遺物　総数218点　時期　埋土や出土遺物から9世紀終末から10

世紀前半のものと思われる。

6　落ち込み

O－1号落ち込み

位置　X32・33、Y38グリッド　形状等　平面形状は不整形　出土遺物　総数83点　時期　不明

備考　出土遺物は流れ込みによるものと思われる。

o－2号落ち込み（Fig．27）

位置　X34、Y41グリッド　形状等　平面形状は不整形　出土遺物　なし　時期　As－B混土層の

下より検出されたことから、As－B降下以前の土坑と考えられる。

7　土器溜まり
X－1号土器溜まり（Fig．27、PL．15）

位置　X33、Y41グリッド　出土遺物　総数301点。そのうち土器8点を図示した。　時期　出土

遺物から10世紀前半のものと考えられる。　備考　井戸跡に関連する可能性が考えられる。

8　グリッド等出土遺物
小破片を含め総数4，787点の遺物を出土した。そのうち、土器6点を図示した。
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w考 察

1　遺構にっいて

　現耕作土より約50cmほど掘り下げると浅間B降下（1108年）軽石混土層が検出され、その下より

遺構面が確認された。土層や出土遺物から主に9世紀から11世紀の平安時代の集落跡遺跡であると

考えられる。発掘の結果、竪穴住居跡47軒、溝跡36条、土坑73基、柱穴3基、井戸跡1基、落ち込

み跡2基が検出された。それらについては、V　遺構と遺物のところで遺構個々に説明してあり、

ここでは各種遺構について総括的に考えてみたい。隣の前田V［遺跡の調査区より検出されたAs－B

純層下の水田跡、水田よりも住居跡は高いところに構築されると考えられることから、当時の生活

面は現在の遺構面より約20cm以上高いことが予想される。本遺跡は6mの道路部分の発掘調査であ

り、考察にも限りがあることを付け加えておきたい。

（1）竪穴住居跡

　埋土や出土遺物、重複関係から、9世紀代に構築されたと考えられる住居跡が7軒、9世紀終末

から10世紀初頭と考えられる住居跡が1軒、10世紀代と考えられる住居跡が31軒、10世紀終末から

11世紀初頭と考えられる住居跡が2軒、11世紀代と考えられる住居跡が1軒、時期を限定できない

住居跡が5軒、計47軒が検出された。ここではある程度時期を限定できた住居跡について、時期ご

とに住居跡の特徴等を考察したい。

　9世紀代と考えられる住居跡は調査区の主に南西部に確認された。規模は、東西方向で一辺3m

弱から3．5mの範囲でほぼ同じ規模を呈している。また、どれも部分的な検出にとどまり、形状は

方形とは推定できるがはっきり確認できない。大きい溝跡W－11近くのH－45は礫の混じった湿っ

た砂層の地山まで掘り込んで構築されているが、貼り床がなく地山が床面となっているものであっ

た。H－25・26も同様であった。H一尊2・23・28・36は地山まで掘り込んで構築され、堅緻な貼り

床が確認された。住居跡の主軸方向はすべてほぼ真東であり、この時期、同じ方向に向かって住居

跡が建てられていることが分かる。竈については、検出された住居跡はすべて東壁に確認され、中

央から南寄りに位置する。竈の主軸方向は北北東から東の間である。内部施設としては、3軒の住

居跡から1つずつ柱穴が検出されているだけであり、それ以外の住居跡については検出されていな

い0

　10世紀代と考えられる住居跡は、この遺跡から検出された住居跡の半数以上にのぼる。規模は、

東西方向で一辺3m弱から5m強まで存在し、9世紀代よりもバラエテイーに富む。規模について

は規則性は認められない。形状については、方形とは推定できるもののはっきりと確認できない。

地山まで掘り込んで構築されているものが多い。しかし、9世紀代と違いすべての住居跡で地山の

ブロックを含んだ土によって作られた顕著な堅緻な貼り床が確認できる。湿った地山の堀り方の住

居跡では床面や壁、竈に粘土を貼ることによって、住居内を湿気から守る工夫がなされている。住

居跡の主軸方向については、H』11以外はほぼ真東の方向である。竈については、検出されたもの

はすべて東壁であり、10世紀代前半、後半に関わらず中央から南隅までに位置する。住居跡の主軸

方向において一つだけ違う方向に位置したH－11についても竈の主軸方位ははほぼ真東の方向に向

いており、他の住居跡もほぼ真東の方向を示す。構築材としては、検出されたものからは支脚石

や袖石、粘土が確認できたものが多かった。内部施設としては10軒の住居跡から貯蔵穴、柱穴、土

坑等が確認された。

　11世紀代と考える住居跡としてはH－1があり、検出された部分の規模は南北方向で10世紀代の
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大きい住居跡H：一5同じぐらいと考えられる。住居跡、竈の主軸方向についてはほぼ真東の方向で

9・10世紀代の住居跡との違いは認められない。その他についても違いは見受けられない。

　本遺跡は9世紀代から11世紀代の集落跡と考えられその前後の遺構は1つも検出することができ

ず、As－B降下以前にこの集落は消滅してしまったのか、また、その後のこの周辺の人々はどこで

どんな生活をしていたのか、疑問が残った。本調査区は狭いため、実際には調査区の周りには11世

紀以降の建物跡が存在するのかもしれない。しかし、今までの過去の遺跡調査の結果等から次のよ

うなことが分かった。律令制度による税の徴収のため新しい水田の開発が進められ、それに伴う9・

10世紀の集落が出現した。古くから存続している集落は別だが、この遺跡のような9・10世紀に作

られた集落の中には一時的には集落を形成するが、高い税の徴収等により寺社の荘園で働く小作人

や新しいところへ移住する人々が出てきて、11世紀代になると消滅する集落が出てくるようである。

（2）溝跡

　住居跡と同時期もしくはそれ以前の17条の溝について考察したい。調査区の中央を北北西から南

南東の方向に大きいW－11が流れている。底にAs－B純層、その上にAs－B混土層が多量に堆積して

おり、As－B降下以前、利用されていたことが分かる。この溝跡を挟み、両側に集落跡が存在して

いる。当時の人たちは、この溝跡又はその支流になるであろうその他の溝跡、及び後ほど考察する

井戸跡の水を生活用水として利用していたものと思われる。特に、出土遺物の多かったW－8につ

いては当時の人々の生活用水として使用されていたことが窺われる。

（3）土坑

　調査区の主に北東の隅に土坑が集中的に検出された。ここから検出された土坑は埋土をAs－B混

土とするものが多くAs－B降下以前の土坑と考えられ、中には柱穴になると予想されるものもあっ

たが、調査区の幅が約6mと狭いため、掘立柱建物を推定できず土坑のまま処理した。

（4）井戸跡

　当初はきれいな川原石で規則正しく石が積まれ構築された石組みの井戸跡であることから住居跡

の時期よりも新しいものと予想されたが、As－B混土層の下から検出されたことや井戸の埋土の中

から出土した遺物の判定から9世紀終末から10世紀前半のものであると考えられる。そうであると

すれば、この集落の住居跡と時期を同じくして存在したこととなり当時の人々の生活用水として使

用されていたこととなる。調査区周辺は低湿地であり、当時の溝の氾濫などによりきれいな生活用

水の確保が難しかったと想像され、井戸跡の構造上、個人ではなく共同でこの井戸を使用していた

ものと考えら・れる。また、この井戸跡は埋土の土層から人工的に埋められたものではなく、自然の

堆積の中で埋まっていったものと考えられる。

2　遺物にっいて
（1）はじめに

　前田V遺跡出土土器についていくつかの住居出土資料において一括性が高いと認められ、かつ器

種に偏りが無いものをとりあげ、県下における当該期の編年状況に照らし合わせ、出土土器群の位

置づけをしてみたい。ここでは住居出土資料を扱うのだが、各住居ともに甕形土器・杯形土器・椀

形土器、，（以下「形土器」を省略）の三つの器種がほぼ共伴しており他の資料との比較が容易であ

ることから取り上げた。また、本来は遺跡（周辺地域）ごとに出土資料の編年を組み立てるべきで

一31一



あるが、調査の性格上集落すべてを把握するに至らないことと、編年作業に耐えうる出土資料が少

ないと判断したため既存の編年・編年案を参考におおよその年代観をあたえるにとどめたい。

（2）出土土器の検討

　各住居出土資料の様相を既存の編年に照らし合わせると（、，10号住居→18号住居・47号住居→5号

住居→14号住居という変遷が伺える。各住居出土土器の様相を簡単に述べると、10号住居は甕が

「コ」の字状口縁前段階の特徴をもち、須恵器椀の口径（14～15cm）及び底径（7～8cm）が比較

的大きい。18号住居・47号住居は甕が「コ」の字状口縁が崩れた形態でまた、須恵器椀は底径が小

さくなる傾向にあり、78，162，163のような比較的小さな底部（5～7cm）から湾曲気味に立ち上

がり口縁部に至る形態のものと76のような高台張り付けが雑になるものが見受けられ、小型のロク

ロ整形（調整）による甕も出現する。5号住居は甕が「コ」の字状口縁が崩れた形態で煮沸形態に

羽釜形土器が加わり、須恵器杯は18，（19）のような比較的小さな底部（5cm）からやや外反気味に

たちあがり口縁部に至る口径の大きな（12～13cm）形態が見られる。14号住居は羽釜の口縁部がや

や直立気味の形態のものと須恵器杯において小形化したものが見られ、また高台の高くなったもの、

内面をミガキと黒色処理を施した椀も見受けられる。各住居出土土器は10号住居が9世紀前半、18・

47号住居が9世紀後半、5号住居が10世紀前半、14号住居が10世紀後半～11世紀前半というおおよ

その年代観が与えられよう。

（3）まとめ一若干の検討課題一

　前田V遺跡出土土器を通して若干の検討課題を述べまとめに代えてみたい。

　甕形土器について、当遺跡では典型的な「コ」の字状口縁の型式の資料が少ないのだが、10号住

居、18・47号住居といった資料に見られるように、その前後の形態は見受けられる。10号住居と18・

47号住居の甕を比べると前者は口縁部が緩やかに外反し長めであるのに対し、後者は短く外反する

口縁形態をもち、この点からも前者と後者の分類が可能である。また、口縁端部の形態も前者は内

面にわずかに肥厚するもの（51）と内外面から上方へつまみ出され外面に面（凹線状のくぼみ）を

もつもの（52）が見られるのに対し、後者は外側に面をもち一条の沈線状のくぼみが見られる（81、

156、157）（、）。「コ」の字状口縁の甕にもこの一条の沈線状のくぼみが多く見られ、この口縁端部の

形態（調整）上の属性からも18・47号住居の甕はいわゆる「コ」の字崩れの段階の甕と見ることが

出来る。なかでも47号住居の甕156，157は「コ」の字状口縁の甕の特徴である頸部と体部との境に

見られる明瞭なナデによる段差がなく、比較的器壁が厚く、形態的にも短く外反する「く」の字状

口縁の甕と分類出来る（、｝。47号住居の甕は羽釜が共伴しておらず一時期を反映している可能性があ

り、桜岡氏のCIV類甕と比較すると「コ」の字状口縁甕に形態的により近い様相を示している。そ

の次の段階として18号住居甕82、45号住居甕158などがあげられ、検討を要するが恐らく「土師器

甕」に属し、後の段階に多く見られる「土釜」とは区別すべきであろう。また、「コ」の字状口縁

甕の出現以降を見ると甕形土器にバラエティーが見られ単に「コ」の字崩れの範疇でそれが捨象さ

れ得るものではなく、系統差がここに見られる可能性がある。すなわち甕形土器の「多様化」は単

に規範の崩れだけではなく「生産体制」の変容を反映してのではなかろうか（，）。

　以上、まことに身勝手なことを書き連ねてきたが今後の検討課題としてまとめに代えさせていた

だきたい。
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図　各住居出土土器（Sニ1／10）

註

（1）本報告書において高台の付くものを「椀」、付かないものを「杯」と便宜的に分類し使用した。

〔2）当該期の編年研究は数多く存在するがここでは井上（1978）、坂口・三浦（1986）、桜岡（1987）、木津（1988）、綿貫（1988）、神谷〔！994）を参考に各器種ごとの型式変

化の方向と組成の様相を把握した。

（3）「肥厚」「つまみだし」「凹線状のくぼみ」「一条の沈線状のくぼみ」といった表現は適切ではないのだがそれらの形態を表現する用語が見あたらないためにあえて使用し

た。この口縁端部の形態は口縁部（口縁端部）における調整の過程の違いに起因するものと考えられ、検討を要することではあるが、他の資料にも多く見られ制作者個人の

「くせ」ではなく制作集団レベルの「規範」に還元しうる技法の可能性も考えられる。

〔4）桜岡氏の土師器甕CIV（桜岡1987）、神谷氏の土師器甕E－1（神谷1994〉に相当する。

（5）憶測の感を否めないが各地域ごとにおける小規模な生産体制に変化した可能性があるのではなかろうか。また、いわゆる「土釜」にはバラエティーに富むことが指摘され

ているが（三浦・黒沢1989）、土釜とされているものの中には羽釜系統のものと複数の「土師器甕」系統のものが存在しバラエティーの実体はそこにある可能性もある。
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Tab．2 土器観察表

番号 地区・層位 器種 法量 形態及び成形・調整技法 色調 備考

1
H－1、1

内

（須恵器）

（土釜）

高［12．8］

24．4

一体最26，7

体部上位に最大径をもち頸部でややすぼまり短く「く」の字に外反する。口縁端部に面
持ち凹線状にくぼむ。

・頸iヨコナデ　体i横位ナデ
　　oヨコナデ　　　o縦位ヘラケズリ

にぶい橋

5YR6／4）
酸化焔焼成

質結晶片岩有り

2
H－2、1

直
須恵器 高3．8

13．5
5．9

底部から外上方に緩やかに開く。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

褐灰

10YR4／1）

還元焔焼成
や硬質
晶片岩有り

3
H－2、2

直
須恵器

？

高［3．9］

（13．8）

一

外上方にたちあがり口縁部は外反する。ヘラ記号有り。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　o一

にぶい榿
7．5YR7／4）

酸化焔焼成
晶片岩有り

4
H－2、3
土下層

須恵器 高3．8
！3．0

5．8

体部中位にふくらみをもち緩やかに外反しながら口縁に至る。

iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ
oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

灰白

5Y7／1）
還元焔焼成

質結晶片岩有り

5
H－2、4

直
須恵器 高5．3

（13．4）

6．2

口縁部に片口を有する。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）『底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

褐灰
10YR5／1）

還元焔焼成
質

6
H－2、5

土上層
須恵器 高5．2

（14．8）

6．9

底部から穂内湾気味に立ち上がり直線的な体部を経て口縁部に至る。
・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

灰黄
2．5YR6／2）

還元焔焼成
質

7
H－2、6

土下層
須恵器 高5．1

（13。4）

5．7

底部から梢内湾気味に立ち上がり口縁部で若干外反する・
・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有〉
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

灰（5Y7／2〉 還元焔焼成
質結晶片岩有り

8
H－2、7
直

須恵器 高2．8
（13．8）

（7．1）

底部から直線的に外上方へのび口縁端部を丸くおさめる。高台は鋭角な三角形状。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ

灰白
！0YR8／1）

還元焔焼成
質

9
H－2、8
土上層

須恵器 高3，8

14．2
6．1

底部から直線的に外方へのび口縁部で梢外反する。端部は丸く厚くおさめる。
・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

灰白
7．5YR8／4〉

酸化焔焼成
質

10

H－2、9
直

灰粕 高3．1
［14．8］

6．7

底部から緩やかに内湾しながら立ち上がり口縁端部が外反する。高台は厚めの三日月高
。底部を除き内外面施粕。光が丘1号窯期？

・体iヨコナデ（ロクロ目有）→　施粕　　　　　　　　　　底iナデ
　　o（中位斜位ハケメ）→ヨコナデ（ロクロ目有）→施粕　　　oナデ

灰白
2．5Y7／1）

硬質

11

H－2、10
土上層

灰粕 高3．6
（15。4）

6．3

底部から梢内湾気味に外上方へのびる。高台は方形の断面を呈する。顕著な施粕が見ら
ない。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底　iヨコナデ
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ

灰白
2．5Y8／1）

硬質

12
H－2、11
土下層

灰粕
瓶

高［3．2］

4，7

一

頸部から外反し口縁端部にやや面を意識し丸くおさめる。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）→施紬　底i－
　　oヨコナデ（ロクロ目有）→施粕　　　o一

灰白

10YR7／1）
硬質

！3

H－2、12
土

緑紬
花椀

高一
ー底一

内面に稜を持ちまた陰刻文を施す。 オリーブ灰

10Y4／2）
硬質

面還元

14
H－3、1
直（竈内

須恵器 高4．6
（14．0）

6，1

底部から直線的に外方へのびる。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

にぶい榿
7．5YR7／4）

酸化焔焼成
質

15
H－4、1

土

須恵器 高一
ー底（6．4）

底部から内湾気味に立ち上がる。

・体iヨコナデ　底i－
　　O一　　　　　　　　　　〇一

灰白
10Y’R7／1）

還元焔焼成
質

16
H－4、2

土
須恵器 高6．0

（15．6）

7．1

底部からやや内湾気味に立ち上がり体部上位で緩やかに外反する。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　o－　　　　　　　　　　　o（ナデ）

灰白
2．5Y8／2）

酸化焔焼成
や軟質

！7

H－5、1
土下層

土師器 高4．4
（！2．3）

5．6

底部から外上方へ直線的に立ち上がり口縁部で若干内湾し丸くおさめる・

・体1ヨコナデ　　　　　　　　　　　　　　　　底iヨコナデ
　　oナデ（器面は粗い）→中位まで斜位ヘラケズリ　　oヘラケズリ

榿（5YR6／6） 硬質

18
H－5、2

直
須恵器 高3．7

（12．8）

5．1

底部からやや内湾気味に立ち上がり体部上位で緩やかに外反する。
・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

灰白
2．5Y8／2）

還元焔焼成
質

19
H－5、3
土下層

須恵器 高3．9
（13．8）

5．5

底部からやや内湾気味に立ち上がり体部上位で緩やかに外反する。
・体　iヨコナデ　　底　iナデ

　　Qヨコナデ　　　o回転糸切り未調整

褐灰
10YR6／1）

還元焔焼成
や軟質

20
H－5、4

直
土師器 高5．6

14．4
6．！

底部から内湾し立ち上がる。底部内面は面をなさず外面が高台よりやや突出する。

iヨコナデ　体iナデ　　　　　　　　　　　　　底iナデ
Oヨコナデ　　　0ナデ（器面は粗く接合痕が見られる）　　Oナデ（砂粒付着）

榿（5YR6／6） 硬質

21
H－5、5
居内D－1

須恵器 高5．2
（13．5）

7．7

体部は直線的にのび口縁部でわずかに外反する。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iナデ
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　oナデ

灰白
2．5Y7／！）

酸化焔焼成
質

22
H－5、6
直

須恵器 高5，6
（13．4）

7．3

体部下半がやや張り直線的にのび口縁部は外反する。口縁ぶに補修痕有り。
・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り来調整

褐灰

10YR5／1）
還元焔焼成

質

23
H－5、7

直
須恵器 高5．0

（13．0）

6．0

体部下半がやや張り直線的にのび口縁部でわずかに外反する。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iナデ
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　oナデ

榿（7．5YR6／6） 酸化焔焼成
質

24
H－5、8

直
須恵器 高5．0

（13．6）

6．2

体部は直線的にのび口縁部でわずかに外反する。

・体i一　　　　底i－
　　oヨコナデ　　　o一

褐灰
10Y’R6／1）

還元焔焼成
質

25
H－5、9

明

須恵器 高5．0
（！3．8）

6．4

体部は直線的にのび口縁部でわずかに外反する。
・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
　　oヨコナデ（ロクロ目有）　　o回転糸切り未調整

浅黄榿
7，5YR8／4）

酸化焔焼成
質結晶片岩有り

26
H－5、！0
土上層

須恵器 高［4、0］

［11．7］

7．2

底部から内湾気味に立ち上がる。

・体i一　底iヨコナデ（ロクロ目有〉
　　0－　　　　　　0一

黄灰
2．5Y5／1）

還元焔焼成
質

27
H－5、11
土下層

灰粕
瓶

高［5，81

ー底（5．8）

体部下半が張り頸部ですぼまる形態。体都外面施紬。推定器口10・5
iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
oヨコナデ（ロクロ目有）　　o回転糸切り未調整

灰白

10YR8／1）
硬質
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番号 地区・層位 器種 法量 形態及び成形・調整技法 色調 備考

H－5、12 灰粕 高2，7 底部から内湾気味にのび、口縁端部上面を丸くおさめ、下面がやや突出する。高台断面 黄灰 硬質

床直 皿 口！4．3 は台形状。見込み部を除く内面のみ施粕。 （2．5Y6／1）
28

底7．7 口・体iヨコナデ→施粕　底iヨコナデ
oヨコナデ　　　　　　　oヨコナデ

H－5、13 灰粕 高4．4 底部から内湾気味に立ち上がり器壁を薄くして口縁に至る。口縁端部上面を丸くおさめ 灰黄 硬質

床直 椀 口（13．4） 下面がやや突出する。高台断面は湾曲する矩形。 （2．5YR6／2） 光ケ丘1号窯式2段階？
29

底　（5．8） 口・体iヨコナデ蝉施紬　　　　　　　　　　　　底iヨコナデ→施粕 大原2号窯式1段階？

oヨコナデー施紬（下位左方向ヘラケズリ）　　oヨコナデ

H－5、14 灰紬 高6．1 底部から内湾して立ち上がる。口縁端部は内面がやや肥厚する。高台は外下方へ開く長 灰白 虎渓山1号窯式期？

埋土下層 深椀 口（18．2） めの矩形。発色の良い顕著な施粕は見られない。 （10YR7／7） 硬質
30

底（10．0） 口・体iヨコナデ　　　　　　　　　底iヨコナデ
o左方向ヘラケズリ→ヨコナデ　　　oヨコナデ

H－5、15 土師器 高［7．3］ 最大幅を体部上半に持ち口頸部は若干「コ」字状をなす。口縁端部は外方に面を持ち凹 褐灰 硬質

床直 甕 口（13，0） 線が一条めぐる。 （7．5Y’R5／2）
31

底一 口・頸iヨコナデ　　　　　　体iヨコナデ
体最（14．7） oヨコナデ→ユビオサエ　　　o斜位ヘラケズリ→横位ヘラケズリ（上半部）

H－5、！6 土師器 高［7．6］ 体部上半部に最大幅を持ち口頸部は「コ」字形が弱くなった形態で厚く口縁端部は外方 榿 硬質

床直 甕 口（17．8） に面を持ち凹線が一条めぐる。 （5YR7／8） 結晶片岩有り
32

底一 口・頸iヨコハケ→ヨコナデ　　体iヨコハケ
体最［19．0］ oユビオサエ→ヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－5、17 （須恵器） 高［7．0］ 体部は上位に最大径を持ちそこから内側に傾き口縁に至る。口縁端部は面を持ち若干く 灰白 還元焔焼成
床直 羽釜 口（19、0） ぼむ。凸帯は断面台形で上稜が角張り下稜は丸くまた最大幅を有する。 （10YR7／1） 硬質

33
底一 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底i一
体最（22．4） oヨコナデ（ロクロ目有）　　o一

H－6、1 （須恵器） 高［6，4］ 体部は上位に最大径を持ち凸帯付近で内面に大きく傾く。口縁端部で厚くなり面を持つ。 浅黄榿 酸化焔焼成
竈内 羽釜 口（23．4） 凸帯は断面が突出する三角形状を呈する。 （7．5YR8／3） 硬質

34
底一 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底i一
体最（27．8） oヨコナデ（ロクロ目有）　　o一

H－6、2 土師器 高［2．4］ 底部は湾曲気味で体部との境で屈曲して口縁に至る・ 榿 硬質
35 埋土 杯 口（13．0） 口・体iナデ→ヘラミガキ　底iナデ （5YR6／6）

底一 Qヨコナデ　　　　　　　oヘラケズリ

H－6、3 弥生
吉　＿同

外面に櫛描文を持つ。 榿 硬質
36 埋土 ロー （5YR6／6） 前野町式？

底一

H－7、1 須恵器 高6、0 底部からやや内湾しながら立ち上がり口縁端部は薄めに内側に面をやや意識する。 褐灰 還元焔焼成
37 埋土上層 椀 口（M．2） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底　iナデ （10YR6／1） 硬質

底8．7 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－8、1 須恵器 高4．5 体部下半がわずかに張り口縁部でやや外反する。 灰黄 酸化焔焼成
38 床直 椀 口（14．4） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iナデ （10YR6／2） 硬質

底8，7 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整 結晶片岩有り

H－9、1 須恵器 高4．5 体部は内外面とも底部との境が不明瞭で直線的にのび口縁部でやや外反する。 浅黄榿 酸化焔焼成
39 床直 杯 口（13．0） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR8／3） 硬質

底5．5 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－10、1 土師器 高（2．9） 底部から緩やかに屈曲し直線的にのびそのまま丸くおさめる。 灰褐 硬質
40 埋土下層 杯 口12，2 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （7．5YR5／2）

底8．0 oヨコナデ（ロクロ目有）　　o回転糸切り未調整

H－10、2 須恵器 高3．8 底部からやや内湾気味に立ち上がり、端部は丸くおさめる。 灰白 還元焔焼成
41 床直 杯 口12．5 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底1ヨコナデ（ロクロ目有） （1QYR7／1） やや硬質

底6．4 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－10、3 須恵器 高3．9 底部からほぼ直線的に外上方へのび、端部はわずかに外反し丸くおさめる。 にぶい褐 酸化焔焼成
42 不明 椀 口12．7 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （7．5YR6／3） 硬質

底3．9 oヨコナデ（ロクロ目有）　　o回転糸切り？→ナデ 結晶片岩有り

H－10、4 須恵器 高3，3 底部から外上方へ若干内湾しのび口縁部は外反する。 にぶい黄褐 還元焔焼成
43 埋土上層 皿 口13．2 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR7／2） やや軟質

底6．3 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－10、5 須恵器 高5．3 底部からやや内湾気味に立ち上がり体部中位から直線的にのび口縁部はわずかに外反す 褐灰 還元焔焼成
床直 椀 口15．4 る。高台は断面台形。底部内面中央が突出する。 （10Y’R4／！） やや硬質

44
底7．8 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－！0、6 須恵器 高5．7 底部からやや内湾気味に立ち上がり体部中位から直線的にのび口縁部はわずかに外反す 黒褐 還売焔焼成
床直 椀 口14．0 る。高台は低い矩形。底部内面中央が突出する。 （10YR3／1） 硬質

45
底7．0 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－10、7 須恵器 高5．4 底部から内湾気味に立ち上がり口縁部を外反させ端部はやや厚く丸くおさめる・高台は 褐灰 還元焔焼成
埋土下層 椀 口（13。7〉 丁寧に付けられ断面矩形。体部内面に炭素吸着か？ （10YR5／1） 軟質

46
底6．8 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶片岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－10、8 須恵器 高12．2］ 高台は断面高い矩形。 灰 還元焔焼成
47 床直 椀 ロー 口・体i一　底iナデ （5Y6／1） 硬質

底（7．5） o－　　　o回転糸切り未調整

H－10、9 須恵器 高4．6 底部から内湾気味に立ち上がり端部を丸くおさめる。高台断面台形でゆがみ大。 灰白 還元焔焼成
48 埋土下層 椀 口（13．4） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （2．5Y7／1） 硬質

底（7．4） oヨコナデ（ロクロ目有）　　o一

H－10、10 灰粕 高4．5 底部から内湾気味に立ち上がり口縁部は外方へ外反する。端部は薄めに鋭くおさめる。 灰白 硬質

床直 椀 口14．7 高台は低い角高台。底部内外面に三叉トチン痕有り。 （10YR7／1） 黒笹14号型式
49

底7．5 口・体i一（施粕）　底i一（施粕）
o一（施粕）　　o回転ヘラケズリ→ヨコナデ

H－10、11 土師器 高［8．4］ 体部下位欠損。体部上位に最大幅を持ち、頸部と体部との境が明瞭で「コ」字状を呈す にぶい赤褐 硬質

50 竈外白色粘 台付甕 口（12．8） る。端部は外側に若干面をなす。 （5YR5／4）

質土上面 底一 口・頸iヨコハケ→ヨコナデ　　体iヨコナデ
体最（16．2） oヨコナデ、ユビオサエ　　　o斜位ヘラケズリ頸部付近横位ヘラケズリ

H－10、12 土師器 高［！3．0］ 体部は丸みを有し上位に最大幅を持つ。頸部との境は不明瞭となり外反して口縁に至る。 榿 硬質
床直 甕 口（20．7） 端部は内側にわずかに肥厚する。体部の器壁は薄い・］ （5YR7／8〉

51
底一 口・頸iヨコハケ→ヨコナデ　　体iヨコハケ→ヨコナデ
体最（23．0） oヨコナデ、ユビオサエ　　　o横位ヘラケズリ
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H－10、13 土師器 高［20．0］ 体部はやや直線的で上位に最大幅を持つ。頸部との境は不明瞭で外反し、端部付近でわ 榿 硬質

52
床直 甕 口（20．0） ずかに内湾気味になる。端部は内側にやや丸く肥厚しおさめる・ （2．5Y’R6／6）

底一 口・頸iヨコナデ　　　　　　体iナデ
体最（21．9〉 oヨコナデ→ユビオサエ　　　o横位ヘラケズリ（上）→斜位ヘラケズリ（下）

H－10、14 土師器 高［20．0］ 体部は丸みを有し上位に最大幅を持つ。頸部はほぼ直立し口縁部は外上方にのびて端部 榿 硬質

53
埋土下層 甕 口（20．0）

一

はそのまま丸くおさめる。

・頸iヨコナデ　体iヨコハケ→ナデ

（5YR7／6）

体最（21．9） oヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ（上）、斜位ヘラケズリ（下）

H－10、15 土師器 高［15．6］ 体部は丸みを有し上位に最大幅を持つ。頸部はほぼ直立し口縁部は外上方にのびて厚め 榿 やや硬質
竈内 甕 口（19．8） に丸くおさめる。 （2．5YR6／8）

54
底一 口・頸iヨコナデ　体iナデ
体最（20．3） oヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ（上）、斜位ヘラケズリ（下）

H－11、！ 土師器 高［8．2］ 体部は丸みを有し上位に最大幅を持つ・頸部はほぼ直立し口縁部は外上方にのびてやや 榿 硬質

埋土上層 甕 口（20．8） 厚めに丸くおさめる。 （2．5YR6／6）
55

底一 口・頸iヨコナデ　　　　　　　体iヨコハケ→ナデ
体最一 oユビオサエ→ヨコナデ　　o横位ヘラケズリ（上〉

H－11、2 （須恵器） 高［8．0］ 体部はほぼ直線的でそのまま口縁部に至る・端部は面を有する。体部上位に把手の剥離 褐灰 酸化焔焼成

56
埋土下層 甕（土釜） 口（2L7） 痕が見られ、中央に円形刺突孔を持つ。 （！0YR4／1） 硬質

底一 口iヨコナデ　体iヨコナデ
oヨコナデ　　　o斜位ヘラケズリ→ナデ

H－11、3 （須恵器） 古同　一 体部の傾きから浅めの体部を持つものでやや丸みを有する。口縁部は屈曲する・ にぶい榿 酸化焔焼成
57 床直 甕（土釜） ロー 体iヨコナデ （10YR7／3） 硬質

底一 o斜位ヘラケズリ、口縁付近斜位ユビナデ

H－11、4 円筒埴輪 高［9．0］ 凸帯断面台形。 にぶい榿 硬質
58 床直 体iナデ （7．5YR7／3） 竈転用か？

oタテハケ→凸帯貼付

H－11、5 円筒埴輪 高［6．6］ 凸帯断面台形。 にぶい榿 硬質
59 床直 体iナデ （7．5YR7／3） 竈転用か？

oタテハケー・凸帯貼付

H－11、6 （須恵器） 高2．0 底部から上方へ短くのび端都を丸くおさめる。 椎 酸化焔焼成
60 埋土 皿 口（7，2） 口・体iヨコナデ　底iヨコナデ（ロクロ目有） （5YR7／6） 硬質

底4．2 oヨコナデ　　　o回転糸切り未調整

H－12、1 須恵器杯 高3．5 底部からほぼ直線的に外上方へのび、端部は丸くおさめる。 灰白 還元焔焼成
61 埋土下層 口（13，0） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　　　　底i一　　　　　　　。 （5Y8／1）

底（7．4） oヨコナデ（下位回転ヘラケズリ）　　o回転ヘラケズリ

H－13、1 土師器杯 高3．4 底部のヘラケズリにより体部との境が明瞭で、体部はやや内湾気味に立ち上がり端部鋭 にぶい榿 酸化焔焼成

62
埋土 口（13．3） くおさめる。 （7，5YR7／4） 硬質

底（9．0） 口・体iヨコナデ　底iナデ
oナデ　　　　　oヘラケズリ

H－！3、2 須恵器 高4．6 底部からほぼ直線的に外上方にのびる。端部は厚く丸くおさめる。 灰白 還元焔焼成
63 埋土 椀 口（14，5） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （5Y8／2〉 硬質

底（7．4） oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－14、1 （須恵器） 高［10．田 体都上位に最大径をもちやや内側に傾き口縁に至る。端部に面をもつ。凸帯は断面形三 にぶい黄榿 酸化焔焼成

64
竈内 羽釜 ロー 角形。 （10Y’R4／！） 硬質

最一 口　iヨコナデ　体iヨコナデ
底一 oヨコナデ　　　o斜位ヘラケズリ

H－！4、2 土師器 高［8，6］ 口縁部は緩やかに外反し、端部はそのまま薄くおさめる。 樵 軟質
65 住内D－1 甕 ロー 口iヨコナデ　体i一 （5Y’R6／6）

底一 oヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－14、3 （須恵器） 高5．8 体部下半がやや内湾気味にふくらみ、口縁がわずかに外反する。高台は長く外反しての 榿 酸化焔焼成
床直 椀 口（13．7） び端部は丸くおさめる。 （5YR7／6） 硬質

66
底8．1 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

oヨコナデ（ロクロ目有）　　oナデ

H－14、4 （須恵器） 高［4．7］ 体部下半から内湾して立ち上がり、口縁端部はわずかに外反し丸くおさめる。体部内面 にぶい榿 酸化焔焼成
竈内 椀 口（15．6） を黒色処理しミガキを施す。 （10YR7／3〉 やや軟質

67
底一 口・体iヨコナデ→横位ヘラミガキ（黒色処理）

oヨコナデ（ロクロ目有）

H－！4、5 （須恵器） 高8．0 底部から内湾して立ち上がり、端部は面を成しわずかに外方へつまみ出される。高台は にぶい橿 酸化焔焼成
竈内 椀 口15．0 長く外反してのび端部をそのまま丸くおさめる。 （10YR7／3） やや軟質

68
底10．1 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ（ロクロ目有）

H－14、6 （須恵器） 高3．2 体部下半がやや内湾気味にふくらみ上方へのびる。端部はそのまま丸くおさめる。 榿 酸化焔焼成
69 埋土下層 杯 口9．8 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （5YR7／6） やや軟質

底4．9 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－14、7 （須恵器） 高3．4 体部下半がやや内湾気味にふくらみ上方へのびる。端部はそのまま丸くおさめる。 檀 酸化焔焼成
70 埋土下層 杯 口10．0 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （7．5YR7／6） 硬質

底3．0 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－14、8 緑粕 高2，7 体部下半がややふくらみをもち外上方へのび端部はそのまま丸くおさめる。内面に2本 暗オリーブ 硬質（還元色）
床直 段皿 口12．4 の凹線をめぐらすことにより段を形成する。また内面及び高台端部に三叉トチン痕が認 （7．5Y4／3） 美濃、近江産？

71
底7，6 められる。高台は張り付けられ内側に段を持つ（有段輪高台）。粕に濃緑色の班（ゴマ）

が見られる。

口・体iヨコナデ（ロクロ目有）→施紬　底iヨコナデ（ロクロ目有）→施粕
oヨコナデ（ロクロ目有）→施粕　　　o回転糸切り未調整→施粕

H－15、1 土師器 高［6．8］ 頸部はほぼ直に立ち上がり口縁部で屈曲し内湾気味にのびて端部を丸くおさめる。 榿 硬質
72 埋土下層 甕 ロー 口・頸iヨコナデ　　　　　　　体iヨコナデ （2．5YR6／6）

底一 oユビオサエ→ヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－15、2 灰粕 高3．0 体部は内湾気味に外上方へのび端部は外方へつまみ出されるが丸くにぶい。高台は断面 灰白 硬質

73
埋土下層 皿 口（14．6） 三日月高台であるが丸みを帯び不明瞭。 （5Y7／1） 光ケ丘1号窯？

底7．1 口・体iヨコナデ→施粕　底iヨコナデ
oヨコナデ→施粕　　　oヨコナデ

H－18、1 須恵器 高4．0 底部からやや内湾気味に立ち上がり口縁部が若干外反する。底部内面中央が窪む。 榿 酸化焔焼成
74 埋土下層 椀 口（12．8） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （2．5YR7／6） やや軟質

底5．7 Qヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－18、2 須恵器 高4．9 底部からやや内湾気味に膨らみをもって立ち上がり外上方へ直線的にのび口縁部は若干 灰 還元焔焼成
床直 椀 口13、2 外反する。底部内面中央が窪む。高台は断面三角形で、張り付けが雑。 （N5） やや軟質

75
底7．2 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　o回転糸切り未調整
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H－18、3 須恵器 高4．9 底部からほぼ直線的に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。底部内面中央は突出。高 にぶい黄褐 酸化焔焼成

76
床直 椀 口（12，8〉 台は断面幅広の台形で歪みが見られる。 （10Y’R6／4〉 軟質

底6．2 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り
oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－18、4 須恵器 高4．9 底部から内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。高台は断面が外方へ出る矩 にぶい鐙 酸化焔焼成

77
床直 椀 口（12．8） 形で丁寧に付けられる。 （7．5YR6／4） 硬質

底5．6 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）・底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－！8、5 須恵器 高6．5 底部から内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。端部はやや厚くおさめる高 褐灰 酸化焔焼成

78
床直 椀 口（14．2） 台は断面が外方へ出る矩形で歪みが見られる。 （10YR6／1） 軟質

底6．5 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－18、6 須恵器 高［3，9〕 体部は内湾気味で口縁部でわずかに外反する。 灰黄 酸化焔焼成
79 床直 椀 口（14．2） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底i一 （2．5Y7／2） 軟質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o一 結晶変岩有り

H－18、7 灰粕 高［2，21 体部は内湾気味で口縁端部はわずかに外方へつまみ出される。 灰白 硬質
80 床直 皿 口（14．6） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）→施粕　底i一 （10Y8／1）

底一 oヨコナデ（ロクロ目有〉→施粕　　　Q一

H－18、8 土師器 高26．0 体部上位に最大幅をもつ倒卵形。頸部との境は不明瞭で、端部は外側に面を意識し一条 榿 硬質

81
床直・竈内 甕 口21．0 沈線状の窪みがめぐる。底部外面は砂粒が多く見られる。 （5YR6／6）

底4．4 口iヨコナデ　　　　　　　体1ナデ
体最22，2 oユビオサエ→ヨコナデ　　　o斜位ヘラケズリ（上半は横位に近くなる）

H－18、9 土師器 高［14．5］ 体部上位に最大幅をもち、頸部との境は不明瞭で緩やかに外反する。端部は概して丸く 櫨 硬質

82
床直・竈内 甕 口！8．0 おさめる。片口状の部分が見られる。 （2．5YR6／6） 結晶片岩有り

底一 口　iユビオサエ→ヨコナデ　体iヨコナデ 口縁部内面炭化物付着

体最21．4 oユビオサエ→ヨコナデ　　　o斜位ヘラケズリ（下）→横位ヘラケズリ（上）

83

H－18、10
直

（須恵器） 高15．0

13．9

　6．4

最！5．2

体部上位に最大幅をもち肩が張り、口縁部は短く屈曲外反する。

iヨコナデ　体iヨコナデ（ロクロ目有）
oヨコナデ　　　oヨコナデ（ロクロ目有）→斜位ヘラケズリ（下半）

にぶい榿

5YR6／4）
酸化焔焼成・硬質

晶変岩有り
クロ酸化焔焼成甕

H－18、11 須恵器 高［28．5］ 体部上位に最大幅を持つ。 褐灰 還元焔焼成
床直・竈内 甕 ロー 体iヨコナデ（→下半部縦位ナデ） （10YR6／1）

84
底一 o左上がりタタキ→ナデ（中位にハケメ）
体最（30．1）

H－19、1 土師器 高［4．7］ 口縁部は緩やかに外反し、端部外面に面を持ち沈線状の窪みが1条めぐる。 榿 硬質
85 埋土上層 甕 口（18．8） 口iハケ→ヨコナデ　体i一 （5YR7／6）

底一 oヨコナデ　　　　　　o一

H－19、2 （須恵器） 古同　一 体部上位は張りがなく直線的で口縁部は内傾する。凸帯は断面三角形。 にぶい褐 酸化焔焼成
86 埋土上層 羽釜 ロー 口iヨコナデ（ロクロ目有）　体iヨコナデ（ロクロ目有） （7．5YR6／3） 硬質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ（ロクロ目有）

H－19、3 須恵器 高［2．6］ 底部から内湾気味に立ち上がる。高台は低い矩形。 灰 還元焔焼成
87 埋土下層 椀？ ロー 体iヨコナデ（ロクロ目有）　底i一 （N4） 硬質

底（7．6） oヨコナデ（ロクロ目有）　　o一

H－19、4 土師器 長径2．6 成形時のしぼり痕が見られる。 にぶい榿 硬質
88 埋土上層 甑（把手） 短径1．9 ナデ （7．5YR6／4）

H－21、1 須恵器 つまみ径 体部は扁平で環状のつまみが付く。断面三角形・ 灰白 還元焔焼成
89 埋土 蓋 （4．8） 体iヨコナデ（ロクロ目有） （7．5Y8／1） やや軟質

o回転ヘラケズリ→ヨコナデ（ロクロ目有）

90
H－22、1
直・竈内

土師器
高［6．3］

（14．3）

二体最（！6．0）

体部上位に最大径をもち口縁は緩やかに屈曲し端部は外側にやや面をもち尖る。

iヨコナデ　体iナデ
oヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

榿（5YR7／6） やや硬質

H－22、2 土師器 高17．0 体部上位に最大径をもつ倒卵形で頸部との境に若干段を残す。口縁部は緩やかに外反し にぶい榿 硬質

91
床直・竈内 台付甕 口13．4 端部は面をもち1条沈線状の窪みがめぐる。脚はハ字状に外反する。 （5YR6／4）

底10．2 口iヨコハケ→ヨコナデ　体iヨコハケ畔ナデ　　　　　　　　脚iナデ
体最（M．2） 0ヨコナデ　　　　　　　0斜位ヘラケズリ・横位ヘラケズリ　　　Oナデ

H－22、3 （須恵器） 古同　一 口縁部は内傾する。端部は上側に面をもち厚くおさめる。凸帯は高めの台形。 灰白 還元焔焼成
92 埋土 羽釜 ロー 口iヨコナデ（ロクロ目有）　体iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR7／1） やや軟質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）　　o一

H－22、4 土師器 高［3．1］ 口縁部で段を成し短く外方へのび端部は丸くおさめる。 浅黄鐙 硬質
93 埋土 杯 口（10．7） 口iヨコナデ　体iヨコナデ （10YR8／4）

底一 oヨコナデ　　　oナデ

H－22、5 須恵器 高［3．7］ 底部から内湾気味に立ち上がる。高台は丸みをおびた三角形。 浅黄鐙 酸化焔焼成
94 床直 椀 ロー 体iヨコナデ（ロクロ目有）　体iヨコナデ（ロクロ目有）・ （10YR8／3） 軟質

底6，9 o－　　　　　　　　　　　　oヨコナデ（ロクロ目有）

H－23、1 土師器 高［2．8］ 底部から直線的に外上方へのび口縁部で稜を成して端部はそのまま丸くおさめる。 にぶい榿 硬質
95 埋土 杯 口（13，6） 体iヨコナデ　体iヨコナデ （5YR6／3）

底一 oヨコナデ　　　oユビオサエ→ナデ

H－25、1 須恵器 高4．7 底部から直線的に立ち上がり口縁部でわずかに外反し端部は厚めに丸くおさめる。 灰 酸化焔焼成
96 竈内 椀 口（13．4） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底i一 （5Y5／1） 軟質

底（7．2） oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o一 結晶変岩有り

H－25、2 須恵器 高［3．7］ やや内湾気味に外上方へ立ち上がり端部はそのまま丸くおさめる。 榿 酸化焔焼成
97 床直 椀 口（15．4） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底i一 （7．5YR7／6） 軟質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）　　o一

H－26、！ 土師器 高［6，8］ 最大幅を体部上半にもち口縁部は緩やかに外反する。端部は丸くおさめる。 榿 硬質
98 竈内 甕 口（20．6） 口・頸iヨコナデ　体iヨコハケ （5YR6／8）

底一 oヨコナデ　　　Q横位ヘラケズリ

H－26、2 須恵器 高［3，5］ 口縁部はわずかに外反し端部は丸くおさめる。 褐灰 還元焔焼成
99 埋土上層 椀 口（13．8） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底i一 （10YR6／！） 硬質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）　　07

H－27、1 土師器 高［5．7］ 頸部でやや上方に直線的にのび口縁部は緩やかに外反する。端部は外方に面をもつ。 榿 硬質

100
床直 甕 ロー 口・頸iヨコナデ　体iヨコハケ （5YR6／6）

底一 oヨコナデ　　　q（頸部ナデ→）横位ヘラケズリ

H－27、2 土師器 高4．4 底部から緩やかに内湾して立ち上がり体部中位から直線的に口縁部に至る。端部は外側 榿 硬質

101
床直 杯 口（12．1） に丸みをもち内側にわずかに肥厚する。 （5YR6／6） 結晶片岩有り

底（4．4） 口iヨコナデ　体iケズリ→ユビオサエ・ナデ　底iナデ
0ヨコナデ　　　Oヨコナデ　　　　　　　　　　0横位ヘラケズリ
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H－27、3 須恵器 高4．0 底部からやや内湾気味にのび口縁部は外反し端部は厚く丸くをさめる。底部内面中央は にぶい榿 酸化焔焼成

102
床直 杯 口12．2

6．5

なでつけにより中心が突出する。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

（7．5YR5／4） 硬質
晶片岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－27、4 須恵器 高4，6 底部からやや内湾気味に外上方にのび口縁部でわずかに外反し端部は丸くおさめる。高 灰白 還元焔焼成

103
埋土上層 椀 口（15．0）

（4．6）

台は矩形でつぶれて外方に出る。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

（2．5Y8／2） 軟質

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o一

H－27、5 須恵器 高［3．5］ 底部から内湾気味に立ち上がる。高台は三角形で歪みがあり・ 黄灰 還元焔焼成
104 埋土下層 椀 ロー 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （2，5Y6／1） やや硬質

底（6．6） oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－27、6 須恵器 高［6．4］ 口縁部は外反し端部は外方に面をもち上下につまみ出される。 灰 還元焔焼成
105 埋土 甕 口（28．8） 口iヨコナデ（ロクロ目有） （N5） 硬質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）

106

H－28、1
直

土師器 高［6．3］

（！9．9）

一

体部上位に最大径をもち口縁部は緩やかに外反する。端部は面をもち沈線がめぐる。

・頸iユビオサエ→ヨコナデ　体iヨコハケ
　　oヨコハケ帥ヨコナデ　　　　o横位ヘラケズリ

にぶい赤褐
2．5YR5／4）

硬質
綿骨針有り

07と同一個体

H－28、2 土師器 高［7．4］ 底部からやや内湾気味に外上方にのびる。 にぶい赤褐 硬質
107 竈内 甕 ロー 体iヨコハケ（中位）　ナデ（下半）　底iヘラケズリ （2．5YR5／4） 結晶片岩・海締針有

底（2．3） o縦位ヘラケズリ　　　　　　　　　　oナデ 106と同一個体

108
H－28、3

土

灰粕
頸壷

高［5．4］

コー

一

頸iヨコナデ（ロクロ目有〉→施紬
oヨコナデ（ロクロ目有）→下位に施粕

灰白

5Y7／1）

硬質

H－29、1 （須恵器） 高［6．9］ 凸帯からやや内傾し端部外側に低い凸帯めぐらせ上部に面をもつ。凸帯は低い三角形で にぶい榿 酸化焔焼成

109
竈内 羽釜 口（25．6）

一

下辺はナデ付けが弱く直下にユビオサエが連続して見られる。

iヨコナデ　　　　　　体i斜位ナデ・ユビオサエ

（2．5YR6／3） 硬質

体最（27、8） oヨコナデ→斜位ナデ　　　oナデ

H－29、2 （須恵器） 高［8．8］ 体部上位に最大幅をもち口縁部は内傾する。端部は上部に面をもち2条凹線が入り外側 にぶい赤褐 酸化焔焼成

110
埋土 羽釜 口（24．2）

一

につまみ出される。凸帯は丸みを帯びた三角形で丁寧にナデ付けられる。

iヨコナデ　体iヨコナデ

（2．5YR5／3） 硬質

体最（28，8） oヨコナデ　　　oヨコナデ

H－29、3 （須恵器） 高［10．1］ 体部上半が湾曲し上位に最大幅をもつ。端部は凸帯を外側に張り付ける形で肥厚する・ 榿 酸化焔焼成

1！1
竈内 甕（土釜） 口（212）

一

口iナデ　　　体i縦位ハケ
oヨコナデ　　　　o縦位ハケ→ナデ

（7．5YR7／6） 硬質

体最（24．6）

H－30、1 須恵器 高［2．6］ 底部内面は湾曲気味でハケ原体のアタリを放射状に残す。高台は高く端部は丸くおさめ にぶい褐 酸化焔焼成
112 埋土下層 椀 ロー る。丁寧な作り。 （7，5YR6／3） 硬質

底（7．8） 底1ハケ→ナデ　oヨコナデ

H－32、1 土師器 高［32］ 底部から湾曲気味に立ち上がる脚部欠損。椀の可能性もあり。 檀 酸化焔焼成
113 床直 台付甕 ロー 体　iハケ→ナデ　　　　体　iナデ （5YR6／6） 硬質

底一 o縦位ヘラケズリ　　　oナデ

H－32、2 須恵器 高［3．3］ 口縁部はわずかに外反し端部はあ丸くおさめる。 灰白 酸化焔焼成
114 埋土 椀 口（13．4） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底1一 （10YR8／2） やや軟質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o一 結晶片岩有り

H－32、3 （須恵器） 高［11．1］ 体部上半はほぼ直線的で口縁部はわずかに外反する。端部は丸くおさめる・ 赤褐 酸化焔焼成
115 床直 甕（土釜） ロー 口1ヨコナデ　体iナデ （2．5YR4／6） やや軟質

底一 oヨコナデ　　・　oナデ

H－32、4 （須恵器） 高［6．5］ 凸帯からやや内傾し端部外側に低い凸帯めぐらせ上部に面をもつ。凸帯は低い三角形で 榿 酸化焔焼成

116
竈内 羽釜 ロー

一

下辺はナデ付けが弱く直下にユビオサエが連続して見られる。

iヨコナデ　体i斜位ナデ・ユビオサエ

（2．5YR6／6） 硬質

oヨコナデ　　　oナデ

H－33、1 （須恵器） 高［5．1］ 体部は張りがなく口縁部は緩やかに外反する。 榿 酸化焔焼成
117 住内D－1 甕（土釜） ロー 口　iヨコナデ　体iヨコハケ→ナデ （5YR6／6） やや軟質

底一 oヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ 結晶片岩有り

H－34、1 （須恵器） 高［3，6］ 高台は器壁が薄く内湾気味に下方へのびる。若干端部が厚みをもち丸くおさめる。 明赤褐 酸化焔焼成
！18 埋土 椀 ロー 底iヨコナデ　高台iヨコナデ （2．5YR5／6） 軟質

底8．6 oヨコナデ　　　　oヨコナデ

H－34、2 土師器 高［72］ 底部は平底で上方へやや内湾しのびる。 にぶい榿 酸化焔焼成
119 埋土 甕 ロー 体iナデ（原体あたり）　底iナデ （7．5Y’R7／4） やや軟質

底6．4 oヘラケズリ　　　　　　oナデ

H－34、3 （須恵器） 高［10．8］ 口縁部はやや内傾し上部に面をもつ。断面三角形の小振りな凸帯が付く。 橿 酸化焔焼成
120 埋土 羽釜 ロー 口iヨコナデ　体iナデ （7．5YR7／6） やや軟質

底一 oヨコナデ　　　oナデ

H－35、1 （須恵器） 高［11．4］ 口縁部はやや内傾し上部に面をもつ。断面三角形の凸帯が付き下辺はナデ付けが弱い。 灰白 酸化焔焼成

121
竈内 羽釜 ロー

一

口i斜位ハケ→ヨコナデ　体i斜位ハケ→ナデ
oヨコナデ　　　　　　　　　oナデ

（10YR8／1） 硬質

H－35、2 （須恵器） 高［5．1］ 底部中央から内湾して立ち上がる。高台は外方へ長く出て端部に面をもつ。 浅黄榿 酸化焔焼成
122 竈内 椀 口（7．0） 体iヘラミガキ　　　　　　　底iヘラミガキ （10YR8／4） やや軟質

底（8．6） oヨコナデ（ロクロ目有り）　　oヨコナデ（ロクロ目有り）

H－35、3 （須恵器） 高［3．0］ 高台は中位から外反する。端部はやや面を意識し、内側に浅い凹線が入る・ にぶい黄榿 酸化焔焼成
123 埋土 椀 ロー 底1ヨコナデ（ロクロ目有り）　高台iヨコナデ（ロクロ目有り） （10Y’R7／4） 硬質

底（8．4） oヨコナデ（ロクロ目有り）　　　oヨコナデ（ロクロ目有り）

H－36、1 須恵器 高5．3 体部からやや内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。端部はわずかに厚く丸 灰黄 酸化焔焼成

124
床直 椀 口14．8

6．9

くおさめる。高台は丸みをもつ三角形でナデ付けは丁寧。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

（2，5Y6／2） やや軟質
晶片岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－36、2 土師器 高［2．9］ 脚部は外反し端部内面に折り返し状の接合痕を残す。 にぶい赤褐 酸化焔焼成
125 埋土 台付甕 ロー 脚iヨコナデ （5YR5／3） 硬質

底（8．4） oヨコナデ

H－37、1 土師器 高［3．4］ 体部中位に膨らみをもちほぼ直線的にのびる。端部は外側に面を意識し尖り気味。 にぶい澄 酸化焔焼成
126 竈内 杯 口（！L4） 口iヨコナデ　体iヨコナデ　　　　　　底iヨコナデ （5YR6／4） 硬質

底7．0 0ヨコナデ　　　Oユビオサエ・ヨコナデ　　　Oナデ（「砂底」） 結晶変岩有り

H－37、2 須恵器 高4．2 底部から直線的に立ち上がり体部中位に膨らみをもつ。口縁部はやや外反する。 にぶい黄榿 酸化焔焼成
127 竈内 杯 口（11．3） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR7／3） 硬質

底（5，9） oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

一38一



番号 地区・層位 器種 法量 形態及び成形・調整技法 色調 備考

H－39、1 （須恵器） 高［9．3］ 体部上位に最大幅をもち口縁部は緩やかに外反する。端部はそのまま丸くおさめる。 にぶい赤褐 酸化焔焼成
128 埋土 甕（土釜） 口’ 19．6） 口iヨコナデ　体iナデ （2．5YR5／4） 硬質

底一 oヨコナデ　　　o縦位ヘラケズリ

H－39、2 （須恵器） 高［22．3］ 体部は緩やかに湾曲し最大幅を上位にもつ。口縁部は短く屈曲する。 榿 酸化焔焼成

129
竃内 甕（土釜） 口（22．9〉

一

口　iヨコナデ　体上iナデ　　　　　　　　　　　体下1－
0ヨコナデ　　　　Oナデ（一部ミガキ状のナデ）　　　0縦位ヘラケズリ

（2．5Y’R6／8） 硬質

体最（27．0）

H－39、3 須恵器 高［3．0］ 底部から内湾気味に立ち上がる。高台は断面台形。 にぶい橿 酸化焔焼成
！30 床直 椀 ロー 体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （7．5YR5／4） 硬質

底（7．2） oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整 結晶片岩有り

H－40、1 須恵器 高［20．1］ 体部下位からほぼ直線的にのび上位は強く湾曲して頸部に至る。頸部の破断面は摩滅が 褐灰 還元焔焼成

13！
床直 甕 ロー

一

顕著に見られる。

iナデ（当て具痕有り）
（10YR6／1） 硬質

体最（27．8） oヨコナデ（ロクロ目有）　ナデ

H－40、2 土師器 高17．1］ 体部上位に最大幅をもち頸部は直選定に上方へ向かい口縁部は外方に屈曲する。端部は 明赤褐 酸化焔焼成

！32
竈内 甕 口（13．9）

一

内外がわずかに肥厚し丸くおさめられる。

・頸iヨコナデ　体iナデ
（2．5YR5／6） 硬質

体最（16．4） Qヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－40、3 （須恵器） 高［10．7］ 体部は直線的に立ち上がる。脚部は外方へ強く屈曲し端部に面をもつ。 にぶい榿 酸化焔焼成
133 埋土 甑 ロー 体iヨコナデ（ロクロ目有）　脚iヨコナデ（ロクロ目有） （7．5YR6／4） 硬質

底（22．9） oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

H－40、4 須恵器 高3．5 底部から体部へは緩やかに移行し稜をなさない。体部は直線的にのびる。 灰白 還元焔焼成
！34 埋土 杯 口（14，0） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR7／1） やや軟質

底（8．1） oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整 結晶片岩有り

H－42、！ 須恵器 高4．6 底部から内湾気味に立ち上がり端部はやや厚みをもち丸くおさめる。 灰白 還元焔焼成
135 床直 杯 口（13．0） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR7／！） 硬質

底（5．4） oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－42、2 須恵器 高4．5 底部から内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反し端部はやや厚みをもち丸くおさ 灰黄 酸化焔焼成

136
竈内 椀 口14．0

7．2

める。高台は低い台形で歪みがある。底部内中央突出。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

（2．5Y7／2） 軟質
晶片岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－42、3 須恵器 高4．3 底部からやや内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。端部は厚みをもち丸く にぶい榿 酸化焔焼成

！37
床直 椀 口（15．4）

（7．0）

おさめる。高台は低い台形で歪みがある。底部内中央突出。
・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

（7．5Y’R6／4） 硬質
晶片岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－42、4 須恵器 高3．4 底部から内湾気味に立ち上がる。高台は断面矩形で丁寧なナデ付け。 灰黄褐 酸化焔焼成
138 埋土下層 椀 口（10．2） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR6／2） 硬質

底7．0 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整 結晶片岩有り

H－43、！ （須恵器） 高［6．3］ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ縁部は内側に屈曲し端部は内外にやや肥厚し窪む面をもつ。凸帯は低い台形状でナデ 榿 酸化焔焼成

139
埋土下層 羽釜 口（23．3）

一

付けが丁寧。

iヨコナデ（ロクロ目有）　体i一

（2．5YR6／8） 硬質
晶片岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　o一

H－43、2 （須恵器） 高［8．3］ 口縁部で若干内側に傾き、端部はそのまま丸くおさめる。凸帯は丸みをもち厚い三角形。 にぶい燈 酸化焔焼成

140
床直 羽釜 口（24．6）

一

器壁も全体的に厚め。

iヨコナデ　体iナデ
（5Y’R6／4） やや軟質

oヨコナデ　　　o縦位ヘラケズリ

H－44、1 土師器 高［7．8］ 体部は内湾して立ち上がる。底部内面は中心が窪みユビオサエが見られる。 榿 酸化焔焼成
141 埋土 台付甕 ロー 体iナデ　　　　　　　底iナデ・ユビオサエ （5YR6／6） 硬質

底一 o斜、縦位ヘラケズリ　　　oナデ

H－44、2 須恵器 高5．！ 底部から体部中位まで緩やかに内湾し口縁部はわずかに外反する。端部はそのまま丸く 灰黄 還元焔焼成

142
埋土 椀 口（12．6）

（5．6）

おさめる。高台は台形で歪みをもつ。底内面中央が突出する。
・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

（2．5Y6／2） 軟質
晶片岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－44、3 須恵器 高4．8 体部中位で若干張りをもち口縁部はわずかに外反し端部は丸くおさめる。高台は低い台 にぶい黄榿 酸化焔焼成

143
埋土 椀 口（13．5）

（5．9）

形で歪みをもつ。底部内面中央が突出する。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

（10Y’R7／3） やや軟質
晶片岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　o回転糸切り未調整

H－45、1 土師器 高［4．8］ 頸部は内側に傾き口縁部との境が不明瞭となり緩やかに外反する。端部はやや面をもち 榿 硬質

144
埋土下層 甕 口（12．3）

一

また一条の沈線（擦痕）が部分的にみられる。

・頸iヨコハケ→ヨコナデ　　体i横位ナデ
（5YR6／6）

oユビオサエ→ヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－45、2 土師器 高［8．0］ 体部上半はやや湾曲気味で頸部は上方にのび口縁部は緩やかに外反する。端部外面に凹 榿 硬質

145
埋土下層 甕 口（15．1）

一

線がめぐり丸くおさめる。

・頸iヨコハケ→ヨコナデ　　体iヨコハケ→ナデ

（5YR6／6）

oユビオサエ→ヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－45、3 土師器 高［5．5］ 頸部と体部の境はほとんどなくなり体部から緩やかに外反して口縁部に至る。端部は外 榿 硬質

146
埋土 甕 口（19，3）

一

側に面をもち凹線をめぐらせる5
・頸iヨコハケ→ヨコナデ　体iヨコハケ

（2．5YR6／6） 結晶変岩有り

oヨコナデ　　　　　　　oナデ→横位ヘラケズリ

H－45、4 土師器 高［1L2］ 底部の境は稜をなしやや湾曲気味に立ち上がる・ にぶい赤褐 硬質
147 竈内 甕 ロー 体iナデ　　　　　　　　底1一 （5YR5／4）

底（4．2） o縦・斜位ヘラケズリ　　　oヘラケズリ

H－45、5 土師器 高［5．6］ 頸部下に凹線状のナデをめぐらせ体部との境を強調させる。頸部はやや内傾してのび緩 榿 やや軟質

148
埋土上層 甕 ロー

一

やかに外反する。端部は尖り気味。

・頸iヨコナデ　体iナデ
（5YR6／6） 結晶変岩有り

oヨコナデ　　　oヘラケズリ

H－45、6 須恵器 高［2．8］ 底部から内湾気味に立ち上がる。高台は丸みをおびた台形状。 にぶい榿 酸化焔焼成
149 床直 椀 ロー 体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （7．5YR7／4） 軟質

底（7．8） oヨコナデ（ロクロ目有）　　o回転糸切り未調整 結晶変岩有り

H－45、7 須恵器 高3。9 底部から内湾して立ち上がり中位から緩やかに外反する。端部は丸くおさめられ、内側 灰黄褐 還元焔焼成

150
竈内 杯 口．（12．0）

（6．1）

に若干肥厚する。底部内面中央がへこむ。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）

（10Y’R6／2） 硬質
晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－45、8 須恵器 高3，9 底部からほぼ直線的に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。端部はそのまま丸くおさ 灰白 還元焔焼成

151
埋土上層 杯 口（！3．0）

5，7

める。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底1一

（2．5Y7／1） 軟質

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

一39一



番号 地区・層位 器種 法量 形態及び成形・調整技法 色調 備考

H－45、9 灰粕 高［2．1］ 体部はやや内湾気味に立ち上がる。高台は三日月高台。 灰白 硬質
152 埋土上層 皿 ロー 体iヨコナデ（ロクロ目有）→施粕　底iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR8／1）

底7．1 oヨコナデ（ロクロ目有）→施粕　　　o回転ヘラケズリ？→（ロクロ目有〉

H－46、1 （須恵器） 高［3．5］ 体部上半が張り口縁部は短く屈曲する。端部はそのまま丸くおさめる。 穫 酸化焔焼成
153 竈内 甕 口（13．5） 口　iヨコナデ（ロクロ目有）　体iヨコナデ（ロクロ目有） （5YR6／6） 硬質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

H－46、2 土師器 高［8．2］ 体部上半が湾曲し頸部を若干意識して緩やかに外反する。 にぶい榿 硬質
154 竈内 甕 口U8．0） 口・頸　iヨコナデ　　　　　　　体iナデ （5YR6／4） 結晶変岩有セ）

底一 oユビオサエ・ヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－46、3 土師器 高［10．3］ 体部上位でやや内側に傾き口縁部は緩やかに外反する。端部はやや尖り気味。 榿 やや軟質
155 竈内 甕 口（13．5） 口　iヨコハケ→ヨコナデ　体iヨコハケ→ナデ （2．5YR6／6）

底一 oヨコハケ→ヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－47、1 土師器 高26．5 体部最大幅が上位にくる倒卵形。口縁部は体部との境が不明瞭となり緩やかに外反し端 灰褐 硬質
床直 甕 口（20．2） 部は外側に面をもち凹線状のくぼみが所々見られる。 （7．5YR4／2）

156
住内D－1 底（4，2） 口・頸iヨコナデ　体iナデ（原体アタリ有）→ナデ

体最（21．6） oヨコナデ　　　o横位・斜位ヘラケズリ

H－47、2 土師器 高［25．9］ 体部最大幅が上位にくる倒卵形。口縁部は体部との境が不明瞭となり緩やかに外反し端 にぶい榿 硬質
床直 甕 口（20．3） 部は外面に若干面を意識し凹線状の窪みが所々に見られる。 （5YR6／3）

157
埋土下層 底（5．0） 口・頸iヨコハケ→ヨコナデ　　体iヨコハケ→ナデ

体最（2L8） oヨコナデ・ユビオサエ　　　o横位・斜位ヘラケズリ

H－47、3 土師器 高［10．1］ 体部最大幅が上位にあり強く湾曲する。口縁部は緩やかに外反する。端部は面をなさず 灰褐 硬質

床直 甕 口（20．2） やや丸くおさめる。 （5YR5／2）
158

埋土下層 底一 口・頸iヨコナデ　　　　　　　体iナデ
体最（21．3） oユビオサエ→ヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

H－47、4 土師器 高［6．9］ 体部上半は湾曲してすぼまり口縁部で緩く屈曲してほぼ直立する。端部は丸くおさめら 黒褐 硬質

159
竈内 甕 口（15．7） れる。 （5YR3／1） 結晶変岩有り

底一 口iヨコナデ　体iナデ
oヨコナデ　　　o縦位ヘラケズリ→横位ヘラケズリ

H－47、5 （須恵器） 高16．8 体部最大幅が上位にくる倒卵形。口縁部は短く外方へ屈曲する。 褐 酸化焔焼成

160
床直 甕（土釜） 口14．3 口iヨコナデ（ロクロ目有）体iヨコナデ（ロクロ目有）底iヨコナデ（ロクロ目有） （7，5YR4／3） 硬質

底6．3 0ヨコナデ（ロクロ目有）　　0ヨコナデ（ロクロ目有）　　O一
体最15．8 （体部o下位に横位ヘラケズリ状擦痕有り）

H－47、6 須恵器 高3．9 底部から内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。端部は丸くおさめられる。 灰白 還元焔焼成
竈内・床直 杯 口12．！ 底部内面は湾曲している。 （N8） 軟質

161
底6，4 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 内面黒班有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－47、7 須恵器 高4．9 底部から内湾気味に立ち上がり、上半はほぼ直線的にのび端部を丸くおさめる。高台は 灰白 還元焔焼成
竈内 椀 口12．8 台形。底部内面にわずかな平坦面をもち口縁部まで湾曲する。 （2．5Y7／8） やや軟質

162
底5．7 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－47、8 須恵、器 高5，2 体部中位に膨らみをもち口縁部はわずかに外反する・端部は丸くおさめる。高台は台形 明赤褐 酸化焔焼成
竈内 椀 口（13．2） で歪みがある。 （2．5YR5／6） 硬質

163
底6．7 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底1ヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

oナデ　　　　　　　　　　　　o回転糸切り未調整

H－47、9 須恵器 高4．8 体部は直線的にのび口縁部は若干器壁を厚くしやや外反する。端部は丸くおさめる。 灰黄褐 還元焔焼成
164 埋土下層 椀 口（14，4） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底i一 （10Y’R5／2） やや軟質

底（6．8） oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－47、10 須恵器 高5．7 体部は中位まで内湾気味に立ち上がり口縁部は緩やかに外反気味にのびる。端部はその 灰黄褐 酸化焔焼成

165
埋土下層 椀 口（13．6） まま丸くおさめる。高台は外方へ突出する断面矩形。 （10YR5／2） 硬質

底6．9 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有）
oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－47、11 須恵器 高4，4 底部からやや内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する高台は歪みがなく断面丸 灰白 還元焔焼成
竈内・床直 椀 口！3．4 みをもつ台形。底部内面は中央が突出する。 （2．5Y’8／2） やや軟質

166
底6．7 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

H－47、12 須恵器 高5．0 底部からほぼ直線的に外上方にのび口縁部はわずかに外反する。高台は台形状。 黒 還元焔焼成
167 竈内 椀 口（12、2） 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （2．5Y2／！） 硬質

底6．5 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整 結晶変岩有り

H－47、！3 （須恵器） 高2．8 くびれ部は上方へ湾曲しながら立ち上がりそのまま丸くおさめる。皿部は外反気味に外 浅黄榿 酸化焔焼成
埋土下層 耳皿 長8．9 上方にのび端部は丸くおさめる。 （7．5YR8／4） やや軟質

168
短6．2 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　　　　底iヨコナデ（ロクロ目有） 結晶変岩有り
底4．8 oヨコナデ（ロクロ目有）　ナデ　　　o回転糸切り未調整

H－47、14 灰粕 高［16．9］ 底部から若干湾曲気味に立ち上がり肩部が張る。高台は内側に段を有し外方へ丸く突出 灰白 硬質
床直 長頸壷 頸（6．1） する。 （N7／1）

169 底9．0 体iヨコナデ（ロクロ目有）　　　　　　底iヨコナデ（ロクロ目有）→施粕
o上半ヨコナデ（ロクロ目有）→施粕　　　oヨコナデ（ロクロ目有）
下半回転ヘラケズリ吟施紬

H－47、15 須恵器 高28。5 体部上位に最大径をもち肩部がやや張り頸部へとすぼまる。口縁部は外反し端部外側に 褐灰 還元焔焼成

170
住内D－1 長頸壺 口15．3 面をもつ。端面には段を有し上下につまみ出される。 （10YR5／1〉 硬質

底11．3 口iヨコナデ（ロクロ目有）　体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iナデ 結晶変岩有り

体最19．6 0ヨコナデ（ロクロ目有）　　0ナデ　　　　　　　　　　　Oヨコナデ

H－47、16 須恵器 高［31，8］ 体部最大幅を上位にもちそこまで底部からほぼ直線的にのびる。 灰 還元焔焼成
171 竈内 甕 底（15．9） 体上iユビオサエ・ヨコハケ→ナデ　体下iユビオサエ・ナデ （N5） 硬質

住内D－1 体最（26．0） oナデ　　　　　　　　　　　　　　oナデ（底部付近横位ヘラケズリ） 結晶変岩有り

H－47、17 須恵器 高［10．7］ 底部から外方に直線的に立ち上がる。 赤榿 酸化焔焼成
172 埋土下層 甕 ロー 体iナデ　　　　　　　　　　　　　　底　i一 （10R6／8） 軟質

底（！6．6） Oナデ（底部付近横位ヘラケズリ）　　0一

H－47、18 須恵器 高［14．5］ 体部上半は湾曲し口縁部は緩やかに外反する。端部はそのまま丸くおさめられる・ にぶい黄榿 酸化焔焼成
173 住内D－1 甕 口19．2 口　iヨコナデ（ロクロ目有）　体iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR6／3） やや軟質

底一 oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ（ロクロ目有）

W－8、1 土師器 高3．3 底部からそのまま湾曲して口縁部に至る。端部はやや尖り気味におさめる。 榿 硬質
174 杯 口（12，4） 口　1一　　　　　　｛本　i一　　　　　　　　　　　　　　底　i一 （5YR6／6）

底一 Oヨコナデ　　　Oナデ・横位ヘラケズリ　　　0ヘラケズリ

W－8、2 土師器 高［8．！］ 体部上位がやや張り口縁部は緩やかに外反する。 榿 硬質
175 甕 口（20．8） 口iヨコナデ　体iナデ （2．5YR6／6）

底一 oヨコナデ　　　o横位ヘラケズリ

一40一



番号 地区・層位 器種 法量 形態及び成形・調整技法 色調 備考

W－8、3 須恵器 高（69．8） 体部最大径が上位にあり肩部がやや張る。口縁部は外反し端部は面をもち上下に肥厚さ 灰 還元焔焼成

176
甕 口47．0

一

せる。

　iヨコナデ　体iナデ（中位当て具痕）　底部　iナデ

（7．5Y5／1） 硬質

Oヨコナデ　　　　0ナデ　　　　　　　　　　　　　0ナデ

D－1、1 土師器 高4．1 底部からほぼ直線的に立ち上がり口縁部に張りをもち端部は尖り気味におさめる。 にぶい赤褐 硬質
177 埋土 杯 口11．4 口iヨコナデ　体iヨコナデ底部　　　　　　　　　　　　iヨコナデ （5YR5／4）

底5．7 Oヨコナデ　　　0上ユビオサエ・ナデ　下横位ヘラケズリ　0ナデ「型肌」

D－2、1 （須恵器） 高6，1 底部からやや内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。高台は台形。 浅黄 酸化焔焼成
178 埋土 椀 口14．2 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （2．5Y7／3） やや軟質

底5，8 oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ

D－71、1 須恵器 高［3．2］ 底部内面は平坦。高台は「ハ」字状に外反しながらのび丸くおさめる。 浅黄 酸化焔焼成
179 埋土 椀 ロー 底iナデ （7，5YR8／6） やや軟質

底9．1 oヨコナデ

D－71、2 （須恵器） 高［14．8］ 体部上位はほとんど張らず頸部が若干くびれ口縁部はわずかに外反する。端部に面をも にぶい褐 酸化焔焼成

180
床直 甕（土釜） ロー

一

つ。補修痕と思われる粘土貼り付けが見られその部分で割れたかたちとなる。

iヨコナデ　体iナデ
（7．5YR6／3） 硬質

81と同一個体
Oヨコナデ　　　0（ナデ・ヘラケズリ）　補修後ヘラミガキ状擦痕

D－71、3 （須恵器） 高［10，3］ 体部上位はほとんど張らず頸部が若干くびれ口縁部はわずかに外反する。端部に面をも にぶい褐 酸化焔焼成

181
床直 甕（土釜） ロー

一

つ。補修痕と思われる粘土貼り付けが見られる。

iヨコナデ　体iナデ
（7，5YR6／3） 硬質

次被熱有り

oヨコナデ　　　o縦位ヘラケズリ・補修後ヘラミガキ状擦痕 180と同一個体

1－1．1 土師器 高［3．5］ 体部は湾曲しながら立ち上がり口縁部下で段をもち端部はそのまま丸くおさめる。 灰白 酸化焔焼成
182 8層 杯 口（12．4） 口iヨコナデ　体iヨコナデ　底iヨコナデ （7．5YR8／2） やや軟質

底一 oヨコナデ　　　Qナデ　　　　　oナデ（「型肌」）

1－！．2 須恵器 高［L4］ 高台は低い台形。 浅黄榿 酸化焔焼成
183 7層 椀 ロー 底iヨコナデ（ロクロ目有） （10YR8／3） 硬質

底6．3 o回転糸切り未調整

1－1．3 灰紬 高［L7］ 高台は三日月。 灰白 硬質
184 7層 ロー 底iヨコナデ（ロクロ目有） （2．5Y8／1） 大原2号窯！？

底7．7 oヨコナデ

工一1、4 灰紬 高［12］ 高台は内側に稜をもつ台形。 灰白 硬質
！85 8層 ロー 底iヨコナデ→ナデ （2．5Y7／1） 大原2号窯2？

底8．0 o回転ヘラケズリ

X－1、1 土師器 由局3．5 底部は丸底気味で、底部から湾曲しながら立ち上がセ）口縁部に至る。端部は薄く丸くお 榿 硬質

186 1－1
層

杯 口（11．6）

一

さめる。

iヨコナデ　体iヨコナデ　底iヨコナデ

（2．5Y’R6／6）

Oヨコナデ　　　0ナデ　　　　　0ヘラケズリ

X－1、2 土師器 高3．5 底部は丸底で、底部から湾曲しながら立ち上がり口縁部に至る。端部は内側にわずかに 榿 硬質

187 1－1
層

杯 口（13．0）

一

肥厚する。底部外面にユビオサエが連続してみられる。　●

iヨコナデ　体iヨコナデ　底iヨコナデ
（5YR6／6）

Oヨコナデ　　　0ナデ　　　　　0ユビオサエ→ヘラケズリ

X－1、3 土師器 高［3．2］ 体部と底部との境が不明瞭で体部中位まで内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反 明赤褐 硬質

188 1－！
層

杯 口（！2．4）

一

する。端部はそのまま丸くおさめる。

　iヨコナデ　体iヨコナデ　　　　底1ヨコナデ

（2．5YR5／6）

Oヨコナデ　　　Oナデ（「型肌」）　　0ヘラケズリ

X－1、4 土師器 高3．2 底部外面はヘラケズリにより平坦。体部は中位まで内湾気味に立ち上がり口縁部はわず 榿 硬質

189 1－1
層

杯 口11．8

8．5

かに外反する。端部はそのまま丸くおさめる。

　iヨコナデ　体iヨコナデ　　　　　底iヨコナデ
（2．5YR6／6）

Oヨコナデ　　　0ユビオサエ→ナデ　　　0ヘラケズリ

X－1、5 土師器 山局3．8 底部からやや内湾気味に立ち上がり口縁部に至る。端部はそのまま丸くおさめる。 にぶい榿 硬質
190 1－1 杯 口（11．4） 口iヨコナデ　体iヨコナデ　　　　　　底iヨコナデ （2．5Y’R6／4）

5層 底（7．8） 0ヨコナデ　　　0ナデ・（ユビオサエ）　　Oヘラケズリ

X－！、6 土師器 高3，6 底部は丸底気味で体部からほぼ直線的に外上方にのび口縁部は内側に肥厚する。 榿 硬質
191 1－1 杯 口（11．9） 口　iヨコナデ　体iヨコナデ　底iヨコナデ （2．5YR6／6）

5層 底（9．3） Oヨコナデ　　　0ナデ　　　　　0ヘラケズリ

X－1、7 土師器 高［3．3］ 底部からやや内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。端部は内側に丸く肥厚 にぶい榿 硬質

192 1－1
層

杯 口（12，4）

一

する。

　iヨコナデ　体iヨコナデ　　　　底iヨコナデ

（5YR7／4）

0ヨコナデ　　　0ナデ（「型肌」）　　0ヘラケズリ

X－1、8 土師器 高［2．6］ 底部から外上方にほぼ直線的にのび口縁部に至る。端部は内側に丸く肥厚する。 榿 硬質
193 1－1 杯 口（12．5〉 口　iヨコナデ　体iヨコナデ　　　　底iヨコナデ （2．5YR6／6）

5層 底（9．6） 0ヨコナデ　　　0ナデ（「型肌」〉　　Oヘラケズリ

G－X28Y38 （須恵器） 高［15．0］ 体部は球形で口縁部までそのまま至る。端部は上方に面をもつ。凸帯は幅が狭く突出気 にぶい赤褐 酸化焔焼成

194
羽釜 口（18．5）

一

味の三角形。

iヨコナデ　体iヨコナデ
（5Y’R5／4） 硬質

体最（28．5） oヨコナデ　　　o斜位ヘラケズリ

G一不明 土師器 山局3．！ 底部は丸底で底部から上方へ短く屈曲し口縁部に至る。端部は丸くおさめる。 榿 やや軟質
195 杯 口11．9 口・体iヨコナデ　底iナデ （2．5YR6／6）

底一 oヨコナデ　　　oヘラケズリ

196
G－X！1Y33

須恵器 山局5．5

14．4
6．1

底部からやや内湾気味に立ち上がり口縁部まで直線的にのびわずかに外反する。端部は
や厚く丸くおさめる。高台は台形。

・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底　iヨコナデ（ロクロ目有）

にぶい榿
7．5YR7／4）

酸化焔焼成
質結晶変岩有り

oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

G－X30Y41 須恵器 高6．3 底部から内湾気味に立ち上がり口縁部はわずかに外反する。高台はやや高めの台形。 灰白 還元焔焼成
197 椀 口（162） 口・体1ヨコナデ（ロクロ目有）　底　iヨコナデ（ロクロ目有） （5Y8／1） 硬質

底6．6 oヨコナデ（ロクロ目有）　　　o回転糸切り未調整

G－X14Y33 須恵器 高3．2 体部は中位に膨らみをもち端部はそのまま丸くおさめる。底部内面中央が突出する。 にぶい榿 酸化焔焼成
198 杯 口9．8 口・体　i・ヨコナデ（ロクロ目有）　底　iヨコナデ（ロクロ目有） （5Y’R6／4） 硬質

底5．0 oヨコナデ（ロクロ目有）　　oヨコナデ（ロクロ目有） 内面すす付着

G－X30Y41 （須恵器） 高1．5 底部から短く上方に屈曲する。 榿 酸化焔焼成
199 皿 口’8．2 口・体iヨコナデ（ロクロ目有）　底iヨコナデ（ロクロ目有） （2．5YR6／6） 硬質

底5．8 oヨコナデ（ロクロ目有）　　o回転糸切り未調整
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Tab．3　石製品、木製品、特殊遺物観察表

番号 地区・層位 種類・器種 法量 形態上の特徴

1 H47、18 丸　　　靹 長2．6　　　幅4．0　厚0．8

2 H1、5 紡錘　車 径5．1　　　厚2．1　軸径0，8 断面台形状。全体を磨く。

3 H39、4　　床直 紡錘　車 径4．5　　　厚1．2　　軸径0，8 断面隅丸台形状。下面を比較的磨く。

4 X12Y44　表採 砥　　　石 長5．8　　　幅4、5　厚2．8 台形状で孔をもつ。孔付近に幅広の擦痕が見られる・

5 H5、20　埋土下層 砥　　　石 長9．5　　　幅3，9　厚2．9 台形状。細かい擦痕が見られる。

6 H5、21　埋土上層 羽　　　口 長［10．7］　径7，1　孔径1．8 断面わずかに楕円形。ナデ調整。先端部は珪質化。

7 H11、7　埋土下層 土　　　錘 長4．6　　　幅L8　　孔径0．4 外面ナデ調整。

8 H10、18　埋土下層 土　　　錘 長3．8　　　幅1．9　　孔径0．4 外面ナデ調整。一部欠損。

9 H17、1　　埋土 土　　　錘 長［4．2］　　幅1．8　孔径0．3 外面ナデ調整。一部欠損。

10 H9、2　　埋土 土　　　錘 長［3．7］　　幅1．6　孔径0．3 外面ナデ調整。両端欠損。

11 W9、1　　埋土 土　　　錘 長［2．5］　　幅L1　孔径0．3 外面ナデ調整。一部欠損。

12 工1、5　　埋土下層 井戸枠？ 長122，7　　幅13．2　厚5．1 一端が挟られる。腐食が著しいため加工痕は不明。

13 11、6　　埋土下層 曲　げ物 長［8，41　　幅［7．6］厚0．2 結合部分。木皮（桜？）により合わせられる。

14 11、7　　埋土下層 曲　げ　物 長［62］　　幅［5．1］厚0．3 切れ込みが等間隔に入る。

15 11、8　　埋土下層 曲　げ　物 長［5．3］　　幅［7．9］厚0．3 切れ込みが等間隔に入る。

16 11、9　　埋土 石　　　鑑 長2．0　　　幅1．3　厚0．4 凹基無茎。

17 H17、2　　埋土 剥　　　片 長6．3　　　幅7．7　厚0．9 黒色頁岩。

18 H2、16　　埋土 剥　　　片 長6．1　　　幅6，6　厚0．1 黒色頁岩。

19 H2、17　埋土 剥　　　片 長3．9　　　幅5．6　厚L3 黒色頁岩。

Tab．4　鉄器観察表

番号 地区・層位 種類・器種 法量 形態上の特徴

1 H1、2　　埋土上層 釘 長4．8　　　幅0．9　厚0．8 頭部が平たく張り出しをもつ。断面は方形。先端部は欠損。

2 H1、3 釘 長6．9　　　幅0．9　厚1．0 錆化が著しい。頭部が一方へ突出する。

3 H16、4 釘 長7．9　　　幅0．6　厚0．7 頭部が平たく一方へ突出する。断面は方形。先端へ細くなる。

4 H10、16 釘 長8．8　　　幅0．8　厚0，8 錆化が著しい。断面は方形。先端へ細くなる。

5 H25、3 紡錘　車 車部径4．6　厚0．3　軸心径0．5 軸棒は欠損。はずみ車部のみ残存。

6 H2、14　埋土上層 紡錘　車 軸長17．2　幅0，4　厚0．4
部径4、8　厚0．3

軸棒は一部欠損し先端が鉤状になる。断面はやや方形を呈する。

7 D22、1　　埋土 鎌　　　？ 長11．4　　幅2．5　厚0．9 錆化が著しい。

8 H1、4　埋土上層 刀　　　子 長3．3　　　幅1．1　厚0．3 刀子刃部のみ残存。

9 H5、18　　埋土 刀　　　子 長6．8　　　幅！．0　厚0．6 刃部先端欠損。茎部に木質が残る。

10 H5、19　　埋土 刀　　　子 長10．9　　幅1．1　厚0，5 錆化が著しい。茎部一部欠損。

11 H10、17　埋土上層 鎌 長10。6　　幅3．1　厚0。5 錆化が著しい。刃部先端欠損。折り返し部が残る。

12 H2、15　埋土上層 帯金　具
長4．2　　　幅4．1　厚LO　　　　｝

錆化が著しい。かこであろう。

13 H4、4　　埋土 鉄　　　塊 長10．4　　幅5．4　厚2．5 錆化が著しい。板状。鉄素材？

14 H4、5　　埋土 鉄　　　塊 長7．3　　　幅6．7　厚1．5 錆化が著しい。板状。鉄素材？

15 H4、6　　埋土 鉄　　　塊 長8、3　　　幅4、9　厚！．6 錆化が著しい。板状。鉄素材？

出土遺物の観察表について

出土遺物の観察表は土器、鉄器、石製品・木器及びその他の遺物と編集の都合上3つに分け記述した。

［番　　　　　号］　実測図版と写真図版に共通のもの。

［地　区・層　位］　出土遺構番号と併せて遺構内での遺物番号（遺構内出土位置に対応）を併記した。層位は「床直」「竈内」

　　　　　　　　「埋土下層」「埋土上層」に分けた。「床直」は床面直上及び床面から10センチ以内で出土したものとし、
　　　　　　　　「竈内」は竈内部より出土したもの、「埋土下層」「埋土上層」は「床面」より上部を便宜的に2層に分けた
　　　　　　　　ものである。尚、数字で表された層位はその遺構での層位に対応したものである。

』［器　　　　　種］　　「器種」は「甕」「甑」「杯」「椀」「皿」「甕（貯蔵形態）」「壷」等に分類し、種別として「土師器」「須恵

　　　　　　　　器」「灰粕」「緑粕」等の区別をした。

［法　　　　　量］　器高、口縁部径、底部径、体部最大幅を計測し、それぞれ「高」「口」「底」「体最」と略した。反転復原等

　　　　　　　　により推定された計測値には（）を付け、復原できないものについては現存での計測値としてそれに
　　　　　　　　［　］を付けた。

［形　　態及び　　調整技法は各部位ごとに「i」（内面）、「o」（外面）に分け記述した。また、「→」により調整の順序を示

　成形・調整技法］　した。

［色　　　　　調］　土器外面で観察し、色名は　小山正忠他1967『新版標準土色帖』日本色研事業株式会社によった。

［備　　　　　考］　焼成として「硬質」「やや硬質」「やや軟質」「軟質」の区別をし、「須恵器」に関しては色調等により「酸

　　　　　　　　化焔焼成」「還元焔焼成」の区別をした。また胎土に関して特徴的なものに限り記述した。
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Tab．5　住居跡一覧表

遺構名 位置 規模（m） 面積 壁現高 主軸方向 竃 備考

東西×南北 （m2） （cm） 重　　複　　等

H－1 X29～31、Y41・42 3．27×（3。98） （12，53） 22 N－86。一E 東　　　壁 H－2W－1
H－2 X29～31、Y41・42 5．66×（3．35） （16．79） 45 N－92。一E な　　　し H－1H－4W－1
H－3 X27、Y39・40 （0．50）×（3。！3） （1．73） 23 （N－87。一E） 東　　　壁 H－2W－5
H－4 X29～30、Y42 3，42×（1．82） （5．23） 20 （N－87。一E〉 な　　　し H－2W－1W－3W－4
H－5 X27・28、Y39～41 （3．82）×5．19 （17。03） 54 （N－87。一E） な　　　し H－8D－8W－3W－4
H－6 X27、Y41～42　・ （2．21）×3．42 （5．04） 4 N－9！。一E 東壁南寄り H－7D－3D－4W－7
H－7 X26～27、Y41～42 （2．08）×4．22 （6．48） 6 N－84。一E 東壁南寄り H－6W－7
H－8 X28、Y39 （2．75）×（L34） （2．69） 45 ［N－78。一E］ な　　　し H－5W－3W－4W－5
H－9 X28、Y37～38 （2．08）×3．80 （7．47） 33 N－92。一E な　　　し H－44

H－10 X27～28、Y36～37 （3．06）×5．23 （15．58） 50 N－96．5。一E 東壁南寄り H－13H－44

H－11 X27～28、Y36～37 3．43×3！。2 9．77 28 N－69。一E 東壁南隅 H－10

H－12 X27～28、Y35～36 （1．58）×4．72 （6。00） 10 N－88。一E 東　　　壁 H－11

H－13 X28、Y35～36 （1．67）×3．95 （5．80） 40 N－88。一E な　　　し H－10H－15

H－14 X25～27、Y32～33 （4．25）×3．85 （10，94） 9 N－83。一E 東壁南寄り W－8W－9H－21古い竈あり

H－15 X28、Y35 （0．85）×（1．85） （1．26） 42 （N－86。一E） な　　　し H－13H～16

H－16 X28、Y34～35 （1．18）×3。28 （3．25） 35 N－94。一E な　　　し H－15D－33D－51

H－17 X27～28、Y33～34 （1．88）×3．25 （3，82） 16 N－85。一E 東壁南寄り D－42

H－18 X27～28、Y32～33 2．85×2．83 7．50 20 N－91。一E 東壁南寄り W－9

H－19 X28、Y32～33 （2。27）×3．28 （6。11） 40 N－94。一E な　　　し H－20

H－20 X－28、Y33 （0．75）×（0．57） （0．55） 28 ［N－87。一E］ な　　　し H－19

H－21 X26～27、Y33 （0．6）×（1．23） （0．66） 14 N－65。一E， 東　壁　南 H－14W－9
H－22 X27、Y40 （0．19）×（1．95） （0．86） 10 N－goo－E 東　壁　隅 H－3D－46
H－23 X19～20、Y42 3．48×（0．98） （！．87） 18 N－78。一E な　　　し H－45

H－24 X18～19、Y41～42 3．45×（3．01〉 （5．96） 4 N－58。一E な　　　し

H－25 X14～15、Y41～42 3。45×（2．35） （4．59） 6 N－60。一E 東壁南寄り

H－26 X13～14、Y41～42 2，88×（1，67） （4．50） 40 N－88。一E 東　　　壁 W－25
H：一27 X12、Y40～41 3．00×3．50 9．75 32 N－86。一E 東　　　壁 竈の両側に棚あり

H－28 X11、Y41～42 （1．13）×3．72 （4．24） 25 N－88。一E 東　　　壁 W－27
H－29 X11～12、Y40～41 （2．55）×3。28 （7，41） 25 N－81。一E 東壁南隅

H－30 X11～13、Y39～40 （1．21）×3．19 （3。46） 28 N－92。一E な　　　し H－47D－69

H－31 X11、Y39 （0．62）×（2。56） （LO1） 14 N－96。一E 東壁南寄り H－32H－33H－47

H－32 X11、Y39～40 （L33）×3．12 （2。86） 19 N－850－E 東壁南寄り H－31H－47

H－33 X11、Y38～39 （L66）×4。32 （5．16） 30 N－820－E 東壁南寄り H－31H－34

H－34 X11～12、Y38～39 （2。71）×3．46 （8．07） 13 N－880－E な　　　し H－33

H－35 X！1～12、Y37～38 （3．08）×3．48 （9．78） 12 N－goo－E 東壁南端 H－36D－66

H－36 X11～12、Y36～37 （L60）×（3．45） （4．15） 8 N－79。一E な　　　し H－35

H－37 X11、Y35 （1．18）×（2．16） （2．38） 15 N－93。一E 東　　　壁 H－38H－39

H－38 X11～12、Y34～35 （1．75）×（2．33） （3．43） 6 N－87。一E な　　　し H－37H－39

H－39 X11～12、Y34～35 （3。20）×3．97 （12．79） 24 N－88。一E 東壁南隅 H－37H－38H－40H－41H－46

E－40 X11、Y33～34 （L85）×［2231 （3．82） 20 N－86。一E 東壁南隅 H－39H－46

H－41 X11～12、Y33～34 （2、78）×（2．83） （4．13） 15 ［N－82。一E］ な　　　し W－29H－39

H－42 X11、Y32～33 （2．09）×2．98 （6．15） 23 N－89。一E 東壁南寄り

H－43 X14～15、Y32～33 2．99×（2．72） （7。83） 10 N－88。一E 東壁南寄り

H－44 X28、Y37 （0．85）×（L54） （1、20） 23 ［N－80。一E］ な　　　し H－9H－10H－U
H－45 X19～21、Y42 3．90×（2．47）

－（6．31）
40 （N－73。一E） 東　　　壁 H－23

H－46 X11、Y34 （0．17） 東　　　壁 H－39H－40竈のみ

H－47 X11、Y39～40 2．67×4．14 ［9。70］ 34 N－90。一E 東壁南寄り H－30H－31H－32D－69

※検測値については（　）は現存値［　］は復元値を表す。
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Tab．6　竈跡一覧表

遺構名 主軸方向 全長（cm） 最大幅（cm） 焚口部幅（cm） 備　　　　考　　（構築材等）

H－1 N－86。一E 75 64 27 支脚と袖の構築材として石を使用

H－3 N－94。一E 80 115 45

H－6 N－94。一E 105 74 50

H－7 N－92。一E （77） 110 88 支脚の構築材として石を使用

H－10 N－96。一E （35） （94） 37 構築材として粘土を使用

H－11 N－103。一E 93 88 40 支脚と袖の構築材として石を使用

H－12 N－87。一E 92 82 60 構築材として粘土を使用

H－14 N－760－E 100 70 50 支脚と袖の構築材として石を使用

H－17 N－84。一E 80 95 48 構築材として粘土を使用

H－18 N－101。一E 82 75 36 支脚と袖の構築材として石を使用

H－21 N－52。一E （30） （50） （22）

H－22 N－92。一E 90 80 50

H－25 N－83。一E 70 （65） （57）

H－26 N－72。一E 66 73 47

H－27 ：N－82。一E 110 112 57

H－28 N－67。一E 100 78 48 支脚の構築材として石を使用

H－29 N－880－E 110 67 43 袖の構築材として石を使用

H－31 N－86。一E 55 52 30

H－32 N－86Q－E 77 77 44

H－33 N－83。一E 68 73 45 構築材として粘土を使用

H－35 N－110。一E 56 56 30 支脚の構築材として石を使用

H－37 N－950－E 67 65 52

H－39 N－93Q－E
（50） 62 35 支脚の構築材として石を使用

H－40 N－86。一E 70 75 60 支脚の構築材として石を使用

H－42 N－90。一E 70 85 68

H－43 一N－92。一E 58 75 52

H－45 N－79。一E （82） （74） （55）

H－46 N－82。一E （40） （50） （25）

H－47 N－95。一E 102 80 30 支脚と袖の構築材として石を使用

Tab．7　住居跡柱穴等計測表

遺構名 種類 形　状 長径（cm） 短径（cm） 深さ（cm）

H－5 貯蔵穴 楕円形 115 55 44

H－9 貯蔵穴 楕円形 100 82 15

H－11 P－1 円　形 70 67 21

H－14 P－1 半円形 60 （48） 23

H－18 床下土坑 楕円形 130 50 13

H－19 P－1 半円形 82 （45） 33

H－23 P－1 円　形鵯 56 50 13

H－27 P－1 不整形 101 90 12

H－29 P－1 半円形 53 （30） 23

H－33 貯蔵穴 楕円形 （113） 100 15

H－36 P－1 半円形 100 95 8

H－39 貯蔵穴 円　形 56 50 31

H－39 P－1 半円形 63 （53） 37

H－43 貯蔵穴 楕円形 48 40 15

H－43 P－1 一
45 43 26

H－45 P－1 楕円形 67 37 45

H－47 貯蔵穴 不整形 52 46 46

H－47 P－1 円　形 55 53 32

※検測値については（）は現存値［　］は復元値を表す。
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Tab．8　溝跡計測表

遺構名 位　　　　　置 長　さ（cm） 深さ 上　　幅（cm） 方　位 形　　状

（cm） 　「大1最小

W－　1 X28～35、Y41・42 （28．46） 28 　E2　1　50　1 注b u字形
W－　2 X32～35、Y41・42 （12．50） 28 2611　96 注c 楕円形

W－　3 X27～29、Y37～42 （21．50） 6 　14　1　34　1

N－210－W 楕円形

W－　4 X27～29、Y38～42 （19．40） 7 　100　1　24 N－28。一W u字形
W－　5 X27・28、Y39 （2。52） 30 　13　1　66　1

N－88。一W 楕円形

W－　6 X27・28、Y38 （4，98） 34 　12　1　38　1

N－77。一W u字形
W－　7 X26・27、Y41・42 （4・98）， 42 　［211　95 N－25。一W すり鉢形

W－　8 X25・26、Y32・33 （5．65） 48 　160　1　129　1 N－43。一E すり鉢形

W－　9 X26～28、Y’32・33 （9．22） 16 　1
91　21 N－62。一E すり鉢形

W－10 X25・26、Y41・42 （4．98） 40 　［52　1　127　1 N－33。一W 楕円形

W－11南 X20～25、Y41・42 （5．50）

一 計測できず N－40。一W 一

W－11北 X15～19、Y32・33 （4．40） 88 133011310 N－14。一W 楕円形

W－12 X25・26、Y32・33 （5．86） 8 　『6　1　21　1

N－39。一E 逆台形

W－13 X24・25、Y32・33 （5．01） 18 511　28 N－26。一E すり鉢形

W－14 X24・25、Y32・33 （3．83） 6 　18　1　19　1

N－50。一W 楕円形

W－15 X22・23、Y32・33 （4．51） 17 831　31 N－8。一W 楕円形

W－16 X22・23、Y32・33 （4．89） 39 　15　1　51　1

N－25。一W すり鉢形

W－17北 X21・22、Y32・33 （4。48） （18） 　177　1　368　1 N－17。一W 一

W－18 X20・21、Y32・33 （5．15） 20 　1
51　24 N－47。一W 逆台形

W－19 X27・28、Y35 （3．76） 9 　15　1　28　『

N－47。一W 楕円形

W－20 X25、Y42 （2．62） 16 　1
21　67 N－74。一E すり鉢形

W－21 X17・18、Y41・42 （5，78） 20 　10　1　50　『

N－37。一W 楕円形

W－22 X17・18、Y41・42 （5．56） 26 701　54 N－35。一W すり鉢形

W－23北 X16～18、Y41・42 （6，35） 82 　116　1　186　E N－37。一W すり鉢形

W－24 X15・16、Y41 （2．51） 7 3gl　l9 N－63。一E 楕円形

W－25 X14・15、Y41・42 （8。17） 13 　15　1　26　1 注a 楕円形

W－17南 X25・26、Y4！・42 （4．58）
一 　180　1　150 N－180－W 一

W－27 X11、Y42 （2．70） 29 　14　『　18　1

N－21。一W 楕円形

W－28 X11・12、Y41 （5．30） 20 　18　1　27　1

N－79。一E u字形
W－29 X11・12、Y32～34 （8．20） 6 　1

51　！8 N－130－W 楕円形

W－30 X11・12、Y36 （3．43） 34 　10　1　35　1

N－85。一W （u字形）

W－31 X11・12、Y35・36 （3．45） 50 　11U　　95 N－80。一W 逆台形

W－32 X11・12、Y35 （3，41） 7 　14　1　18　『

N－84。一W u字形
W－33 X12、Y32・33 （5．96） 5 411　23 N－21σ一E 一

W－34 X12・13、Y32・33 （5．20） 23 　118　1　76　1

N－210－E 楕円形

W－35 X！8、Y41・42 （3．42） 19 301　12 N－33。一W すり鉢形

W－36 X13・14、Y33 （3．10） 27 　し4　1　48　1

N－37。一W 逆台形

注a：北壁より南へ3．4mは、N－26。一E。そこから東へ4．8mはN－69。

注b：東壁より西へ9．78mはN－77。一E。そこからまた西へN－90。一Eの方位で進み18．68mで消滅する。

注c：東壁より西へ7．76mはN－89。一E。そこから湾曲しながらN－57。一Eの方位で4．79m進み、南壁にぶつかる。

※検測値については（）は現存値［　］は復元値を表す。
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Tab．9　土坑・井戸跡・落ち込み計測表

遺構名 長軸 短軸 深さ 形状 遺構名 長軸 短軸 深さ 形状

（cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

D－1 45 35 5 楕　円　形 D－41 51 39 38 不　整　形

D－2 56 56 16 円　　　　形 D－42 87 85 6 円　　　　形

D－3 33 32 6 菱　　　　形 D－43 47 44 8 円　　　　形

D－4 57 50 34 円　　　　形 D－44 71 62 18 円　　　　形

D－5 60 （30） 10 円　　　　形 D－45 30 27 15 円　　　　形

D－6 81 55 8 楕　円　形 D－46 109 71 18 楕　円　形

D－7 27 （21） 5 （円　　形） D－47 126 90 11 （楕円形）

D－8 18 14 3 楕　円　形 D－48 89 82 16 不　整　形

D－9 14 ’14 3 円　　　　形 D－49 133 58 48 不　整　形

D－10 15　’ 10 3 楕　円　形 D－50 49 40 36 不　整　形

D－11 10 10 4 円　　　　形 D－51 欠　　　番

D－12 79 44 9 不　整　形 D－52 95 78 6 円　　　　形

D－13 17 15 8 円　　　　形 D－53 35 35 4 円　　　　形

D－14 18 ！7 5 円　　　　形 D－54 52 38 6 楕　円　形

D－15 18 12 3 楕　円　形 D－55 143 76 24 楕　円　形

D－16 12 10 3 円　　　　形 D－56 91 76 3 楕　円　形

D－17 12 14 2 円　　　　形 D－57
（68） 60 8 不　整　形

D－18 95 85 6 楕　円　形 D－58 82 47 9 不　整　形

D－19 33 21 5 隅丸長方形 D－59 71 66 3 正　方　形

D－20 13 13 2 円　　　　形 D－60 136 140 52 円　　　　形

D－21 13 11 3 円　　　　形 D－61 欠　　　番

D－22 125 98 26 楕　円　形 D－62 96 （50） 12 （円　　形）

D－23 174 （54） 14 （隅丸長方形） D－63 92 65 14 楕　円　形

D－24 9 8 4 円　　　　形 D－64 57 78 17 円　　　　形

D－25 欠　　　番 D－65 50 21 24 楕　円　形

D－26 150 （72） 16 （円　　形） D－66 110 108 19 円　　　　形

D－27 70 51 8 楕　円　形 D－67 95 93 15 円　　　　形

D－28 79 （52） （20） 隅丸正方形 D－68 51 44 4 楕　円　形

D－29 86 73 15 楕　円　形 D－69 145 76 17 隅丸長方形

D－30 欠　　　番 D－70 133 142、 30 正　方　形

D－31 1！4 100 44 円　　　形 D－71 210 150 ！5 楕　円　形

D－32 55 47 4 円　　　　形 D－72 83 （44） 42 （円　　形）

D－33 79 66 56 菱　　　　形 D－73
（54） 49 13 楕　円　形

D－34 40 40 6 円　　　　形 P－1 46 （39） 18 （円　　形）

D－35 27 21 7 楕　円　形 P－2 48 42 31 楕　円　形

D－36 39 33 20 楕　円　形 P－3 51 44 62 長　方　形

D－37 69 64 68 円　　　　形 1－1
（155） （49） （200） （方　　形）

D－38 72 65 14 円　　　　形 O－1 一 一
40 不　整　形

D－39 87 64 8 楕　円　形 O－2 一 一
46 不　整　形

D－40 欠　　番 ※検測値については（）は現存値［　］は復元値を表す。
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H－1・2号住居跡　ベルトセクション
1　にぶい黄褐色土（10YR5／3）　×△　φ0．5mmのAs－B軽石を5％含む。

2　暗褐色土（10YR3／3）　×○　≠1～5mmのHr－FPを10～！5％、φ3mm
　のAs－Cを1～2％、φ5～10mmの焼土粒を3～5％、φ2mmの炭化物を2
　％含む。（H－！埋土）

3　暗褐色土（10YR3／3〉　X△　黒褐色（10YR3／1）の灰を多く含む。

4　褐色土（10YR4／4）　×○　≠2mmの明黄褐色（10YR6／6）土ブロッ
　クを25％、φ5mmのHr－FPを5％、φ3mmの焼土粒を5％、φ3mmの炭化物
　を3％含む・上面が暗褐色（7．5YR3／4）を呈し硬化しておりH－1の床面。
5　黒褐色土（10YR3／2）　○○　φ2mmのHr－FP・焼土粒を1～2％、黒
　色（10YR2／1）土ブロックを多く含む。

6　黒褐色土（10YR3／2）　○○　φ！0mmの炭化物及び≠2～3mmのHr－FP
　を1～2％含む。
7　にぶい黄褐色土（10YR4／3）　△○　φ2～3mmのHr－FPを3％、¢5
　mmの焼土粒を1～2％、炭化物を若干含む。
8　暗褐色土（！0YR3／3）　△○　φ10～15mmの明黄褐色（10YR6／8）
　にぶい黄榿色（10YR6／3）土ブロックを10～15％、φ5～7mmのHr－FPを
　2～3％、φ3～5mmの焼土粒を2～3％、φ20mmの炭化物を5～7％含む。
9　灰黄褐色土（10YR6／2）　○○　φ20～25mmの黒色（10YR2／1）土ブ
　ロックを10～15％含む。

10黒褐色微砂（10YR3／2）　○○　φ5～10mmのHr－FPを2～3％、φ20
　mmの炭化物を2～3％、φ5mmの焼土粒を1～2％含む。
11暗褐色微砂（1GYR3／3）　△○　φ20～6Qmmの黄褐色（10YR5／8）土
　ブロックを50％近く、φ2～3mmの焼土粒・炭化物を！～2％含む。

H－1号住居跡　竈セクション
1　にぶい黄榿色土（10YR6／3）　×△　φ1～2mmのAs－Bを2～3％含む。
2　暗褐色土（10YR3／3）　×△　φ3～12mmのHr－FP及びφ1～2mmのAs－
　Cを5～7％、φ10～15mmの炭化物及びφ5mmの焼土粒を2～3％含む。
3　明赤褐色土（2．5YR5／8〉　△○　竈煙道部の焼土
4　にぶい黄橿色シルト（10YR5／3）　○○　焼土・Hr－FP軽石を1～2％
　含む。竈天井部粘質土の崩落したもの。

5　灰黄褐色土（10YR4／4）　△0　6層と同質・焼土を3％含む。
6　灰黄褐色土（10YR4／4）　△○　φ30～50mmのにぶい黄榿色（10YR5／3）
　シルトブロックを含む。

7　暗灰色灰層（N3）　○△　灰層
8　明赤褐色土（2．5YR5／8）　×○　φ！0～20mmの焼土塊が多くみられる。

9　暗灰色灰層（N3）　○△　灰層

ml

△
L＝76．2m A

H－1　埋土

4

勿
　Fig．6　　H－1

0 1：60 2m

2号住居跡

一47一



D

㊤
く

く〔

！

H一30

圃　b［

泌◎
、1

D’

5　1，2

司

L＝76。1m
H－22

貫

H
匿
Il

一

くi

2

讐
1

D’

也1

9
一
⑩
ト

一

D 3 4

6 5
8 7　3瑠　　　　％

1：60　　　　　　2m

2

0

0
　ool

1：30

懸
、醸

2m

bl　　蕊

馨、
Ql

o

　　　　　竈セクション
にぶい黄褐色土（10YR5／6〉

にぶい黄褐色土（10YR4／3）

H－3号住居跡

H－3・22号住居跡　西壁セクション
1　灰黄褐色土（10YR5／2）　現耕作土

2
3
4
5
6
7
8

明赤褐土（5YR5／8）　鉄分沈殿（班鉄）層

にぶい黄榿色土（10YR6／3）　×○　白色軽石を含む。

にぶい黄褐色土（10YR5／3）　O×　旧耕作土
明褐色土（7．5YR5／6）　○×　鉄分沈殿（班鉄）層

黄榿色土（10YR7／8）　△○
にぶい黄褐色土（10YR4／3）　△×　As－C及び榿色（5YR6／8）焼土粒を含む。
にぶい黄褐色土（10YR4／3）　×△　As－C及び黄榿色土粒を含む。

㊤

A

1
2
3　褐色土（！0YR4／4）

4　褐色土（10YR4／4）
5　褐色土（10YR4／4）
6　榿色土（10YR6／8）

△△

△△

△△

×△

　×○　白色軽石を含む。

　×△　白色軽石を含む。

榿色焼土粒を10％含む。

橿色焼土粒を30％含む。

榿色焼土粒を若干含む。

ブロック

H－22号住居跡　竈セクション

1　にぶい黄褐色土（10YR6／3）　×0
2　にぶい黄褐色土（10YR4／3）　×○
　焼土粒を少量含む。

D－46号土坑
1　にぶい黄褐色土（10YR5／4）　×○

ツ
h

bI

白色軽石を含む。

白色軽石を多く、榿色（10YR6／8）

As－C軽石、焼土粒混

b
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F螺“■・
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ひ13
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A

　　611 7

12 8

9

s　g灰層

笏
B L＝76．1m B

選物11

H－5・8号住居跡
1　にぶい黄褐色土
2
3
4
5
6
7
8
9

！0

11

12

黄榿色土　××

にぶい黄褐色土

灰黄褐色土

灰黄褐色土

黄榿色土　×○

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

灰黄褐色土

黄榿色土　×O
にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

×○

×○

○○

勿 笏 ％
東壁・ベルトセクション
××　現耕作土

床土

×○　旧耕作土

　白色軽石を多く含む。旧耕作土
　白色軽石を多少含む。旧耕作土

旧耕作土床土
×○　焼土粒をわずかに含む。白色軽石を含むが10層より少ない。

×○　焼土粒をわずかに含む。白色軽石を含むが10層より少ない・

　H－5床面、黄鐙色地山ブロック混土層
白色軽石を7・8層より多く含む。
△○　白色軽石を1！層より多く含む。

○○　白色軽石を11層より少なく含む。

　　　　　　　　　　　Fig．7　H－3・22・5・8号住居跡、D－46号土坑
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　　　　　　南壁セクション
　灰黄褐色土（！0YR6／2〉　×○　現耕作土
　榿色土（5YR6／6）　×○　榿色斑点が多くみられる。鉄分沈殿（班鉄）層
　灰黄褐色土（10YR5／2）　×○　榿色斑点がややみられる。
　灰黄褐色土（10Y’R5／2）　×○　φ0．5～1mmのAs－Bを！0％、φ3mmの白色軽石を5％含む。

　榿色土（7．5YR6／8）　×○　φ0．5～1mmのAs－Bを15％含む。

　暗褐色土（10YR3／3）　×△　≠5mmのAs－C、焼土粒を含む。
　黒褐色土（10Y’R2／3）　×△　6層よりAs－Cが少ない。

　　　7号住居跡　ベルトセクション
　黒褐色土（10YR5／4）　△△　φ1～3mmのHr－FP軽石を含む。焼土塊・炭化物も若干含まれる。
　にぶい黄褐色土（10YR5／4）　△△　φ5mmの焼土粒を1～2％含む。竈構築粘質土の可能性有り。
　黒色灰層（N2／！）　○×　灰層

　暗褐色土（10YR5／3）　×○　φ5～10mmの極暗赤褐色（5YR2／3）土ブロックを多く含み硬化下
面を形成する。

黒褐色土（10YR3／1）　△×
黒褐色土（10YR3／2）　△×
にぶい黄褐色土（10YR4／3）

黒褐色土（10YR3／2）　○△
黒褐色土（10『YR3／2）　○△

黒褐色土（10YR3／1）　O△

1：60 2m

φ5～10mmの焼土粒を7～10％含む灰層
φ20～30mmのにぶい黄褐色土（1層と同質）ブロックを1～2％含む。
△○　φ5mmのHr－FP及びφ3～5mmのAs－Cを2～3％含む。
φ5～20mmの赤褐色（2，5YR4／8）焼土塊を20％含む。

φ5mmの焼土粒を3％含む。

φ5～10mmの焼土粒を7～10％、≠5～10mmの炭化物を3％含む。
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H－9号住居跡　D－1号土坑
1　黒褐色土（10YR2／2）　○△
2　黒褐色土（10YR3／2）　○△

H－9号住居跡　ベルトセクション

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10

褐灰色土（10YR4／！）
褐灰色土（10YR4／1）

褐灰色土（10YR5／1）
黄褐色土（！0YR7／8）

黒褐色土（10YR3／2）
黒褐色土（10YR3／1）

黒褐色土（10YR2／2）

黒褐色土（10YR2／2）
やや含む。

黒褐色土（10YR2／2）

黒褐色土（！0YR3／2）

　　　　0

××

○△

×○

×○

×△

△○

△O

△○

細砂を含む。

赤（10Y’R5／6）色焼土を含む。

現耕作土

赤褐色（2，5YR5／8）斑点がみられる。鉄分沈殿層

土地改良前耕作土

As－B軽石を含む。As－B混土層

As－B軽石を含む。溝埋土

As－B軽石を含む。As－B混土層

As－C軽石を多く含む。

As－C軽石及び明黄褐色（10Y’R7／6）土ブロックを

○○　明黄褐色（10YR7／6）土ブロックを多く含む。

○△　赤（10R5／6）色焼土を含む。D－1埋土

1：60　　　　　2m

Fig．8　H－4　6　7　9号住居跡、D－3　4号土坑
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H－10号住居跡　竈セクション
1
2
3
4
5
6

黒褐色土（10YR3／2）
黒褐色土（10YR3／2）
黒褐色土（10YR3／2）
黒褐色土（10YR3／2）
暗灰色土（10YR3／1）
暗灰色土（10YR3／1）

H－10号住居跡
1　暗褐色土（10YR3／3）
2
3
4
5
6
7

○△灰白（10YR8／2）色粘質土を10％含む。
○○　灰白（10YR8／2）色粘質土を若干含む。
○○　灰白（10Y’R8／2）色粘質土を5％含む。
△△灰白（10YR8／2）色粘質土を20％含む。
X×　灰層
○△灰を若干含む。

oり

醸

ベルセクション

暗褐色土（10YR3／3）
暗褐色土（10YR3／3）
灰白色土（10YR8／2）
黒褐色土（10YR3／2）
暗褐色土（10YR3／3）
暗褐色土（10YR3／3）

×O　As－C軽石を含む。
△○　灰白（10YR8／2）粘質土を10％含む。
×0　1層より少ないAs－C軽石を含む。
△△　黒褐（10YR3／2）土と互層をなす。
△△　地山の黄榿色土を若干含む。
○×　　　　　　　　　辱
○×　地山の黄榿色土を多く含む。
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　　　　　東壁セクション
現耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層

暗褐色土（10Y’R3／3）　×O　As－B混土層

黒褐色土（10YR3／！）　○○　白色軽石を含む。

明赤褐色土（2，5YR5／8）　×O　H－11竈煙道部焼土
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黒色土（！0YR2／1）

褐灰色土（10YR4／1）

褐灰色土（10YR4／1）

褐灰色土（！0YR4／1）

×△

　×○

　×○

　×○

灰黄褐色土（10YR6／2）
黒褐色土（10YR3／1）

褐灰色土（10YR3／1）

褐灰色土（10YR4／1）

暗青灰色土（5YR4／1）
浅黄鐙色土（10YR8／3）
灰黄褐土（10Y’R4／2〉

褐灰色土（10YR4／1〉

灰黄褐色土（10YR4／2）

黒褐色土（10YR3／1）

黒褐色土（10YR3／1）
にぶい1登色土（10YR7／4〉

黒褐色土（10YR3／1）
黒褐色土（10YR3／1）

　　　　　　也、

A
！

》・1

o 1：60 2m

H－11号住居跡　ベルトセクション
1　黒褐色土（10Y’R3／2）　△0

2　黒褐色土（10YR3／2）　○△

ぐ

、

1：30

、

、

　　　　　　　　　　　粗砂を多く含む。
灰を含む。

　灰白色粘質土粒を少量、焼土粒を含む。
　灰白色粘質土粒をやや多く、焼土粒を含む。

　×○　灰白色粘質土粒を含む。

×○灰白色粘質土層が互層状に入る。
○○灰白色粘質土粒を多く含む。
△○　焼土粒、黄榿色土粒を含む。

××　焼土粒を含む。

　○×　粘質土

×△　黄榿色土粒、灰を含む。

×○張り床
　○○　焼土粒を極わずかに含む。

△○

△○　白色軽石を含む。

　　×○　粘質土の焼けたもの。

△○　白色軽石を含む。

△○　白色軽石をわずかに含む。

A
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1m
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o
寸

OD

寸
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§

　　　　L＝76．9m
A　　12　　21　　A’

一肇薪

As－C軽石を多く含む。

As－C軽石をやや含み、黄榿色焼土粒を含む。

H－11号住居跡　竈セクション

1　灰黄褐色土（10YR5／2）　××

2　榿色土（10YR7／8）　XO　煙道壁面焼土
3　黒褐色土（！0YR3／2）　×△　白色軽石、焼土粒を含む。

4　灰色灰層（N6／0）　××　灰白（5GY8／1）色灰を40％、浅黄榿（10YR8／4）色焼
　土粒を含む。

5
6
7
8

黒色灰層（10YRL7／1）　××

明青灰色灰層（5YR4／1）　○×
櫨色細砂（5YR7／8）　××　焼土と4層の灰の混じり。

5層と同質

Fig．9　H－10　11・44号住居跡
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H－12号住居跡
1　現耕作土

2
3
4
5
6
7
8

西壁セクション

鉄分沈殿（班鉄）層

旧耕作土

明黄褐色土（10YR6／6）
褐灰色土（10YR4／1）

黒褐色土（10YR3／2）

黒褐色土（！0YR3／2）
黒色土（10YR2／1）

　×○　下部にAs－B軽石を含む。

×O　As－B混土層
×○　白色軽石・焼土ブロックを多く含む。

×○　白色軽石・焼土ブロックをやや含む。

○×

H－12号住居跡　竈セクション
1　白色粘質土（10マR8／2）　×○　にぶい黄榿（10YR4／3）色ブロック、黄

　榿（10YR8／8）土粒を含み、白色軽石を少量含む。

2　にぶい黄榿色土（10YR4／3）　×○　灰白（10YR8／2）色土粒をわずかに
　含む。

3　にぶい黄榿色土（！0Y’R5／3）　×○　黄榿色土ブロック・白色軽石をわず
　かに含む。

4　にぶい黄榿色土（10YR4／3）　△△黄澄色土ブロック・白色軽石をわず
　かに含む。1層が混じる。
5　黒褐色土（10Y’R3／2）　△△　白色軽石をわずかに含む。

6　にぶい黄榿色土（10YR4／3）　×○　白色軽石をわずかに含む。

㊤
A A’

也1

H－13

　　　　　　　11
　　　　　　／’
＿　　　　　／　／

　　　　　　■
・ol

也『

日

o
津

II

一

。。1

o

卜

醸

H－11

L＝76．Om

H－13号住居跡
1　現耕作土

2　　　1

2
3
4
5
6
7
8

ベルトセクション

3　4

A 5

6
A

8　7

0

彪
1：60 2m

鉄分沈殿（班鉄）層

旧耕作土

黄榿色土（10YR8／8）
灰黄褐色土（10YR4／2）

灰黄褐色土（10YR4／2）

灰黄褐色土（10YR4／2）

灰黄褐色土（10YR4／2）

㊤

×○　鉄分沈殿（班鉄）層

　×O　As－B混土層
　×O　As－C軽石を多く含む。

　×O　As－C軽石をやや含み、黄榿（10YR7／8）色粘質土を含む。
　○○　黄榿色粘質土を含む。張り床

L＝76．1m
A A 旦 B

H－16
ロ0／

£創

H－15 　　　1
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L＝76，1m
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H－15・16号住居跡
1　現耕作土

2
3
4
5
6
7
8

東壁セクション

2 1

A
4　　3　　5

A’

鉄分沈殿（班鉄）層

旧耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層

灰黄褐色土（10YR4／3）　×O　As－B混土層
黒褐色土（10YR3／1）　△O　As－B軽石を多く含む。
黒褐色土（10YR3／1）　○○　白色軽石を少量と、焼土粒を含む。

黒褐色土（！0YR3／1）　○0　7層と同質。黄榿色土ブロックを含む。

7

H－16埋土
6

8

勿
0 1：60 2m

Fig．10　H－11～13・15　16号住居跡、D－33号土坑
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H－14号住居跡　ベルトセクションとW－8号溝跡セクション
1　黒褐色土（10YR2／2）　○×　As－C軽石・榿（5YR7／8）色焼土粒をわずかに含む。
2　黒褐色土（10YR2／2）　○△　地山ロームブロックをやや含む。
3　黒褐色土（10YR2／2）　○×　榿色焼土ブロックを30％含む。

須　　　H－21号住居跡　南壁セクションと竈セクション
　　　　1　灰褐色土（10YR5／1）　△△　細砂・シルトを含む。現耕作土
　　　　2　灰褐色土（10YR4／1）　×△　φ10mmの黒褐色土ブロック・暗褐色As－B混土ブロッ

H－14号住居跡　D－1セクション
1　灰褐色土（10YR4／1）　φ3mmの焼土粒を2～3％含む。
2　黒褐色土（10YR2／2）　φ1mmの白色軽石を2～3％、φ3mmの焼土粒を極わずかに含む。

3
4
5

6
7

8

9
10

11

12

クを含む。客土

　暗褐色土（7，5YR3／3）　△○

　灰褐色土（10YR5／1〉　△△
　黄褐色土（10YR5／6）　△○
を5％含む。

　灰褐色土（10YR4／1）　△△
　暗褐色土（10YR3／3）　△△
粘質土粒を3％含む。As－B混土層

　黒褐色土（10YR3／1）　○△
φ5mmの焼土粒を2％含む。

鉄分沈殿（班鉄）層

φ3～5mmの発泡性軽石を5％含む。旧耕作土
φ5～10mmのHr－FP軽石・≠0．5～1mmのAs－B軽石

φ0，5～1mmのAs－B軽石を20％含む。W－9埋土
φ0．5～1mmのAs－B軽石を20％、φ1～2mmの榿色

φ3mmのAs－C軽石・φ5mmのHr－FP軽石を5％、

黒褐色土（10YR2／2）　OX　φ5～10mmの焼土粒を2～3％、炭化物を含む。
黒褐色土（10YR2／2）　0△　φ10～！5mmの焼土粒を5％含む。H－21竈埋土
黒褐色土（10YR2／2）　○×　黄褐（10YR5／8）色土ブロックを2％含む・
黒色土（10YR2／1）　○○　φ2～3mmのAs－C軽石・φ5mmの焼土粒を2％含む。
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H－14号住居跡　竈セクション

1　灰黄褐色土（10YR5／2）

2

S　　2

5撒
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

Fig．11

　　　　　　　　　　　　△△
灰黄褐色土（10YR4／2）　△△

φ2～3mmのAs－C軽石を1％含む。
黒褐色土（！0YR3／2）　○×

黄褐色土（10YR5／6）　○×
にぶい黄褐色土（10YR4／3）

にぶい黄褐色土（10YR4／3）

にぶい黄褐色土（10YR4／3）
黒褐色土（10YR3／2）

灰黄褐色土（10YR3／2）

黒褐色土（10YR3／2）
赤褐色土（2，5Y’R4／8）

黒褐色土（10YR3／1）

H－14・

△×

　△×

△○
×○

○×

21号住居跡

φ1mmのAs－B軽石を5％含む。As－B混土層、W－9埋土
黄檀（10YR7／8）色焼土が20％混じり、φ5mmの焼土粒を3％、

φ2～3mmの焼土粒を2％含む灰層
φ5mmの焼土粒を3％含む。
△×　φ5～10mmの焼土粒を10％を含み、灰もみられる。

△×　榿（5YR6／8〉色焼土が全面にみられる。

△×　φ5～10mmの焼土粒を10％含む。

φ5～7mmの焼土粒を1～2％含む。
　φ3～5mmの焼土粒を20～25％含み、3層と同質の灰もみられる。
φ5～10mmの焼土粒を5％含む。
赤褐色から榿色を呈する焼土

φ5mmの焼土粒を3％、また灰を多く含む。
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H－17号住居跡　竈セクション

1　黒褐色土（10YR3／1）　×△　As－C軽石を含む。
2　黒褐色土（10YR3／1）　××　榿（2．5YR6／8）焼土粒・ブロックを30％含む・

3　黒色土（10YR2／1）　××　灰を含む。

1

2 4　　3

D

H－17号住居跡

D
6 5

7

0 1二60

勿
2m

！

2
3
4
5
6
7

　　　　　ベルトセクション
現耕作土（下部に鉄分沈殿）

旧耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層

黄榿色土（10YR7／8）　×○
黄褐色土（10YR5／6）　×○
黒褐色土（10YR3／1）　×○
黒褐色土（10YR3／1）　×○

鉄分沈殿（班鉄）層
As－B混土層

白色軽石を多く含む。

白色軽石をやや含む。
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H－18号住居跡
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

12

13

14

15

16

　　　　　竈セクション
黒褐色土（10YR3／2）　△×　φ2～3mmの焼土粒を2％、炭化物をわずかに含む。
黒褐色土（10YR2／2）　△△　φ3mmのHr－FP軽石42～4mmの焼土粒をわずかに含む。
黒褐色土（！0YR3／2）　OO　にぶい黄褐色粘質土を50％近く含む。天井崩落粘質土
灰黄褐色土（10YR4／2）　△×　≠10mmのにぶい黄褐色粘質土を5％、φ3mmの焼土粒を2％含む。
黒褐色土（10YR3／2）　△○　焼土を50％近く含む。
黒褐色土（10YR3／2）　△×　語3mmのHr－FP軽石、φ2～4mmの焼土粒をわずかに含む。
黒褐色土（10YR2／2〉　○×　≠2mmの焼土粒を2～3％、全体的に灰を含む。
灰色灰層（N4）　○×　灰層
黒褐色土（10YR3／2）　○×　焼土を20～30％含む。
黒褐色土（10YR2／3）　△○　φ！0～50mmの黄褐色土ブロックを30％含む。竈堀り方
黒褐色土（10YR3／2）　△×　φ5mm～10mmの焼土粒を5％、φ5mmの炭化物を3％含む。
黒褐色土（10YR3／2）　O×　φ10～20mmのにぶい黄褐色粘質土を20％含む。
褐色土（10YR4／6）　△○　φ10mmの黄褐色粘質土ブロックを10％含む。竈構築粘質土
黄褐色土（10YR5／6）　00　白色細砂を10％含む。竈掘り方
黒色土（10YR2／3）　○○　φ！0～50mmの黄褐色土ブロックを30％含む。竈堀り方

H－18号住居跡　ベルトセクション

1
2
3
4
5
6
7
8

暗褐色土（10YR3／4）
黒褐色土（10YR3／1）
暗褐色土（10YR3／4）
黒褐色土（10YR3／1）
暗褐色土（10YR3／4）
褐色土（7．5YR4／3）

暗褐色土（10YR3／3）
黒褐色土（10YR3／1）

△△　φ3～5mmのHr－FP軽石を5％、φ7mmの焼土粒を2～3％、炭化物を含む。
○△　φ1～2mmのHr－FP軽石を若干含む。
○△　φ5～30mmの焼土粒・φ5mmのHr－FP軽石を若干含む。
○×　φ50mmの明黄褐（10YR6／6）色土ブロックを10％、φ5mmの焼土粒を2～3％含む。
△○　φ20～30mmの黒（10YR2／1）色土ブロックを20％含む。

×△　φ2～5mmの焼土粒を5％、φ2～5mmのHr－FP軽石を3％含む。
○△　φ10mmの明黄褐色土ブロックを5％含む。
○△　φ5mmの焼土粒・Hr－FP軽石・明黄褐色土ブロックをを若干含む。

H－18号住居跡　D－1セクション
1　黒褐色土（10YR2／2）　○○ φ3～5mmのHr－FP軽石を5％、φ10～20mmの黄褐色土ブロックを3％含む。

Fig．12　H－17・18号住居跡
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H－19号住居跡　ベルトセクションとH－20　東壁セクション
1　現耕作土

2　鉄分沈殿（班鉄）層
3　旧耕作土

4　明黄褐色土（10YR6／6）　XO　鉄分沈殿（班鉄）層、下部にAs－B軽石を多
　く含む。

5　灰褐色土（10YR4／1）　×O　As－B混土層
6　灰黄褐色土（10YR4／2）　△○　白色軽石を多く、黄褐色土ブロックをわず
　かに含む。焼土粒を含む。

7　灰黄褐色土（10YR4／2）　○○　白色軽石をわずかに、黄褐色土ブロックを
　やや多く含む。

8
9
10

11

12

13

14

黒褐色土（10YR2／2）　○○
灰黄褐色土（10YR4／2）　○△
黒褐色土（10YR2／2）　○○
灰黄褐色土（10YR4／2）　○△
灰黄褐色土（10YR4／2）　○△
灰黄褐色土（10YR4／2）　○○
黒褐色土（10YR3／2）　○○

　灰を含む。

黄褐色土ブロックを多く含む。

　灰を含む。

　H－20埋土
黄褐色土ブロックを多く含む。
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H－23号住居跡　D－1セクション
1　灰黄褐微砂（10YR5／2）　×△　細砂を30％含む。
2　褐灰色土（10YR4／1）　△○　φ5mmのHr－FP軽石を1～2％、φ10mmの黒色土ブロッ
　クを2～3％含む。

H－23・45号住居跡　南壁と南北ベルトセクション
1　灰黄褐色土（10YR5／4）　△△　現耕作土
2　灰黄褐色土（10YR4／2）　×○　φ5mmの白色軽石を！5％含む。客土
3　灰褐色土（！0YR5／1）　×○　φ0．5～3mmの白色軽石を10％含む。旧耕作土
4　黄榿色土（10YR7／8）　△○　φG．5～1mmのAs－B軽石を10％含む。鉄分沈殿（班鉄）
　層

5　灰褐色土（10YR5／1）　△△　φ0，5～1mmのAs－B軽石を20％含む。As－B混土層
6　灰褐色土（7．5YR4／2）　○△　φ1～20mmの黄榿（10YR7／8）色土粒を40％含む。
7　灰褐色土（7．5YR4／2）　○△　φ5～20mmのHr－FP軽石を3～4％、微砂を若干含む。
8　灰褐色土（7．5YR4／2）　○△　φ10～20mmのHr－FP軽石を1～2％、φ10～30mmの明
　黄褐（10YR6）色土ブロックを10％含む。

9　灰黄褐色土（！0YR4／2）　○×　φ20～30mmのHr－FP軽石を1～2％、φ10～30mmの
　明黄褐（10YR6／8）色土ブロックを15％、φ5～10mmの焼土粒を1～2％含む。

E　　　　　　　　　旦

0

10

11

12

13
！4

黒褐色土（10YR3／2）　○○
にぶい黄榿色土（10YR6／4）

黒褐色土（10YR2／1）　△△
黒色灰層（10YR2／1）　△×
黒褐色土（10YR3／2）　○×

H－24号住居跡
1　現耕作土

2
3
4
5
6
7

にぶい黄榿（10YR6／4）色微砂20％含む。
○△　微砂を多く含む。

φ5～！0mmの焼土粒を5％、灰を含む。

灰層

H－23埋土

南壁とベルトセクション

　1：30　　　　　　1m
－丁皿　　一』一一一皿－　

H－45号住居跡　竃セクション
1　褐灰色土（10YR4／！）　×△　灰を20％、φ3～5mmの焼土粒を！0％、φ20mmの

　浅黄榿（！0YR8／4）色ブロックを2～3％含む・
2　褐灰色土（！0YR4／1）　XO　φ3～5mmの焼土粒を15％、灰を20％含む。
3　暗灰色灰層（N3）　××　灰層

4　灰色灰層（N5）　××　にぶい榿（5YR6／4〉色焼土を10～15％含む灰層
5　にぶい黄榿色土（！0Y’R7／2）　×△灰を5％含む砂層
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暗赤褐色土（5YR3／3）　△○　鉄分沈殿（班鉄）層

褐灰色土（10YR5／1）　○○　旧耕作土
褐灰色土（7．5YR5／1）　△○

にぶい黄褐色土（10YR5／3）　△○　鉄分沈殿（班鉄）層
褐灰色土（7．5YR4／2）　○O　Hr－FP軽石を5％含む
黒色土（7．5YR2／1）　○△　炭化物を多く、焼土をわずかに含む。竈由来か？
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Fig．13　H－1920234524号住居跡
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H－25号住居跡　竈セクション
1　暗灰色灰層（N3）　△×　φ3～5mmの焼土粒を3～4％含む。灰層
2　褐灰色土（10YR4／！）　○○　φ3～5mmの焼土粒を5％含む。
3　赤褐色土（2．5YR4／8）　×○　焼土層
4　黄褐色土（10YR5／6）　△○　φ5～10mmの焼土粒を1～2％、φ5～10mmのHr－FP
　軽石を2～3％含む。
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伊 映

　　　H－25号住居跡　北壁セクション
　　　！　灰黄褐色土（10YR5／2）　△○　現耕作土
　　　2　褐灰色土．（5YR4／2）　×△　鉄分沈殿（班鉄）層
　　　3　灰黄褐色土（10YR5／2）　△○　φ3－5mmの白色軽石を10％含む。旧耕作土
　　　4　黄褐色土（2，5Y5／6）レ×○　明褐（7．5YR5／8）色斑点がみられる。鉄分沈殿（班

④　　　　鉄）層
　　　5　黄褐色土（2．5Y5／6）　×○　明褐色斑点がみられ、φ05～1mmのAs－B軽石を5％含む。
　　　6　黄褐色土（！0YR5／6）　△○　φ5－！0mmの焼土粒を1～2％、φ10mmのHr－FP軽石
　　　　を2～3％含む。
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H－26号住居跡　北壁とベルトセクション
！　現耕作土
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灰黄褐色土（10YR6／2）　△O　W－23埋土
明黄褐色土（10YR6／6）　△O　As－B軽石を10％含む。
灰褐色土（7．5YR5／2）　○O　Hr－FP軽石を5％、As－C軽石をわずかに含む。

にぶい黄榿色土（10YR5／3）　Hr－FP軽石・As－C軽石をわずかに含む。
黄褐色土（2．5YR5／4）　OO　粘質土粒を5％、Hr－FP軽石・炭化物をわずかに

含む。

7　にぶい黄榿色土（10YR5／4）　○O　Hr－FP軽石をわずかに含む。
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H－27

　　　　H－26号住居跡　竈セクション

　2m　1　にぶい黄榿色細砂（10YR6／3）　○O　Hr－FP軽石5％、焼土粒をわずかに含む。
　　　　2　灰黄褐色細砂（10YR6／2）　○○　黒色土ブロックを5％、Hr－FP軽石・焼土粒
　　　　　をわずかに含む。

　　　　3　灰褐色粗砂（7．5YR6／2）　△○　焼土を5％含む。

④
　　　　4　焼土層
　　　　5　灰層
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　　H－27号住居跡　ベルトセクション
　　　！　黒褐色土（10Y’R3／2）　○△　φ3～10mmの黄褐（10YR5／6）色土ブロックを10％、

　　　φ10mmの黒褐（！0YR2／1）土ブロックを5％含む。
　　　2　黒褐色土（10YR3／2）　○×　φ3～10mmの黄褐色土ブロック、φ10～30mmの黒褐色土

　　　ブロックを10％、φ5mmのHr－FP軽石を2～3％含む。
　　　3　黒褐色土（10YR3／1）　○×　φ3～10mmの黄褐色土・φ10～30mmの黒褐色土ブロック

　　　を5％含む。
　　　4　黒褐色土（10YR3／1）　○×　黄褐色土ブロックを2％、φ1～3mmのHr－FP軽石を1

　　　～2％含む。
　　5　黒褐色土（10YR3／1）　OO　φ20～50mmの黒褐（10YR2／1）色土ブロックを40％含む。Bグ

H－27号住居跡　竈セクション

1　H－27ベルトセクション1層と同じ。

2　にぶい黄榿色粘質土（！0YR6／3）　○△　φ5～10mmの浅黄榿（！0YR8／4）色粘質ブ
　ロックを10％含む。竈崩落粘土

3
4
5
6
7
8

榿色土（5YR6／6）　×△　焼土層

黒褐色土（10YR3／2）　○△　φ3～5mmの榿色焼土粒を！0％含む。
黒色灰層（10YR1．7／1）　××　炭化物を40％近く含む灰層

褐灰色灰層（10YR5／1）　××　φ2～3mmの焼土粒を2％含む。
黒褐色灰層（10YR2／2）　△△　灰層
褐灰色灰層（10YR4／1）　△△　φ10mmの浅黄燈色土ブロックを10％含む灰層

Fig．14　H－25～27号住居跡
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W－27

C

H－28

2

1
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S　　　3

0 1：30 1m

ロロ

吻・

Cノ

レ
H－28号住居跡　竈セクション
1　ベルトセクション6層と同じ。

2
3
4
5
6

ベルトセクション7層と同じ。
黒色土（10YR2／！）　△△　鱒5mmのHr－FP軽石42～3mmのAs－C軽石を2％含む。
黒褐色土（10YR2／2）　○△　5～10mmの焼土粒を10％含む。
明赤褐色土（5YR5／8）　×○　焼土層
黒色土（！0YR2／2）　△○　¢2～3mmの焼土粒を2％含む。

Lニ76．3m

1
2

C
3

0 1：60

5 4　　5　C

68

H－28号住居跡　ベルトセクション
1　にぶい黄褐色土（！0YR5／3）　×○　黄榿色土を10％含む。客土
2　にぶい黄褐色土（10YR5／3）　×O　φ1～3mmの白色軽石を5％含む。現耕作土
3　にぶい黄榿色土（10YR6／3）　×○　鉄分沈殿（班鉄）層
4　灰黄褐色微砂（10YR6／2）　×○　細砂を30～40％含む。W－27埋土
5　暗褐色土（7，5YR3／3）　×○　黄榿（10YR7／8）色斑点がみられ⑳．5～1mmのAs－B軽石を
　30％含む。

6　黒褐色土（10Y’R3／2）　△△　φ5～10mmのHr－FP軽石を3％、焼土粒を！～2％含む。
7　黒色土（10YR2／1）　△×　φ20mmの明黄褐（10YR6／8）色土ブロックを5％、φ5～10mm
　のHr－FP軽石を1～2％含む。
8　黒褐色土（10YR3／2）　△×　黄褐（！0YR5／6）色土を30～40％近く含む。

2m

0

o

Iq

い

ざ

ゆ
日

o

o

H－29

㊨

sb

B

O

●

H－29号住居跡
1　現耕作土

2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

ベルトセクション

鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層、As－B混土層

黒褐色土（10YR3／1）　△△
黒褐色土（10YR3／1）　○×
黒褐色土（10YR3／1）　OO
黒色土（10YR2／1）　○○
黒色土（10YR2／1）　OO
黒褐色土（10YR3／1）　○○
黒褐色土（10YR3／1）　○×

H－29号住居跡
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
1！

12

1＞

As－B混土層

　焼土ブロックを含む。
上面硬化し床面となる。

焼土を30％含む。

　　　　　竈セクション
撹乱
撹乱
灰黄褐色土（10YR4／2）　×○　白色軽石を含む。
黒褐色土（10YR3／2）　△△　白色軽石を含む。
榿色土（10YR7／6）　××　焼土（10YR7／6）ブロックを含む。
黒褐色土（10YR3／2）　△△　白色軽石を含む。焼土粒50％混じる。
黒褐色土（10YR3／2）　×△　焼土粒混じる。
榿色土（10YR7／8）　X×　下部は灰層
黒色土（10YR2／1）　××
にぶい黄橿色土（10YR6／4）　○△
黒褐色土（10YR3／1）　△△　B混土層
にぶい黄榿色粘質土（10YR4／3）　00

●3

、≧

iq
c　　L＝76．3m
一　　　　　　10　　　5
6＿　8

C

1：60

B’ B　L＝76・3m　　　　　　　　　　B〆A

0

L＝76．3m

　1　　36

Aグ

2m

1：30

　　　　　　45

”蹴

6形

1m

H－30号住居跡　ベルトセクション
！　灰黄褐色土（10YR5／2）　××　現耕作土

2　灰黄褐色土（10YR5／2）　×△　にぶい赤褐（5YR5／4）色の斑点有り。鉄分沈殿
　（班鉄）層

3　灰黄褐色土（10YR5／2）　×△　φ3～5mmの白色軽石を5％含む。旧耕作土
4　暗褐色土（7．5Y’R3／3）　×○　φ0，5～1mmのAs－B軽石を15％、φ0．5～5mmの黄鐙

　（10YR7／8）土粒を10％含む。上部鉄分沈殿（班鉄）層

5　黒褐色土（10YR3／2）　△△　φ2～5mmのHr－FP軽石を5％、φ5mmの焼土粒・φ

　5mmの炭化物1～2％含む。
6　黒褐色土（10YR3／2）　△△　φ10～15mmの明黄褐（10YR6／8）色土ブロックを10
　％、φ5mmのHr－FP軽石45～10mmの焼土粒を2～3％含む。
7　黒褐色土（10YR2／2）　○△　φ20～30mmの黄褐（10YR5／8）色土ブロックを15％
　含む。

8　黒褐色土（！0Y’R2／2）　O△　φ10mmの黄褐色土ブロックを10％含む。

㊤
　　　A A

　　　㎝1田

　　　　　1吸

司

・Dl

H－30

●1

Lニ76．2m 1 2

A
3

　　　　　5　　　　4

Aノ

0 1：60 2m

Fig．15　H－28～30号住居跡
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H－31号住居跡　竈セクション

1　黒褐色土（10YR3／1）　0△

0 1：30 1m

H－31・32・33号住居跡　西壁セクション

2

　　　　　　　　B

　3　　　1

茎§

R

u
lI

蕊
QO
ヨ

1：60

lm

C’

D

●3

H－33

2m

④

A

。oノ

1

C

A

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

現耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土
暗褐色土（10YR3／3）　△△　As－B混土層、上部鉄分沈殿（班鉄）層
黒褐色土（10YR3／2）　○○　白色軽石を含む・
暗褐色土（10YR3／3）　○○　浅黄榿色粘質土粒・焼土粒をわずかに含む。
灰黄褐色土（10YR4／2）　○○　浅黄榿色粘質土粒・焼土粒・黒色土ブロックを30％含む。
淡黄色土（2．5Y8／4）　△○　粘質土。焼土粒・黒色土ブロックを10％含む。
灰黄褐色土（10YR4／2）　○△　浅黄榿色粘質土ブロックを10％、黒色土ブロックを含む。
淡黄色土（2．5Y8／4）　○○　上部床面
黒褐色土（10YR3／2〉　○○　白色軽石をわずかに含む。
黒褐色土（10YR3／2）　○○　白色軽石をわずかに含む。

H－32号住居跡　竈セクション
1　暗褐色土（10YR3／3）　×△　橿（10YR7／8）色焼土を20％含む・
2　褐灰色土（！0YR4／1）　○O　As－B軽石を含む・
3　暗褐色土（10YR3／3）　○0
4　榿色土（5YR6／8）　×○　粘質土ブロックを10％含む。
5　暗褐色土（10YR3／3）　○○　澄（5YR6／8）色焼土を5％含む。
6　緑黒色土（5YR1．7／1）　○×　灰層
7　暗褐色土（10YR3／3）　○○　竈掘り方。
8　暗褐色土（10YR3／3）　○△　白色軽石を含む。

A 　L＝76．1m　　　　　　　　　　　　　A

H－33号住居跡
0

B L＝76．1m

　2

　　　584

B

0

1：30 1m

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

　　　　　　竈セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿　　　
＿．黒褐色土（10YR2／3）　○△

灰黄褐色土（10Y’R4／2）　○△
黒褐色土（10YR3／2）　○△
淡黄色土（5Y8／3）　△△　粘質土ブロックを含む。
榿色土（5Y7／6）　○△灰を10％含む。

　にぶい黄榿色土（10YR7／4）　△△　焼土を10％含む。
榿色土（5YR7／6）　△△灰を40％含む。
暗青灰色灰層（5YR4／1）　△×　灰層
淡黄色土（5Y8／3）　△△　粘質土ブロックを含む。
淡黄色土（7，5Y8／3）　○△　焼土・灰を含む。

DL＝75．8m　　D’

懸や灘㌦黙鷲痴　＿
m
c　L＝76ユm C

1：60

A

2m

H－34号住居跡
1　現耕作土

2
3
4
5
6

ベルトセクション

鉄分沈殿（班鉄）層

旧耕作土

黄榿色土（10YR7／8）

黒褐色土（10YR2／3）
黒褐色土（10YR2／3）

×○

△○

○△

As－B混土層、下部は5層との漸移層
白色軽石を含む。

灰を含む。

ロロ

H－34

約
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㎝
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0 1：60 2m

Fig．16　H－31～34号住居跡
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H－35号住居跡　竈セクション

1　黒褐色土（10YR3／2）　△△
2
3
4
5
6
7
8

黒褐色土（10YR3／1）
黒色灰層（N2〉　△×
暗灰色灰層（N3）　△×

暗灰色灰層（N3）　△×
現耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層

旧耕作土

H－35号住居跡　ベルトセクション

1　黒褐色土（10YR3／2）　△△　φ3～5mmのHr－FP軽石を10％、As－C軽石、φ3
　mmの焼土粒・φ5mmの炭化物を1～2％含む。

㊤
F

0

A

1：30

8　　　　　　ぞ
　　　　　A
1　　　　　　－

2彪

1m

L＝76．2m

㊤

　　　φ5～！0mmの焼土粒を5％、φ5mmのHr－FP軽石を3％含む。

○×　φ8～30mmの焼土ブロックを20％、φ5～！0mmのHr－FP軽石を1～2％含む。
φ10mmの焼土粒をわずかに含む灰層

　φ5mmの焼土粒を10％含む灰層
　φ5mmの焼土を3％含む灰層
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H－36号住居跡
1
2
3
4
5

％
5

　　　　　ベルトセクション
灰黄褐色土（！0YR5／2）　×△
灰黄褐色土（10YR5／2）　△○
旧耕作土

灰黄褐色土（！0YR5／2）　×○
暗褐色土（10YR3／3）　△△

H－38号住居跡
1
2
3
4

0

％

1：60 1m

現耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層

　黒色土ブロックを含む。W－30埋土
As－B混土。上部鉄分沈殿（班鉄）

　　　　　ベルトセクション
現耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層

旧耕作土（土地改良前の溝埋土の可能性有り）

灰黄褐色土（10Y’R4／2）　△○　白色軽石を含む。

H－37号住居跡　西壁・ベルトセクション

L＝76．5m

J
1
　　　2

3
J

5

4

6 揚，

1　現耕作土

2　鉄分沈殿（班鉄）層
3　暗褐色土（7．5YR3／3）
4　暗褐色土（7．5YR3／3）
みられる。

5
6
7
8
9

×○　φ0。5～1mmのAs－B軽石を20％含む。鉄分沈殿（班鉄）層
×○　≠0．5～1mmのAs－B軽石を20％、Hr－FP軽石をわずかに含む。上層より榿色斑点が多く

暗褐色土（10YR3／3）　△○　≠0．5～！mmのAs－B軽石を10％、Hr－FP軽石をわずかに含む。

暗褐色土（！0YR3／3）　△○　≠0．5～！mmのAs－B軽石を5％、にぶい黄褐（10YR6／4）色土ブロックを10％含む。
灰黄褐色土（10YR4／2）　△○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を5％含む。

灰黄褐色土（10YR4／2）　△○　φ50mmのにぶい黄褐色土ブロックを5％含む。

明褐色土（10YR3／4）　△×　φ5～20mmの明黄褐色土ブロックを10％、φ5mmの焼土粒を5％含む。

1：60 2m

Fig．17　H－35～38号住居跡、D－66号土坑
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H－39号住居跡　竈セクション

！　灰黄褐色土（！0YR4／2）　×0
2　灰黄褐色土（！0YR4／2）　×0
3　灰層

1：30 1m

焼土ブロックを20％含む。

　L＝76．1m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＝76．1m
　レ　　　　　　　　　　　，F　　　　　　l　F’　　　　　　　E　　　　　　E
＿一一　　　　　　　　　一　　　　　　　一

蕪1茎隻曇灘薯雛，

　　　　　　　　　　土ブロックを含む。

白色軽石を含む。

白色軽石、黄榿色
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H－39号住居跡　D－1号土坑セクション
1　現耕作土

2　鉄分沈殿（班鉄）層
3　暗褐色土（7．5YR3／3）　×○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を20％含む。鉄分沈殿（班鉄）層
4　暗褐色土（7，5YR3／3）　×○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を20％、Hr－FP軽石をわずかに含む。
　上層より榿色斑　点が多くみられる。

5　H－39埋土
6　黒褐色土（10YR2／2〉　△○　φ5mmのHr－FP軽石1～2％、φ5～15mmの焼土粒を3％含む。
7　黒褐色土（10YR2イ2）　△○　砂利ブロックを5％含む。

u

L＝76．3m

2　1 0 1：30

蜜
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麟1馨離◎、懲欝驚
。D　　　　　炭化物を3％含む。

　　　　　5　明黄褐色土（10YR6／6）
　1m　　　6　褐灰色灰層（10YR4／1）

3 H’

××

△×　φ5～10の焼土粒を10％含む。
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Ir

轟

ω

㎝

愚。

　　　　1rl

N

Ir

H－46
カマド

○

勉

㊨
＼

H－40号住居跡
1
2
3
4
5
6
7

　　　　　竈セクション’
にぶい黄褐色粘質土（10YR4／3）
赤褐色土（2．5YR4／8）　○○

にぶい黄褐色土（10YR4／3）

黒褐色土（10YR3／2〉　△○
黒褐色土（10YR3／2）　△○
暗灰色灰層（N3）　××　灰層
にぶい黄褐色土（10YR4／3）

　　○○　灰黄褐（10YR6／2）色粘質土を30％含む。竈天井部粘質土か？
焼土層

△△　φ2～5mmの焼土粒・φ2～3mmのHr－FP軽石をわずかに含む。
≠5mmの焼土粒をわずかに含む。
φ5mmの焼土粒を5％含む。

○○　φ50mmの灰黄褐色粘質土を5％、φ5mmの焼土粒をわずかに含む。

い
Il

ざ

ゆ
唐

J

J

H－42

暫3

b

漣1

乏
、

渇

⑧
　2

＼

＼＼

Jア

H－40・42号住居跡
1　灰黄褐色土（10YR5／2）
2　灰黄褐色土（10YR5／2）
3　暗褐色土（7．5YR3／3）

4

5
6

7

8

西壁セクション

　黒褐色土（10YR3／2）

クを1～2％含む。
　暗褐色土（10YR3／3）

　現耕作土

　赤褐（5YR4／6）色斑点を有する。鉄分沈殿（班鉄）層
×○　φ0．5～！mmのAs－B軽石を5～10％含む。鉄分沈殿（班鉄）層

△×　φ2mmのHr－FP軽石を5％、明黄褐（10YR6／6）色土ブロッ

　　　　　　　　　　　△○　φ3～5mmのHr－FP軽石、φ3mmの焼土粒をわずかに含む。
　にぶい黄褐色土（10YR4／3）　△O　φ3～5mmのHr－FP軽石を3％、φ2mmのAs－C軽石・
φ3～5mmの焼土粒をわずかに含む。
　にぶい黄褐色土（10YR5／3）　○△　φ3～5mmのHr－FP軽石を5％、φ5～10mmの焼土粒を
2～3％含む。

　黄褐色土（10YR5／6）　OO　φ10～50mmの黒（10YR2／2〉色土ブロックを30％含む。張り
床

H－42号住居跡
1　灰黄褐色土（10YR5／2）
2　灰黄褐色土（10YR4／2）
3　黒褐色灰層（10YR3／1）
4　黒褐色土（10YR3／2）

　mmの炭化物をわずかに含む。

5　黒褐色灰層（10YR3／1）
6　暗褐色土（10YR3／3）

7

竈セクション

「

L＝76．3m 3　5遺物
　　　　46

112

％

J

0 1：60 2m

　○△　φ2～3mmの白色軽石を5％含む。W－33号溝埋土
　○△　φ2～3mmの白色軽石を5％含む。W－33号溝埋土
　××　灰層

△○　φ5～10mmの焼土粒を2％、φ5mmのHr－FP軽石・φ10

　　　　　　　　　　　△×
　　　　　　　　　　△△
H－42号住居セクション6層

Fig．18　H－39・40・42号住居跡

　φ5～10mmの焼土粒を5％含む灰層
φ5mmの焼土粒をわずかに含む。
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A
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H－41

　L＝76，1m
A
＿　　　　6　　　　7

也

A虐

A

〔n＼

也

ゆ

倒

oり

しΩ

卜

o

ゆ

9
H
曽

II

一

口D

醸

oり

o

H－41号住居跡
！

2
3
4
5
6
7
8

　　　　　ベルトセクション
現耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層

旧耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層（As－B混土層）

灰黄褐色土（10YR6／2）　×○
灰黄褐色土（10YR4／2）　○○
灰黄褐色土（！0YR6／2）　×○

褐灰色土（10YR6／1）　△O

白色軽石・黄榿色土粒を含む。

W－29号溝埋土

1、

％ 0 1：60 2m

④
ir

　－
　II

　刈
　刈
　の
　湾
㎝

「「

H－43号住居跡
1
2
3
4
5
6
7

　　　　　竈・
灰褐色土（10YR4／2）

黒褐色土（10YR3／2）
明黄褐色土（10YR7／6）
暗褐色土（10YR3／3）

黒褐色土（！0YR3／2）
黒褐色土（10YR2／3）

榿色土（10YR7／8）

ベルトセクション

醸

阜

o

刈

C
E
、

△○　焼土粒・白色軽石をわずかに含む。

　○△　焼土ブロックを10％、灰を含む。

　○×　下部に灰層がみられ、焼土粒を20％含む。
○○　張り床

　×○　白色軽石を含む。

　×O　白色軽石・黄榿色土ブロックを含む。
×○　焼土ブロックを含む。

D－1

H－43

D

C
Dア

D L＝77．Om
6

4
2　　3

○

D

D－2

20
2 1

E
、

n
0

形
1：30　　　　　1m

r1

C　L＝77．Om
－　　　　　　　　4 5　　　カマド

C ④

形

0

　　L＝75、9m
E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

1：60 2m

G
L＝76．2m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G G
H
＼

H－47

診
　　℃

o

1

　D－2　　14

◎∠、二・

　　　　　　●10

3●

●17

13

1難難顯1

雛灘
鷲1◎、彦8

　　　　4

1
●

●

9

7

　　H15
　　＼

H－47号住居跡
1
2
3
4
5
6
7

　　　　　ベルトセクション
暗褐色土（10YR3／3）　○△
黒褐色土（10YR3／2）　○△
にぶい黄褐色土（10YR5／3）

黒褐色土（10YR3／2）
榿色土（10YR6／8）
黒褐色土（10『YR3／2）

黒褐色土（10YR3／2）

　○△

×△

○△

　○△

　白色軽石を含む。

　白色軽石をわずかに含む。

　O△　浅黄榿（10YR8／3）色粘質土ブロックを含む。
　白色軽石・灰を含む。

下部に灰層がみられる。

　白色軽石を多く含む。

　白色軽石をやや含む。

H

16

G

H　　L＝76．2m

0 1：60 1m

Fig．19　H－4143・47号住居跡
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⑪
W－2

切

W－1
匝

L＝76．Om

A A’

B　　　　　　　　　B

W－1号・2号溝跡
1　明黄褐色土（10YR6／6）
2　明黄褐色土（10YR6／7）
3　明黄褐色土（10YR6／6）
4　明黄褐色土（10YR6／6）
　色土ブロックを含む。

5　黒褐色土（10YR2／2）×○

××

××

×X

××

φ3～5mmのHr－FP軽石を10％含む。

φ1～2mmのHr－FP軽石をわずかに含む。
φ5mmのFP軽石、φ3mmのAs－C軽石を5－7％、 φ10mmの暗褐（10YR3／3）

φ6mmのHr－FP軽石、φ2mmのAs－C軽石を3～5％含む。

L＝76．1m

1
　　　　　　　　　　　　　2

W－2号溝跡
1　灰黄褐色土（10YR5／2）
2　灰黄褐色土（10YR4／2）
3　褐色土（7．5YR4／3）
分沈殿（班鉄）がみられる。

4　暗褐色土（10YR3／3）
5　灰褐色土（7．5YR4／2）
6　明黄褐色土（10YR6／6）
　色土ブロックを含む。
7　黒褐色土（10YR2／2）

　△△　現耕作土
　△○　φ0，5～1mmのAs－B軽石を15～20％含み、上面に鉄分沈殿（班鉄）層
△○　φ0．5－1mmのAs－B軽石を20～25％、φ5mmのHr－FP軽石を2～3％含み、上面に鉄

○△
○△
××

φ3～5mmのHr－FP軽石及びAs－C軽石を2～3％、細砂を含む・
φ3－5mmのHr－FP軽石及びAs－C軽石を2～3％、細砂を含む。
φ5mmのHr－FP軽石・φ3mmのAs－C軽石を5～7％、φ10mmの暗褐（10YR3／3）

×○　φ6mmのHr－FP軽石・φ2mmのAs－C軽石を3～5％含む。 ⑱ W－7

W－10

C
H－8

C

W－5

H－5

L＝96．Om

C　　　　　　　C

W－5号溝跡
1　にぶい黄褐色土（10YR7／3）　○×　As－C軽石、砂礫ブロックを含む。

D

D－31

D

Lニ76．3m

ε
、

　　　　　　1

　－2－　　　　3　　　　　　　，

D一二D撫…一

W－6号溝跡
1　褐灰色土（10YR4／1）　××
2　褐灰色土（10YR4／1）　×△
3　褐灰色土（10YR5／1）　×0
4　黄褐色土（10Y’R7／8）　×0
5　黒褐色土（10YR3／1）　×△
6　黒褐色土（10YR2／2）　○△
7　明黄褐色土（10YR7／6）

現耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土
As－B軽石混土
As－B軽石混土

O×　砂層

『

㊤
　　　　、
　　　　　、

い一3

W－11
L＝76．Om

W－11号溝跡
1　現耕作土

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12

鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土
黄榿色土（10YR7／8）　×○　白色軽石を含む。鉄分沈殿（班鉄）層
明黄褐色土（10YR6／6）　×○　白色軽石を含む。
明黄褐色土（10YR7／6）　△○　白色軽石を含む。
灰黄褐色土（10YR6／2）　XO　黄橿色土、白色軽石を含む。
明黄褐色土（10YR7／6）　○△　白色軽石を含む。
灰黄褐色土（10YR5／2）　OO　白色軽石を含む。
にぶい黄褐色土（10YR5／3）　×○　白色軽石を含む。
褐灰色土（10YR6／1）　××　As－B軽石混土層
灰白色砂層（10YR7／1）　××　As－B軽石純層（As－Bユニット）

㊤

W－6

L＝76．1m

E　　　　　　　　　　　E

D－31号土坑
1　にぶい黄褐色土粗砂（10YR4／3）
2　黒褐色土細砂（10YR3／2）　○0
3　にぶい黄褐色土細砂（10YR4／3）
4　にぶい黄褐色土細砂（10YR4／3）

×○　白色軽石を含む。
白色軽石を含む。

OO　黄褐色土ブロックを含む。
○○

F F’

L＝76．Om

　　12

1
2

1

3
G 4 G

笏
・賜

4 5
5 6

0 1：60 2m

W－7・10号溝跡
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

現耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
明黄褐色土（10YR6／8）　OX
褐灰色土（10YR4／1）　○×
褐灰色土（10YR4／1）　○○
黒色土（10YR2／1）　○△
褐灰色土（10YR4／1）　××
にぶい黄褐色土（10YR5／3）
褐灰色土（10YR6／1）　×○

白色軽石を含む。

F

笏 砂層

×O　W－17埋土
W－17埋土

Fig．20w－1　2　5　6　7　10・11号溝跡　D－31号土坑
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i…1

　・1
L＝76．1m

　　　　1

＿2＝　　　　3

　　　W－14
△

W－14号溝跡
1　褐灰色土（10YR4／1）

2
3
4
5
6
7
8

　　　　　　　　　　×O　現耕作土
褐灰色土（10YR4／1）　×○　明赤褐（5YR5／6）色斑点を有する。鉄分沈殿（班鉄）層

撹乱（客土）
褐灰色土（10YR5／1）　×○　旧耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
明黄褐色土（10YR6／8）　×○　下部にAs－B軽石を含む。
明黄褐色粘質土（10YR6／8）　OX
黒褐色土（10YR3／1）　△△W－14埋土

F F虐

W－13 W－8 W－12A

L＝76．2m

④

㊤

ω

D

　一L2＼
　　　　3
F’卜一一F’

懸一
W－9号溝跡
！

2
3
4
5

現耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土
明黄褐色土（10YR6／8）
黒褐色土（10YR3／2）

W－9

　×○　下部にAs－B軽石がみられる。

×O　As－B軽石を含む砂層

W－18

G
W－19号溝跡

1
2
3
4
5
6
7

㊤

Gグ

現耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
黄褐色土（10YR5／6）
黒褐色土（10YR3／1）

　　⑨

“

Lゴ76．1m

　＿＿＿＿し2－
　　　　　3

　－4｝　　，G－5スG－　　6　　　　　　一

　　　　　　　　　　×O
　　　　　　　　　　XO
にぶい黄褐色土（10YR5／3）

As－B軽石、白色軽石を含む。
As－B軽石を多く含む。

×△W－19埋土

ぢ一

！

C C’　C

L＝76．1m

C い

ー

L＝76．1m

H　　　　　　　　　Hノ

B
B■

W－8号。12溝跡
1　褐灰色土（10YR4／1）　×△W－12埋土
2褐灰色土（・・YR4／・）×△黒褐（・・YR3／2）色土ブ・ックを含む・下部に礫混粗砂が目立つ・W－8埋土 ④

W－16

よ＿＿ユ　　　　　　1

－2　　　　　　　　　　4B　　3　　5　　　　B’
一一 　　　　　　　　　　7．一
　　　　　8

勿

W－13号溝跡

W－15

β
　S

㊨

S

S

1
2
3
4
5
6
7
8

褐灰色土（10YR4／1）
褐灰色土（10YR4／1）
褐灰色土（10YR5／1）　×○
褐灰色土（10YR4／1）　×○
褐灰色土（10YR4／1）　×○
明黄褐色粘質土（10YR6／8）
褐灰色土（10YR4／1）　×○
明黄褐色土（10YR6／8）

×○　現耕作土
×○　明赤褐（5YR5／6）色斑点を有する。鉄分沈殿（班鉄）層

D 1

　旧耕作土
　砂層
馨要・9層が混じる・　　　　㊤

　砂層
XO　5層が若干混じる。下部にAs－B軽石を含む。W－13埋土

E　L＝76・Om　　Eノ
ー　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　1

愚62　　47
・形

E

　／㊥

9

D

D－60号土坑
1　灰黄褐色土（10YR4／2）
2　黄灰色土（2．5Y4／1）
　クを15％含む。
3　黄灰色土（2．5Y4／1）　○0
4　にぶい黄褐色土（10YR4／3）
5　黄灰色土（2．5Y4／1）　○△
6　褐灰色土（10YR4／1）　○△
7　灰色粘質土（N4）　○△
8　黒褐色土（10YR3／1）　△X
9　黒褐色土（10YR3／1）　××

　×○　φ5～7mmの白色軽石（発泡性有り）を5％含む。W－25埋土
△○　細砂を30％、φ20mmの明黄褐（10YR6／6）色土・黒褐（10YR2／3）色土ブロッ

細砂を15％含む。
○○　明黄褐色土を10％含む。
φ10mmの明黄褐色土・黒褐色土ブロックを10％含む。
φ50mmの明黄褐色土・黒褐色土ブロックを10％含む。

細砂を30％、φ10－50mmの明黄褐色土・黒褐色土ブロックを10含む。
細砂を30～40％含む。

E

目
集

3

J

￥＼￥￥

づ￥＼＼、
　＼￥＼＼￥

夕￥

Lニ76．1m

Lユ

W－18号溝跡
1
2
3
4
5
6
7
8

現耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
客土
旧耕作土
明黄褐色土（10YR6／8）　XO
褐灰色土（10YR6／1）　○○
明黄褐色粘質土（10YR6／8）
灰黄褐土（10YR5／2）　××

1

㊤

W－20

Jノ

　　　　1

J二遇±二∠二J’
＿　　　　4　　　　一．

糠．
W－20号溝跡

1
2
3
4
5
6

L＝76．1m

Lユ　　　1

上挙工

下部にAs－B軽石がみられる。

○×
黒色土ブロック、As－C軽石を含む砂層、W－18埋土

灰黄褐色土（10YR5／2）　△△　現耕作土
灰黄褐色土（10YR5／2）　△O　鉄分沈殿（班鉄）層
灰黄褐色土（10YR4／2）　△○
褐色土（7．5YR4／3）　△○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を20～25％含む。As－B混土層
にぶい黄褐色土（10YR4／3）　△△　φ3～5mmのHr－FP軽石をわずかに含む。
榿色土（7，5YR6／8）　○△　Hr－FP軽石がわずかにみられ、4層をベースとし榿色シルトブロックが全体的に広

がる。

L＝76．1m

D

1

し3
4

一 一＿7 6　　　　　7

8雛

Dダ

W－15・16号溝跡
1
2
3
4
5
6
7
8

現耕作土
客土を主体とした鉄分沈殿（班鉄）層

旧耕作土
明黄褐色土（10YR6／8）　×○　下部にAs－B軽石を含む。
明黄褐色粘質土（10YR6／8）　Ox
黒褐色土（10YR3／1）　△△W－15埋土
明黄褐色土（10YR6／6）　○×
褐灰色土（10YR6／1）　×○　黒褐（10YR6／1）色土ブロックを30％含む砂層

0 1：60 2m

Fig．21w－8　9　121314・151618・1920・25号溝跡　D－60号土坑 一63・64一



W－22　W－21 L＝77．Om

↓B　W－24B’ ④
1

B二二二－二B

④

一と一

物

W－29

W－24号溝跡

1　灰黄褐色土（10YR5／2）

2
3
4
5
6

灰褐色土（5YR4／2）

灰黄褐色土（10YR5／2）
黄褐色土（2．5YR5／1）

黄褐色土（2．5YR5／1）

褐灰色粗砂（10YR6／1）

　○△現耕作土
△×　鉄分沈殿層

　○△　φ3～5mmの白色軽石を10％含む。旧耕作土
○×　φ1～2mmの白色軽石を5～7％含む。明褐色斑点がみられる。
○×　φ1～2mmの白色軽石を5～7％含む。明褐色斑点がみられる。

　○×　φ1cmの角の取れた軽石

④ L＝75．8m

1
2

3

C

A A’

　　　　L＝76．1m
C’　C　　　　　C’

雛

W－21・22号溝跡
1　灰褐色土（！0YR5／2）

2
3
4
5
6

　　　　　　　　　　△○　現耕作土
灰褐色土（5YR4／2）　×○　細砂を10～15％、φ3mmの白色軽石をわずかに含む。鉄分沈殿層
灰黄褐色土（10YR5／2）　△○　φ3～5mmの白色軽石を10％含む。旧耕作土
1登色土（10YR6／8）　△○　鉄分沈殿（班鉄）層
褐色土（5YR4／3）　△○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を15％含む。

褐灰色土（10YR4／1）　×○　細砂を40％近く含む。W－21・22埋土

W－28号溝跡
1　現耕作土

2
3
4
5

L＝76．3m

婆F↓F　　4

『死

鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層、As－B混土層

褐灰色粗砂（1QYR6／1）　×○　黒色土ブロック、As－B軽石を多く含む。W－28埋土

　　　　　◎

FW－28レ

W－29号溝跡

1　褐灰色土（10YR6／1）　△○ W－29埋土

D
W－32 　，　W－31

旦
　　　　　2
D　　　3

1

　5　D’

IE④

ピ

Lニ76，3m

　μ、E　　　1　2E

『聯
乏
、

巳

㊤ 勿

W－31・32号溝跡

1　灰黄褐色土（10YR5／2）　×△

2　灰黄褐色土（10YR5／2）　△0
3　灰黄褐色土（10YR6／2）　×O
　含む。

4　にぶい黄榿色粗砂（10Y’R5／3）

　32埋土

5　W－31埋土

D－65号土坑

1　灰黄褐色土（10YR4／2）
2　灰黄褐色土（10YR4／2）
3　灰黄褐色土（！0YR5／2）

△O

△○

△○

現耕作土

鉄分沈殿（班鉄）層

榿色土ブロック、白色軽石、礫を

○○　白色軽石を多量に含む。W一

D－65

Gl

G’

覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝76．3m
　　　　　　　　　　　　　　　G　2G

W－27号溝跡

1　にぶい黄褐色土（10YR5／3）　×O　φ1～3mmの白色軽石を5％含む。現耕作土
2　にぶい黄榿色土（！0YR6／3）　×O　鉄分沈殿（班鉄）層

3　灰黄褐色土（10YR6／2〉　×O細砂を30～40％含む。W－27埋土
0 1：60 2m

Fig。22w－2122・24・27～29・3132号溝跡

一65一



㊨
A　W－35　A’

L＝76．Om

1
　　　2

　一　ノA　　　　3　　　A

W－35号溝跡
！

2
3
4
5

6

　灰黄褐色土（10YR5／2）　△○　現耕作土
　灰褐色土（5YR4／2）　×○　細砂を10％、φ3～5mmの白色軽石をわずかに含む。鉄分沈殿層
　灰黄褐色土（10YR5／2）　△○　φ3～5mmの白色軽石を10％含む。
　鐙色土（10YR6／8）　△○　鉄分沈殿（班鉄）層
　灰黄褐色土（10YR5／2）　×△　φ10～30mmの礫を20％、φ5mmの明黄褐（10YR6／8）・色土粒を
10％含む。

　灰黄褐色土（10YR5／2）　××　φ5～30mmのHr－FP軽石を20％含む。

岬

燭
　　＼

D－55

φ．

　　L＝75．8m
B　　　　　　　　B’

幅礫籍砂（，＿。。
As－C軽石、5％含む。

④
W－34 W－23

W－33

Lニ76．Om
C　　　　　C

鍼

C
／

C
／

W－36

Dノ

D

Lニ76．2m

L
D 3 5

11

12

9

8

4　D’

諺
W－23・34・36号溝跡
1　現耕作土

2
3
4
5
6
7
8
9
10

1！

12

13

鉄分沈殿（班鉄）層

灰オリーブ色土（5Y6／2）

灰黄褐色土（10YR5／2）
黄榿色（10Y’R8／8）　×○

灰黄褐色粗砂（10YR5／2）

にぶい黄榿色土（10YR6／3）

にぶい黄榿色土（10YR6／4）
にぶい黄褐色土（！0YR5／3）

旧耕作土

黄褐色土（10YR5／2）　△×
にぶい黄褐色土（10Y’R5／3）

褐灰色粗砂（10YR6／1）

△○　白色軽石、礫を含む
　白色軽石を含む。鉄分沈殿（班鉄）層

　△O礫を含まない3層に似る。
　　△O

　　OO
　　△○　黄燈色土ブロックを含む。

　床土化、As－B軽石混土層
　△○　白色軽石を含む。
×○　礫、Hr－FP軽石を含む。

Fig．23w－23・33～36号溝跡

一66一



　　　　　㊨

　D－1

ム◎巴

L＝76．Om

ム痂

　　　　　　④

　　D－2

旦◎区

　L＝75m
B　　　　　　B

④

c　D－5　c／

r9）一
L＝76．2m

　　　2　　　　4　　・

皇簗二

　　D＿6㊧

　　L＝76，1m
D　　　　　　　D’
一　　　　　1　　一

④

　D－7
上£二

L－76．1m壮2
　　　　て
　　　　EJ、＿＿E
　　　吻一

D－8
上◎二

1マ

L＝76．1m

F　l　F

吻一

④

D－9
G　　G’
一◎一

L；76：1m
旦．．1旦

髪

D－10
H　　H一◎一

⑱

L＝76．1m
」±1！±
　　ノ

髪

⑱

・麟
L＝76．1m
　i　　l　　l

一痂

＠

　D－14

⊥ゆエ
D－13

L＝76．！m

J　　l　J

物

⑦

D－15
K　　K
一◎一

L＝76．1m

丘1」≦

髪

D－16、17
一L◎◎」・

L＝76．1m
L　l　L

一笏

齢 　　　D－18　　　〆R，
　　　　　　　　　　＼4、

ML＝76・1m　M・
＿　　　　　　　1　一

　　　　　　㊤　　　　◎

D－1g　　D－21D－29
上L◎亙　　旦◎　◎皇

L＝76。1m

N　　　　N
－　　　1一
　　／

彫

　Lニ76．1m

S　　l　　S，

一痂一

　　　D－22
D－23 ぎ

u ∪

W

L＝76．1m

　　　　　　　　』、k

　　　D－27

！◎竺

D－26
④

T　L＝76．1m　　 Tノ

∪

2
3 ∪

W

L＝76．1m

』ぴ

4

％
D－6号土坑
1　にぶい黄榿色土（10YR6／3）　×○

vL＝76ユm　vア

D－7号土坑
1　にぶい黄褐色土（！0Y’R5／3）　×△　現耕作土
2　にぶい黄褐色土（10YR5／3）　×○　鉄分沈殿（班鉄）層
3　灰黄褐色土（！0YR6／2）　×0
4　褐灰色土（10YR6／1）　×○　白色軽石を含む。旧耕作土
5　明黄褐色土（10YR7／6）　×○　鉄分沈殿（班鉄）層
6　明黄褐色土（10YR6／6）　△○

D－8～10・13～17・19～21号土坑
！　にぶい黄褐色土（10YR6／3）　×○

世

2　　1

4
　　5

3
W

物

L＝76．1m
x　　　　　X

笏魁

D－11・12。24号土坑
1　灰黄褐色土（10YR5／2〉　×O　D－11・24埋土
2　にぶい黄榿色土（10YR6／3）　×O　D－12埋土

D－18号土坑
1　にぶい黄榿色土（10YR6／3）　×○

D－22号土坑
1　黄褐色土（10YR5／6）　×○　白色軽石を含む。
2　褐色土（10YR4／6）　○○　白色軽石を含む。
3　にぶい黄榿色土（10YR6／3）　明黄褐色土ブロックを含む。

D－23号土坑
1　にぶい黄褐色土（！0YR5／3）　×△　現耕作土

0 1：60 2m

D－1号土坑
1　にぶい黄褐色土（10Y’R6／3）　○×

D－5号土坑
1　にぶい黄褐色土（10YR5／3）　×△　現耕作土

2
3
4
5
6

鉄分沈殿（班鉄）層

灰黄褐色土（10YR6／2）　×○
褐灰色土（10YR6／1）　×○
明黄褐色土（10YR7／6）　×○
にぶい黄褐色土（！0YR5／3）

旧耕作土

　白色軽石を含む。鉄分沈殿（班鉄）層
△○　白色軽石を含む。

2
3
4
5
6

鉄分沈殿（班鉄）層
灰黄褐色土（10YR6／2）　×○　土地改良に伴う客土
褐灰色土（10YR6／1）　×○　旧耕作土
明黄褐色土（10YR7／6）　×○　白色軽石を含む。鉄分沈殿（班鉄）層
にぶい黄褐色土（10YR5／3）　△○　白色軽石を含む。

D－26号土坑

1
2
3
4
5
6

にぶい黄褐色土（10YR5／3）　×○　現耕作土
黄榿色土（10YR7／8）　××　鉄分沈殿（班鉄）層
にぶい黄褐色土（10YR6／3）　×△　旧耕作土
黄榿色土（10YR7／8）　×○　鉄分沈殿（班鉄）層、As－B軽石混土層
褐色土（10YR4／4）　△△　白色軽石、黒色土ブロックを含む。
黒褐色土（10YR2／3）　○○　黄榿（10YR7／8）色粘質土ブロックを含む。

D－27号土坑
！　黒褐色土（10YR3／2）　×O　As－C軽石を含む。

D－28号土坑
！　暗褐色土（10YR3／3）　×△　As－C軽石を含む。
2　暗褐色土（！0YR3／3）　△O　As－C軽石、榿（10YR6／8）色土ブロックを含む。

Fig．24　D－1～28号土坑

一67一



　　　D－29
　　　　　　　　　　㊨

・◎墨

　L＝76．1m　　　　　　虐
A　　　　　　　　A

D＿32　＠

旦◎監

　Lニ76．Om
B　　　　　B’

砺

D－34、50、51

C

C

34
o
！も

Lニ76，1m
　　3　2

9
－50

C

㊧　D＿358
　　　旦◎互

L＝76．1m
D　　Dア

髪

　D－36

上◎三

L＝76．1m
E　　　E

笏

8　　D－37　．＼

⑤三
　L＝76。1m　　　虐
F　　　　　　F

　　D－38

・◎隻
㊧　　　　　㊧
　　　　　　D－39

・◎巳
D－49

D－41
1　　Q）
一9

1

④ 　　　　　　　　D＿42④ 　　　　　　　㊦

　　D－44

◎≦
求

D－45
上◎二

　L＝76．1m　　、
G　　　　　　G

　　　　D－47M

HLニ76ユmH’

④
吐

⊥，L＝76．1m　．L

　　　　D－48
　　　　　　　　　　④

J　　Lニ76．1m

　　　D－52　④

・◎・

諺

J
　L＝76．1m

≦4132≦

　　D－54　D－53

エ〈◎◎二

L＝76．2m
L　　　L

＠　　D－56　乱

・◇
Lニ76．1m

2 1

邑

4 3

　　6
ア　　　7

5

％．

M

　L＝76，1m　　 ’

N　　　　　　　N
s　L＝75．8m　　　s 　L＝75．8m

T＿　　　　　1　1
　　　　　　　＼

T

％

UL＝75．8m　u〆
一　　　　　　1　一

D－57　㊦

v　L二75。8m　Vノ

D－34・50・51号土坑
1　暗褐色土（10YR3／3）
2　暗褐色土（10YR3／3）
3　黒褐色土（10YR2／3）

　　　D＿58　⑱

里⊂》

　L二76。Om
W　　　　　　　　W

　　　　　　　　　　」〆’　　D－59　　　、－・

並◎∠Y

D－62

Y’

、凡1

○△　白色軽石を少量含む。
○△　白色軽石を多く含む。

△○　白色軽石混土層

L＝76，2m

　Lニ76．Om　　　’
x　　　　　　　X －

5
　　ヱ

勿・ 1：60 2m

D－39号土坑
1　黒褐色土（10YR2／3）　○△

D－44号土坑
！　黒褐色土（10YR2／3）　○△
2　黒色土（10YR2／1）　○△
3　黒褐色土（10Y’R2／3）　○△

4　黒褐色土（10YR3／2）　○△

D－45号土坑
！　暗褐色土（10YR3／3）　×△
2　黒褐色土（10YR2／3）　○△

白色軽石を含む。

白色軽石を含む。

黄榿色土ブロックを含む。
白色軽石を含む。

白色軽石を含む。

D－48号土坑

1　黒褐色土（10YR3／1）　○△
　≠5mmの焼土粒を2％含む。
2　黒色土（！0YR2／1）　○○

D－52号土坑

1　暗褐色土（7．5YR3／4）　△○

D－53。54号土坑

1　褐灰色土（5YR4／1）　○○

D－56号土坑

1　暗褐色土（10YR3／3）　○○

D－59号土坑

1　黒褐色土（10YR2／3）　○○

φ5mmのHr－FP軽石、≠3mmのAs－C軽石を5％、

φ5mmの焼土粒を2％含む。

As－B軽石を5％含む。

As－C軽石を5％含む。

Hr－FP軽石を5％含む。

D－47号土坑
1　現耕作土

2　鉄分沈殿（班鉄）層
3　旧耕作土

4　鉄分沈殿（班鉄）層
5　明黄褐色土（10YR6／8）
　を2％含む。
6　黒褐色土（10YR・2）
　％含む。

7　黒褐色土（10YR2／2）

×○　φ0・5～1mmのAs－B軽石を5％、φ3mmの明黄褐色土粒

×○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を15％、φ5mmのHr－FP軽石を3

○△

D－62号土坑
！

2
3
4
5

現耕作土
鉄分沈殿（班鉄）層
旧耕作土（下部に鉄分沈殿層有り）

As－B軽石混土層

黒褐色土（10YR2／2）　0△　白色軽石、黄榿色土ブロックを含む。

φ5mmのHr－FP軽石を5％、φ8mmの焼土粒を2％含む。

　　　　　　　　　　　　　　Fig．24　D－1～28号土坑
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D－63・64号土坑
1　黒褐色土（10YR2／2）

　1’

2吻

栃
白色軽石、黄榿色土ブロックを含む。

D－68号土坑
1　暗褐色‡（10YR2／3）　○○

D－67

D－71
面1

笏
“　　1
　婁…恥

濯

H－40

織

4甑
q艦》

2

W－29

＼

A

④

Lニ76．2m

lm

5

A

2－3κ

A

也1

鋸

㎝
⑩
ト
lI

一

醸

D－69号土坑
1　黒褐色土（10YR3／1）　△△
　を2％含む。

D－70号土坑
1　灰褐色土（7，5YR4／2）　○0
2　褐灰色土（7．5YR4／3）　○○

3　1

薩羅難色被熱硬化面睡翻黒色硬化面

醗濃暗赤禍色被熱面撒黄禍色板状ブ・ック

「コ淡暗赤禍色被熱面口灰

D－71号土坑
1　明黄褐色土（10YR6／6）
2　灰黄褐色土（10YR4／2）
　軽石を3％含む。
3　暗褐色土（10YR3／3）
　φ5～15mmの炭化物を5％、
4
　炭化物を3％、
5　黄褐色土（10YR5／6）
6　褐灰色土（10YR5／1）
7　榿色土（7．5YR6／8）
8　暗赤褐色土（2．5YR3／4

φ5mmのHr－FP軽石、φ30mmの黄褐色土ブロック

HレFP軽石を5％含む。
砂質土ブロックを5％、Hr－FP軽石をわずかに含む。

△○　φ2mmの白色礫を3％含む。撹乱
△○　φ3～5mmの焼土粒を5％、φ5－1〔加mのHr－FP

にぶい黄褐色土（10YR4／3）
　　　　　φ5～10mmのHr－FP軽石をわずかに含む。
　　　　　　　　　　△O　若干粘性を有し、上面がやや硬化し内面は軟質
　　　　　　　　　　△×　灰を多く含む。（灰層）
　　　　　　　　　被熱により硬化、かなり焼き締まる。
　　　　　　　　　　・3／6）　地山の焼土化（被熱）部分、軟質

△○　φ5～10mmの赤褐（5YR4／8）色焼土粒を！0％、
φ5mmのHr－FP軽石をわずかに含む。
　　△○　φ5～20mmの焼土粒を5％、φ7～15mmの

　　　D－72号土坑
　　　1　現耕作土
　　　2　鉄分沈殿（班鉄）層

誌　　　3　旧耕作土
　　　4　鉄分沈殿（班鉄）層
　　　5　暗褐色土（10Y’R3／3）　XO　O，5～1mmのAs－B軽石を15％含む。
　　　6　灰黄褐色土（10YR4／2）　△△　φ3mmのHr－Hr－FP軽石、φ2～3mmのAs－C軽
　　　　石を！～2％含む。
　　　7　黒褐色土（10YR3／2）　△×　φ3～20mmの明黄褐（10YR6／8）色土ブロック
　　　　を10％、φ2～7mmのHr－FP軽石を5％含む。
　　　8　黒褐色土（10YR2／2）　φ5～10mmの明黄褐色土ブロックを5％含む。

ロDi　　　　　　　1　にぶい黄澄色土（⑳YR6／3）
　　　　　　　2　黒褐色土（10YR2／2）　××

黄榿色斑点がみられ、φ0．5～2mmのAs－B軽石を10

φ0．5～2mmのAs－B軽石を30％、As－B軽石と細砂

×○　白色軽石混土層

P－2号柱穴
1　にぶい黄榿色土（10YR6／3）　xO
2　にぶい黄榿色土（工OYR6／3）　×0
3　黒褐色土（10YR2／2）　××

P－3号柱穴
！

2
3

にぶい黄榿色土土細砂（10YR6／3）
にぶい黄櫨色土細砂（10YR6／3）
黒色土細砂（10YR3／2）　○×

白色軽石混土層
白色軽石・黒色ブロック混土層

　×O　白色軽石混土層
×○　白色軽石・黒色ブロック混土層

0 1：60 2m

Fig．26　D－63～73号土坑、P－1～3号柱穴
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④
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1－1
A〆

Ω
Ω

　　　憾

．馨

L＝76．2m

1
A

Aノ

3

1－1号井戸跡セクション
1　灰黄褐色土（10YR5／2）
2　明赤褐色土（5YR5／8）
（班鉄）層

×△　現耕作土　　　　　　　　　　　　　　　　＼

×○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を5％含む・鉄分沈殿

　rつ　　4
9
10

11　c⊃

5
＆

9

　6
　　　　　　　　11

　　　曾
　7　　　　　　　1

3
4
5
6
7
8
9
10

11

！2

　にぶい黄褐色土（10YR5／3）　×○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を15％含む。

　明褐色土（7．5YR5／6）　×○　⑳．5～1mmのAs－B軽石を！0％含む。

　暗褐色土（10YR3／3）　△△　φ0．5～1mmのAs－B軽石を10％含む。（As－B混土層）

　黒色土（10YR2／1）　△△　φ1～5mmのAs－C軽石を10％含む。（As－C混土層）

　黒色土（10YR2／1）　△△　φ1～5mmのAs－C軽石を2～3％含む。
　黒褐色土（10YR3／1）　○ム　ロームヘの漸移層
　にぶい黄褐色土（10Y’R5／3）　○△　細砂を10％含む。

　灰黄褐色粗砂（10YR6／2）　×△　≠10～20mmの円礫を5％、φ10～20mmの浅黄
榿色（10Y’R8／4）軽石を！0％含む。褐色（7．5YR4／6）斑点がみられる。

　にぶい黄榿色細砂（10YR7／2）　×△　褐色（7．5YR4／6）斑点がみられる。

　にぶい黄鐙色粗砂（10YR7／2）　×○　φ5mmの円礫を30％含み、極暗赤褐色
（5YR2／4）斑点が多くみられ硬化している。

⑦
B

O－2
Bダ

O－2号落ち込み
1　灰黄褐色土（10YR5／2）　△△　現耕作土
2　灰黄褐色土（10YR4／2）　△○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を15～20％含み、上面に鉄分沈殿（班鉄）層

3　褐色土（7、5YR4／3）　△○　φ0．5～1mmのAs－B軽石を20～25％、φ5mmのHr－FP軽石を2～3％含み、
　上面に鉄分沈殿（班鉄）がみられる。

4
5
6
7
8
9
10

11

明黄褐色土（10YR6／6）

褐色土（7．5YR4／3）　△○
灰褐色土（10YR4／1）　△×
にぶい黄褐色土（10YR4／3）
にぶい黄褐色土（10YR4／3）

灰褐色土（10YR4／1）　×△
灰褐色土（10YR4／1）　○×
明褐色土（7．5YR5／8）　××

△○　As－C軽石とHr－FP軽石が1～2％と極わずか・
As－C軽石及びHr－FP軽石を含む。As－B軽石は3層よりも少ない。

φ10mmのHr－FP軽石、φ2～3mmのAs－C軽石を2％含む。
△△　φ5mmのHr－FP、≠2～3mmのAs－C軽石を2～3％含む。
××　軽石を含まない。

φ10mmのHr－FP軽石、φ2～3mmのAs－C軽石を含む。

10層がブロック状に入り込む。

L；76．1m

1

B 2 B

0 1：60 2m

Fig．27　工一1号井戸跡、o－2号落ち込み
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Fig．33　H－19～28号住居跡出土土器
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Fig．34　H－29～37号住居跡出土土器
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161（H－47．6）

157（H－47．2）

3）
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PL．21

162（H－47．7） 163（H－47．8） 164（H－47．9）

165（H－47．10） 166（H－47．11） 167（H－47．12）

168（H－47．13）

170（H－47．15）

176（W－8．3）

7．13）

171（H－47．16）

177（D－1．1）

178（D－2．1）

169（H－47．14）

172（H－47．17）

181（D－71．3）

173（H－47。18）

180（D－71．2）

一105一



PL．22

186（X－1．1） 187（X－1．2） 188（X－1．3）

191（X－1．6）

195（X28Y36）

198（X14Y33）

189（X－1．4）

196（Xl1Y33）

199（X30Y48）

190（X－1．5〉

特12 　特13

（1－1〉

196（X30Y41）

特14
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PL．23

　8

2
3

11

　　7

13

鉄　器
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▲
16
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1
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　　　　　　　　　10　　　　　7　8

4

噛
11

5

　　　門’、職　　　　へ曽

ゾ雛
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石製品・木製品・特殊遺物
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